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1  お知らせ

Data Protector A.05.50 は OmniBack II および Data Protector のテープ、 スク リプ ト 、 プロシージャのすべてと互換性があ り

ます。 また、 OmniBack II の既存の機能すべてを備えています。

1.1 アップグレード

アップグレード情報は 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド』 で入手できます。

OmniBack II バージ ョ ン A.04.10、 Data Protector バージ ョ ン A.05.00 および A.05.10 から Data Protector A.05.50 へのアップ

グレード手順が記載されています。

1.2 サポート対象

サポート対象のプラ ッ ト フォーム、 デバイス、 統合ソフ ト ウェアに関する詳細は、 このドキュ メン トの付録 B で説明し

ています。

新のプラ ッ ト フォームと統合ソフ ト ウェアのサポート情報は、 付録 B または次の Web サイ トの HP OpenView Storage 
Data Protector ページを参照してください。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html

サードパーティ製品のハード ウェア障害は、 該当するベンダーに直接ご連絡ください。 コマンド行インタフェース (CLI)
から実行する Data Protector コマンドは、 『HP OpenView Storage Data Protector Command Line Interface Reference』 に記載さ

れています。

本製品 (HP OpenView Storage Data Protector 5.5) のマニュアル、 オンラインヘルプおよび CD-ROM で、 HP OpenView 
Storage Media Operations という製品についての記載があ り ますが、 この製品の日本での販売およびサポートは行っており

ません。

1.3 ライセンス

Data Protector A.05.50 は、 OmniBack II および Data Protector A.05.x の製品番号を継承しています。 OmniBack II A.04.10 ラ

イセンス と Data Protector A.05.00 および A.05.10 ラ イセンスはすべて Data Protector A.05.50 で使用でき、 該当する機能を

実行できます。 ライセンスを移行する必要はあ り ません。 ただし、 機能によっては標準の製品ライセンスをインス トール

する必要があ り ます。

1.3.1 HP OpenView Storage Data Protector のアドバンスト ・ バックアップ

Data Protector A.05.50 では、 ファ イルライブラ リ向けの新しいライセンスを導入しました。 HP OpenView Storage Data 
Protector アドバンス ト ・バッ クアップ、B7038AA です。この拡張には、ディ スク ト レージ 1 TB ( テラバイ ト ) のバッ クアッ

プ用の使用ライセンスが含まれています。 このライセンスは、 バッ クアップ ・ ディ スクス ト レージを 1 TB 使用するたび

に 1 つ必要です。

詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド』 を参照してください。

1.4 サポート期間

Data Protector の前身である OmniBack II、 および以前の Data Protector バージ ョ ンのサポート期間は、 以下のとおりです。

• OmniBack II A.03.50 のフルHP サポートは 2004年 8月 1日に終了しました。OmniBack II A.03.50 の保守サポートのみは

2005 年 1 月 31 日まで利用できます。 また、 OmniBack II A.03.50 のセルフヘルプ サポート ( 以前の Knowledge Base サ

ポート ) は、 2005 年 7 月 31 日まで利用できます。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html


Data Protector A.05.50 リ リース ノート

7

• OmniBack II A.04.10のフルHPサポートは2005年1月1日まで延長され、OmniBack II A.04.10の保守サポートのみは2005

年 6 月 30 日まで利用できます。 また、 OmniBack II A.04.10 のセルフヘルプ サポート ( 以前の Knowledge Base サポー

ト ) は、 2005 年 12 月 31 日まで利用できます。

• Data Protector A.05.00のフルHPサポートは2006年1月31日に終了します。Data Protector A.05.00の保守サポートのみは

2006 年 7 月 31 日 まで利用できます。 また、 Data Protector A.05.00 のセルフヘルプ サポート ( 以前の Knowledge Base
サポート ) は、 2007 年 1 月 31 日まで利用できます。

• Data Protector A.05.10のフルHPサポートは2007年8月31日に終了します。Data Protector A.05.10の保守サポートのみは

2008 年 2 月 28 日まで利用できます。 また、 Data Protector A.05.10 のセルフヘルプ サポート ( 以前の Knowledge Base
サポート ) は、 2008 年 8 月 31 日まで利用できます。

1.5 情報の更新

ドキュ メン トの訂正を含む 新情報は、 次の Data Protector ホームページを参照してください。 
http://www.hp.com/go/dataprotector

http://www.hp.com/go/dataprotector
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2  製品の特徴と利点

Data Protector は OmniBack II のテープ、 スク リプ ト 、 プロシージャのすべてと互換性があ り ます。 また、 OmniBack II の
機能すべてを備えています。

この章では、 Data Protector A.05.50 の機能と 主な変更点を以前の Data Protector バージョ ンと 比較しながら簡単に説明します。

2.1 リアルタイムにビジネス ・ ニーズに対応できる拡張機能

Data Protector は、 ディ スクまたはテープからのバッ クアップと復旧を管理し、 業務の継続を確実なものにするこ とに

よって Adaptive Enterprise へのリ スクを緩和します。

2.1.1 アドバンスト ・ バックアップ

Data Protector には、 ファ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイス と呼ばれるディ スクベースの特殊なバッ クアップ ・ デバイスがあ

り ます。 このデバイスは以下のよ う な業界のニーズを満たすよ うに設計されています。

• データベースなどのアプリ ケーショ ンによって継続的に生成される少量のデータを迅速にバッ クアッ プできるデバイス

• 小さなバッ クアップ ・ ウ ィンド ウ

• 高速な復元機能

• 小限のス ト レージ ・ コス ト

ファ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイスは、 Data Protector GUI から構成および使用します。 このデバイスは、 1 つ以上のディ レ

ク ト リで構成される点がテープ ・ スタ ッ ク と概念的に似ています。 この場合、 ディ レク ト リは格納対象を保存するテー

プ ・ スタ ッ クのスロ ッ トに相当します。 ファ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイスに格納する対象はファイル ・ デポと呼ばれる一

連のファ イルであ り、 ファ イル ・ デポはデバイスがバッ クアップされるたびに作成されます。 

ファイル ・ ラ イブラ リ ・ デバイスは、 HP-UX、 Windows、 Solaris、 Linux、 AIX、 Netware、 Tru64、 OpenVMS の各システム

上でサポート されます。

2.1.2 高度なメディア管理

Data Protector A.05.50 では、 オブジェク ト ・ コピー機能を採用しています。 この機能を使う と、 指定したオブジェク ト ・

バージ ョ ンを特定のメディア ・ セッ トにコピーするこ とができます。 オブジェク ト ・ バージ ョ ンは、 1 つまたはいくつか

のバッ クアップ ・ セッシ ョ ンから選択するこ とができます。 オブジェク ト ・ コピー ・ セッシ ョ ン時には、 ソース ・ メディ

アからバッ クアップ ・ データが読み取られ、 そのデータが転送され、 ターゲッ ト ・ メディアに書き込まれます。

オブジェク ト ・ コピー ・ セッシ ョ ンによってメディア ・ セッ トが作成され、 指定したオブジェク ト ・ バージ ョ ンが格納さ

れます。

バッ クアップ ・ データの追加コピーが、 以下のよ うなさまざまな目的で作成されます。

• ボールティング

バッ クアップしたオブジェク ト をコピーして、 いくつかの場所に保存するこ とができます。

• メディアの空き容量作成

保護されたオブジェク ト ・ バージ ョ ンのみをコピーして、 メディアに残すこ とができます。 そのメディアのコピーさ

れた領域を上書き用とするこ とができます。

• メディアの非多重化

オブジェク ト をコピーして、 データのインターリーブをなくすこ とができます。
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• 復元チェーンの統合

復元に必要なすべてのオブジェク ト ・ バージ ョ ンをコピーして 1 つのメディア ・ セッ トにするこ とができます。

• 別の種類のメディアへの移行

異なる種類のメディアにバッ クアップをコピーするこ とができます。

• 高度なバッ クアップの概念をサポート

ディ スクの階層化などのバッ クアップ概念を使う こ とができます。

対話式にオブジェク ト ・ コピー ・ セッシ ョ ンを開始するこ と も、 セッシ ョ ンの自動開始を指定するこ と もできます。 Data 
Protector の自動コピーには、 ポス ト ・ バッ クアップのオブジェク ト ・ コピーとスケジューリ ングされたオブジェク ト ・ コ

ピーの 2 種類があ り ます。

オブジェク ト ・ コピー機能の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト ・ ガイ ド』、 『HP OpenView Storage 
Data Protector 管理者ガイ ド』、 オンライン ・ ヘルプを参照してください。

2.1.3 バックアップのミ ラーリング

Data Protector A.05.50 では、 オブジェク ト ・ ミ ラー機能を採用しています。 この機能を使う と、 バッ クアップ ・ セッシ ョ

ン時にいくつかのメディア ・ セッ トに同じデータを同時に書き込むこ とができます。 すべてまたは一部のバッ クアップ ・

オブジェク ト を 1 つ以上の別のメディア ・ セッ トに ミ ラーするこ とができます。

オブジェク ト ・ ミ ラー機能を使ったバッ クアップ ・ セッシ ョ ンが正常に完了する と、 1 つのメディア ・ セッ トにはバッ ク

アップされたオブジェク トが格納され、 他のメディア ・ セッ トにはミ ラーされたオブジェク トが格納されます。 メディ

ア ・ セッ トの ミ ラーされたオブジェク トは、 オブジェク ト ・ コピーと して扱われます。

オブジェク ト ・ ミ ラー機能は、 以下のよ う な目的で使います。

• バッ クアップしたデータを複数作成し、 可用性を高めます。

• 簡単なマルチサイ トボールディング機能によ り、 バッ クアップしたデータを リモートサイ トに ミ ラー化するこ とがで

きます。

• 同じデータを複数のメディアに書き込むこ とによ り、 バッ クアップのフォールト  ト レランスを向上させます。 また、

例え 1 つのメディアでメディア障害が発生しても、 他のミ ラーの作成に影響を与えません。

ミ ラーリ ングは、 バッ クアッ プ仕様を構成する場合にオブジェク ト ・ ミ ラー機能を指定します。 バッ クアッ プ仕様で、 ミ

ラーするオブジェク ト を選択した後、 ミ ラー数を指定します。 バッ クアッ プ用デバイスと 各ミ ラー用のデバイスは別なもの

を指定します。

オブジェク ト ・ ミ ラー機能の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト ・ ガイ ド』、 『HP OpenView Storage 
Data Protector 管理者ガイ ド』、 オンライン ・ ヘルプを参照してください。

2.1.4 マルチバイ ト文字を含むファイル名の処理

Data Protector A.05.50 では、 混在した環境でのファ イル名処理が向上しました。 ファ イル名とセッシ ョ ン ・ メ ッセージを

正し く表示するよ うに GUI を構成でき、 選択したファ イル名またはディ レク ト リ名にマルチバイ ト文字があっても復元

を選択するこ とができます。 このこ とは、 Cell Manager、 Disk Agent Client、 種々ののプラ ッ ト フォームの GUI ク ラ イアン

トのいずれの組み合わせでもほとんど可能です。

詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド』、 『HP OpenView Storage Data 
Protector コンセプ ト ・ ガイ ド』、 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 を参照して ください。
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2.1.5 sanconf コマンドの拡張

Data Protector A.05.50 では、 sanconf コマンドによって Windows、 HP-UX、 Solaris、 Linux、 Novell NetWare、 Tru64、 AIX
の各ク ライアン トに接続したサポート対象デバイスを検出し、 自動的に構成します。

2.1.6 メディア ・ ラベルとしてのバーコード

Data Protector A.05.50 リ リースでは、 メディアの初期化時にバーコードを メディア ・ ラベルと してメディア ・ ヘッダーに

書き込むこ とができます。

2.1.7 Windows システム上での共有情報の復元

Data Protector A.05.50 は、 Windows ME を除く Windows 上のディ レク ト リに関する共有情報をバッ クアップして復元しま

す。 ディ レク ト リのバッ クアップ時にネッ ト ワーク上でディ レク ト リが共有されている場合、 デフォルトでは復元後に自

動的にそのディ レク ト リが共有されます。

2.1.8 デバイスへの複数パスのサポート

Data Protector の従来のバージ ョ ンでは、 デバイスがいくつかのク ライアン トで構成されている場合、 ロ ッ ク名を使って

ク ライアン ト ごとにすべてのデバイスに対して複数の論理デバイスを構成する必要があ り ました。 現在ではロ ッ ク名を使

わずに複数のパス、 つま り ク ライアン ト名と SCSI アドレスを 1 つの論理デバイスに定義できるよ うにな り ました。 した

がって、 デバイスは一度だけ構成します。 パスは、 定義した順序で Data Protector によって使用されます。

2.1.9 ライブラリ共有の複数ホストのサポートおよび ACS Media Agent と DAS Media Agent の置

き換え

Data Protector A.05.50 は、 ライブラ リ ・ ロボティ クス と ド ラ イブの可能な物理構成をすべてサポート します。 ただし、 特

定の構成のサポートは、 特定のプラ ッ ト フォームでの Data Protector の可用性に依存します。 したがって、 StorageTek ACS
ラ イブラ リではド ラ イブが NDMP 専用ド ライブや、 SCSI または Fibre Channel 接続ド ライブと して構成する場合があ り ま

す。 同じよ うに、 NDMP サーバーに接続したロボティ クスを使ったライブラ リでは、 ド ラ イブが NDMP 専用ド ライブ

や、 SCSI または Fibre Channel 接続ド ライブと して構成する場合があ り ます。

Data Protector A.05.50 では、 ACS Media Agent と DAS Media Agent が General Media Agent ( 以前のバージ ョ ンの Data 
Protector では Media Agent) に置き換えられました。 NDMP Media Agent は、 NDMP サーバーのバッ クアップを制御してい

るク ラ イアン ト ・ システム上でのみ必要です。 その他の場合、 General Media Agent と NDMP Media Agent は交換可能で

す。

2.1.10 NDMP Media Agent の拡張

Data Protector A.05.50 では、 新バージ ョ ンの NDMP Media Agent のカタログ処理が改善したため、 NDMP 環境 (NetApp と

Celerra) での処理が高速化してパフォーマンスの信頼性が向上しました。 NDMP Media Agent は、 NDMP 環境のリ ソース

をよ り効率的な方法で活用します。 現在、 Data Protector NDMP 統合ソフ ト ウェアは認証なし、 テキス ト 、 MD5 とい う 3
種類の NDMP 認証をすべてサポート します。 このため、 セキュ リ ティのレベルを高めるこ とができます。 NetApp のディ

レク ト リに対する直接アクセスの復元もサポート されています。 

2.1.11 デバイスのパフォーマンス拡張

Data Protector A.05.50 Disk Agent (DA) のパフォーマンスは、 LTO II デバイスなどの新世代の高性能バッ クアップ ・ デバイ

スに合わせて改善されています。
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2.1.12 Novell NetWare の拡張

Data Protector A.05.50 では、 Novell Netware 6.0 以降のシステムのファイル ・ サイズに制限があ り ません。 Novell NetWare
上の Data Protector A.05.50 では、 実行前スク リプ トおよび実行後スク リプ トがサポート されます。

Data Protector A.05.50 Media Agent は、 NetWare Peripheral Architecture を使う よう に再設計されました。 したがって、 サード

パーティ 製ホスト ・ アダプターと スト レージ・ デバイスに対するド ライバのサポート が拡大し、 信頼性が高く なり ました。

2.1.13 ライブラリ管理コンソールへのアクセスの簡便化

Data Protector A.05.50 GUI を使う と、 Web ブラウザを直接呼び出して、 ブラウザにライブラ リ管理コンソールのインタ

フェースを自動的にロードするこ とができます。 この機能は、 SCSI ライブラ リ光磁気媒体を使うジュークボッ クス、 外

部制御、 ADIC/GRAU DAS ラ イブラ リ、 StorageTek ACS ラ イブラ リに利用できます。 NDMP 環境でも使う こ とができま

す。

2.1.14 ライセンスの拡張

2.1.14.1 HP OpenView AutoPass

HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティが Data Protector と統合され、 Data Protector ラ イセンス ・ パスワードの取得と イン

ス トールが自動化および簡便化し、 即座に行えるよ うにな り ました。 Cell Manager システムがインターネッ トに直接接続

していない場合は、 AutoPass が Permanent Password Request Form の生成を支援します。 このフォームを HP パスワード ・

デリバリ ・ センターに後でファ ッ クスまたは電子メールで送信するこ とができます。

AutoPass ユーティ リ ティの詳細は、 『HPOV Auto Pass ユーザーズガイ ド』 を参照して ください。

2.1.14.2 ライセンスのチェ ックと報告および容量ベースのライセンス

既存のメカニズムに加えて、 Data Protector のチェッ クおよび保守メカニズムの一部と して Data Protector A.05.50 ライセン

スの存在と数量が 1 日に 1 度確認されます。 ラ イセンスがないと、 Event Log にメ ッセージが記録されます。 また、 ライ

センスがないこ とを報告するために新しい CLI オプシ ョ ンが導入されています。

現在、 Data Protector ではインス トールされているライセンス数とセルに必要なライセンス数を比較して確認しています。

omnicc -check_licenses コマンドの詳細は、 omnicc マン ・ ページを参照してください。

2.1.15 ログ、 デバッグ、 システム情報の各ファイル収集用ツール

Data Protector は大規模なネッ ト ワーク環境で動作するため、 HP サポート ・ サービスに必要なデータを収集するのが難し

い場合があ り ます。 Data Protector A.05.50 には、 HP サポート ・ サービスに送信する log、 debug、 getinfo の各ファ イルを

収集およびパッ ク化するためのツールがあ り ます。

2.2 ビジネス ・ プロセスの改善

Data Protector は、 さまざまな技術を統合してバッ クアップ ・ ウ ィ ンド ウをな くすこ とによ りバッ クアップ操作と復旧操

作を簡便化および一元化するよ うに、 設計されています。
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2.2.1 計画されたダウンタイムの影響の排除

2.2.1.1 データベースとアプリケーシ ョ ンのオンライン ・ バックアップ

SAP DB サポートの導入

Data Protector A.05.50 は、 SAP DB アプリ ケーショ ンのサポート を導入しています。 Data Protector SAP DB 統合ソフト ウェ

アによって、 オンライン操作モード と 管理操作モード で SAP DB インスタンスのバッ クアッ プを実行するこ と ができます。

SAP DB インスタンスの以下のオブジェク トがバッ クアップされます。 

• データ

• 構成

• アーカイブ ・ ログ

Data Protector SAP DB 統合ソフ ト ウェアには、 以下の種類のバッ クアップがあ り ます。

• データ と構成のフル ・ バッ クアップ (SAP DB Full バッ クアップ )

• データ と構成の差分バッ クアップ (SAP DB Diff バッ クアップ )

• アーカイブ ・ ログのバッ クアップ (SAP DB Trans バッ クアップ )

SAP DB インスタンスがオフライン操作モードのと きに実行できるのは、 データ、 構成、 アーカイブ ・ ログのすべての標

準的なファイルシステム ・ バッ クアップのみです。

復元を実行する場合は、 Data Protector SAP DB 統合ソフ ト ウェアによって以下のこ とを実行するこ とができます。

• データベースを特定の時点における元の状態に復元する。 必要なフル ・ バッ クアップ、 差分バッ クアップ、 ト ランザ

クシ ョ ン ・ バッ クアップの各セッシ ョ ンの組み合せを適用します。

• SAP DB インスタンスのデータ と構成を復元する。 特定のフル ・ バッ クアップまたは差分バッ クアップのセッシ ョ ン

を適用します。

• SAP DB インスタンスのアーカイブ ・ ログを復元する。 特定の ト ランザクシ ョ ン ・ バッ クアップ ・ セッシ ョ ンを適用

します。

• 元の状態とは異なる SAP DB インスタンスまたは SAP DB サーバーを復元する (SAP DB の移行 )。

Linux および Windows 上の IBM DB2 に対するオンライン ・ バッ クアップの導入

Data Protector A.05.50 リ リースでは、 HP-UX および AIX プラ ッ ト フォームの他に Linux と Windows プラ ッ ト フォーム上

でも Data Protector IBM DB2 UDB 統合がサポート されます。

その他のデータベースとアプリ ケーシ ョ ンに対するサポートの導入

サポート されているデータベース とアプ リ ケーシ ョ ンの詳細については、 Web 上で 新のサポート一覧表を参照してく

ださい。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html

2.2.1.2 非アクテ ィブな MC/ServiceGuard ノード上のファイルシステムまたはアプリケーシ ョ ンのバックアップ

Data Protector A.05.50 リ リースでは、 Cell Manager とは異なる MC/ServiceGuard ノード上で実行しているファ イルシステム

とアプ リ ケーシ ョ ンのバッ クアップを実行するこ とができます。 Cell Manager と ク ラ イアン ト を同じ ク ラスタ ・ ノード上

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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で実行する必要がなくな り ました。 すなわち、 同じパッケージにアプリ ケーシ ョ ンと Cell Manager を構成する必要がなく

な り ました。

このよう な改善により 、 負荷をク ラスタ全体に分散させるこ と ができます。 したがって、 他のノ ード がアイド ル状態であ

るにもかかわらず、 Cell Manager と アプリ ケーショ ン・ データベースが同じサーバー上のリ ソースに対して競合すると

いった事象がなく なり ます。 

2.2.2 計画されていないダウンタイムの影響の排除

2.2.2.1 切断された接続の再接続における拡張

Data Protector A.05.50 より 前のバージョ ンでは、 再接続できるのは Backup Session Manager と Disk Agent (DA) / Media Agent 
(MA) 間の切断された接続 ( 制御接続 ) のみでした。 Data Protector A.05.50 では、 DA と MA 間の切断された接続 ( データ接

続 ) もバッ クアッ プ時に再接続するこ と ができます。

2.2.2.2 Oracle ZDB の拡張

Oracle および SAP R/3 向けインスタン ト ・ リ カバリ後のデータベースの改良点

現在、 Data Protector では RMAN を使ったインスタン ト ・ リ カバリ後にデータベースの復旧を自動的に実行するこ とがで

きます。 Data Protector GUI の [ インスタン ト ・ リ カバリ ] コンテキス トで、 リ カバリ方法と他のリ カバリ ・ オプシ ョ ンを

選択するこ とができます。 一部の種類のリ カバリで、 ログが自動的にリセッ ト されるこ とはな くな り ました。 

Data Protector は、 構成チェッ クを実行してインスタン ト ・ リ カバリ を安全に実行できるかど うかを確認します。 データ

ベースがインスタン ト ・ リ カバリ を実行できるよ うに適切に構成されていない場合、 つま り リ カバリ ・ カタログやアーカ

イブ ・ ログがデータベース と同じソース ・ ボ リ ュームにある場合は、 バッ クアップ ・ セッシ ョ ンが中止されます。 ファ イ

ル ・ セッ ト を解決するために、 新しいツール omniresolve が導入されました。

データベースの復旧と インスタン ト ・ リ カバリの併用は、 ZDB メ ソ ッ ド ( プロキシー ・ コピーまたはバッ クアップ ・

セッ ト ) に関係なく Oracle8i/9i でサポート されます。

Oracle8i/9i 向け ZDB バッ クアップ ・ セッ ト  メ ソ ッ ド

以前のリ リースでは、 バッ クアップ ・ セッ ト  メ ソ ッ ドは Oracle8 でのみサポート されました。 Data Protector では、

Oracle8i/9i での Oracle バッ クアップ ・ セッ ト  メ ソ ッ ド もサポート されるよ うになり、 A.05.10 リ リースではプロキシー ・

コピー メ ソ ッ ド もサポート されます。 バッ クアップ ・ セッ ト  メ ソ ッ ドは、 構成時に Oracle インスタンスごとに選択する

こ とができます。

Oracle8i/9i に対するプロキシー ・ コピー ・ バッ クアップと復元プロセスの拡張

ディ スク とテープへの ZDB、 またはテープへの ZDB によって作成されたプロキシー ・ コピーは、 RMAN を使って一度だ

け登録されます。 したがって、 増分バッ クアップのベースと してこのコピーを使う こ とができます。 データベースは、

バッ クアップ ・ プロセスの間ずっとではなく複製作成時のみバッ クアップ ・ モードにな り ます。 同時に開始する DMA の

数が制限されているため、 プロキシー ・ コピー ・ バッ クアップ ・ オブジェク トのバッ クアップまたは復元時のパフォーマ

ンスが向上しました。 Data Protector は、 バッ クアップ ・ セッシ ョ ンの 後に制御ファイルを自動的にバッ クアップしま

す。

RMAN スク リプ トの構造が修正され、 一部の制限がなくな り ました。 

相互チェッ ク ・ コマンドは Oracle Recovery Manager メ タ ・ データ と Data Protector メディア管理データベース間の同期に

使われますが、 このコマンドのパフォーマンスが向上しました。
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2.2.2.3 変更された SCSI アドレスの自動検出

SAN 環境で SCSI アドレスを動的に変更するこ とができます。 Data Protector ではデバイスのシ リ アル番号を格納し、 変更

された SCSI アドレスを自動的に検出し、 更新します。

2.2.2.4 インストールの改良

UNIX

Data Protector のインス トールには、 omnisetup.sh スク リプ ト を使う方法が適しています。

HP-UX 上では、 アップグレード時に Data Protector をアンインス トールする必要がなくな り ました。 パッケージが直接

アップグレード されます。

Windows

ク ラスタ環境でのインス トール手順が改良され、 パッケージの構造が再編成されました。 

2.2.3 セキュリテ ィの拡張

Data Protector A.05.50 では、 セキュ リ ティ をいくつか拡張しました。 特定の拡張はデフォルトで有効になっており、 以前

のリ リースから既存の Data Protector セルをアップグレード した場合でも、 追加の構成は必要はあ り ません。 その反面、

構成、 アップグレード、 再構成で注意が必要となる可能性があるため、 拡張の一部はデフォルトで無効になっています。

高度なセキュ リ ティ機能を有効にする前、 またはデフォルトのセキュ リ ティ設定に問題が発生するよ うな場合に考慮が必

要なセキュ リティ関連情報は、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド』 を参照して

ください。

2.3 IT コストの削減と複雑さの緩和

Data Protector では、 オペレーティング ・ システム、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ド ラ イバ、 ライブラ リ、 ディ スク ・ アレイのす

べての互換性を幅広くするこ とによって、 IT コス ト と業務コス ト を削減します。

2.3.1 アプリケーシ ョ ン、 オペレーテ ィングおよびスト レージ環境に対するサポートの追加

2.3.1.1 IA-64 の HP-UX 11.23 に対する Cell Manager のサポート

Data Protector A.05.50 は、 Intel Itanium 2 (IA-64) アーキテクチャベースの Cell Manager と インス トール ・ サーバーで、 32
ビッ トのネイティブ ・ モードで実行している HP-UX 11.23 をサポート します。 PA-RISC アーキテクチャベース HP-UX シ

ステムのすべてのサポート対象機能と制限は、 Data Protector のドキュ メン トで説明されており、 特に記載がない限り

HP-UX 11.23 にも適用されます。 IA-64 HP-UX 11.23 上の Cell Manager は、 ローカル CLI と リモート GUI をサポート しま

す。

2.3.1.2 大規模ファイルとパーティシ ョ ンのサポート

Data Protector A.05.50 では、 Windows、 HP-UX、 Solaris、 AIX、 IRIX、 Tru64、 Linux、 Novell NetWare (Novell NetWare 
Storage Management Services に制限があるため Novell NetWare 5.1 を除く )、 MPE (MPE 6.0 を除く ) の各システム上で、 大

規模ファ イルとパーティシ ョ ンのバッ クアップと復元に対する Data Protector 固有の制限がなくな り ました。

2.3.1.3 Solaris Disk Agent の拡張

Data Protector A.05.50 は、 Sun Solaris 7/8/9 上の UFS と VxFS 3.5 での ACL ( ファイル ・ パーミ ッシ ョ ン属性 ) のバッ ク
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アップと復元、 および Solaris 9 UFS 上の拡張属性の新しい編成をサポート します。

2.3.1.4 Microsoft Exchange Server 2003

Data Protector A.05.50 は、 Microsoft Exchange Server 2003 統合をサポート します。 これには、 single mailbox のバッ クアッ

プと復元が含まれます。 Exchange 2003 統合は、 Microsoft Cluster Server 上でク ラスタ対応と して構成するこ とができま

す。

2.3.1.5 HP StorageWorks EVA SMI-S Agent

Data Protector A.05.50 では、 新しい HP StorageWorks EVA エージェン ト (EVA SMI-S Agent) を導入しています。 このエー

ジェン トは、 新しい業界標準である Storage Management Initiative Specification (SMI-S) をサポートするよ うに設計されまし

た。 この標準は、 共通の管理インタフェースをネッ ト ワーク ・ ス ト レージ環境に提供してス ト レージのハード ウェアと ソ

フ ト ウェアの相互運用性を高めるよ うに作成されています。 

EVA SMI-S Agent は、 Command View (CV) EVAv3.2 以降と Virtual Controller Software (VCS) v3.02x 以降で実行する HP 
StorageWorks EVA をサポート します。このエージェン トは HP StorageWorks EVA の管理に必要なすべてのタスクを実行し

ます。 このエージェン トは HP StorageWorks SMI-S EVA プロバイダと通信します。 HP StorageWorks SMI-S EVA プロバイ

ダは受信要求と Command View EVA 間の通信を制御します。 この方法によってアレイの制御を確立します。

Data Protector HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 統合ソフ ト ウェアのユーザーが Command View EVA ソフ ト ウェアを

バージ ョ ン 3.2 にアップグレード した後、 EVA VCS ファームウェアをバージ ョ ン 3.02x にアップグレード した場合は、 前

のバージ ョ ンの CV および VCS で使っていた EVA Agent ( 従来のもの ) を EVA SMI-S Agent にアップグレードする必要が

あ り ます。 このアップグレードは大切な手順です。 従来の EVA Agent は上記の CV および VCS の新バージ ョ ンと互換性

がないからです。 アップグレード実行方法の手順は、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセン

ス ・ ガイ ド』 を参照してください。

2.3.1.6 その他の拡張機能

• SAN 環境で AIX 4.3.x または 5.x オペレーティング・システム上で実行している Data Protector ク ラ イアン トに接続され

るサポート対象デバイスの自動構成

• 大規模ファイルのサポート、 オブジェク ト ・ コピー、 オブジェク トの ミ ラーリ ング、 デバイスへの複数のパス、 ソフ

ト ウェアの圧縮、 ソフ ト ウェアの暗号化のすべてに対する OpenVMS Disk Agent のサポート

この リ リースでは、 ACSLS がサポート されます。
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3  制限および推奨事項

3.1 サイズの制限

3.1.1 内部データベースのサイズ

注記

1 Cell Manager の場合、 ファイル名データベースの 大サイズは 32 GB です。 ファ イル名の数は平均的な Data Protector 環
境で見積もった場合の数です。 

2 DCBF = Detail Catalog Binary Files ( 詳細カタログ ・ バイナリ ・ ファ イル )

3.1.2 バックアップ仕様内のオブジェク ト数

バッ クアップ仕様内のファ イルシステム ・ オブジェク トの 大数は 500 です。

3.1.3 1 つのプール内のメディアの数

1 つのプール内のメディアの 大数は 40,000 です。

Data Protector のメディア管理データベースでは、 合計で 500,000 個のメディアを扱う こ とができます。

3.1.4 ファイル ・ ライブラリで使用するファイル ・ デポの最大サイズ

ファイル ・ ラ イブラ リ ・ デバイスで使用する各ファイル ・ デポの 大サイズは、 少なく と も

• 2 TB、 または

• ファイル ・ ラ イブラ リが存在しているファイルシステムでサポート されている 大ファ イル ・ サイズです。

Data Protector A.05.50

ファイル名の数 1 32 GB または約 700,000,000 (UNIX システムの場合 )
450,000,000 (Windows システムの場合 )

ファイル ・ バージ ョ ンの数 10 x ファ イル名の数

DCBF2 ディレク ト リの 大数 50

DCBF ディレク ト リの 大サイズ 4 GB

DCBF ディレク ト リ 1 個あたりの 大ファイル数 10,000

同時に使用可能なド ライブの 大数

(DLT7000 およびそれ以下の性能のド ライブ )
100

同時に使用可能なド ライブの 大数
(DLT8000/SDLT/LTO)

50
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3.1.5 データベース内のセッシ ョ ン数

データベース内のセッシ ョ ンの 大数は 1,000,000 です。 1 日あたり 大で 2,000 のバッ クアップ ・ セッシ ョ ンを実行でき

ます。

3.1.6 同時にスケジュール設定できるバックアップの数

並行して実行できるバッ クアップ ・ セッシ ョ ンの 大合計数は、 UNIX システムでは 100、 Windows システムでは 60 で

す。 デフォルト値は 5 に設定されています。 この値は MaxBSessions グローバル ・ オプシ ョ ンを使用して拡大できます。

並行して実行されるセッシ ョ ン数が 50( 推奨 大数 ) を超える と、 Cell Manager 上のシステムの制限 ( ファイル記述子の

数、 TCP/IP の制限、 メモ リの制限 ) のいずれかに到達する可能性が非常に高くな り ます。

3.1.7 同時処理

• 各バッ クアップ ・セッシ ョ ンでは、デフォルトで 大 32 のデバイスを同時に使用するこ とができます。 このパラ メー

タの上限を制御するには、 MaxMAperSM グローバル ・ オプシ ョ ンを使用します ( デフォルトは 32)。

• デフォルトでは、 大 32 の Disk Agent ( デバイスの同時処理数によって異なる ) が同じデバイスに同時に書き込むこ と

ができます。 この値を制御するには、 MaxDAperMA グローバル ・ オプシ ョ ンを使用します。

• 同時に 大 10 のメディアを IDB にインポートできます。

3.1.8 MoM 環境におけるセルの数

MoM 環境で使用できるセルの数は 大 50 です。

3.2 日本語化

Data Protector A.05.50 は、 Windows、 HP-UX、 および Solaris オペレーティング システム上で日本語およびフランス語に

ローカライズされています。 ただし、 インス トール ・ プロシージャはローカライズされていません。

• Microsoft Windows の国際版はサポート されていません。 ローカライズ版がサポート されているのは、 日本語がサポー

ト されている Windows XP、 2000、 2003、 または Me だけです。

3.3 プラッ ト フォームの制限

3.3.1 UNIX および Linux の制限事項

• LOFS ファ イルシステムはフル・サポート されています。ただし、同じファ イル・システム内に lofs マウン ト されてい

るディ レク ト リ を認識しません。 この場合は、 余分なデータがバッ クアップされます。

• バッ クアップ可能なファイルおよびディ スク ・ イ メージの 大サイズは、 オペレーティング ・ システムおよびファ イ

ルシステムの制約に左右されます。 HP-UX、 Solaris、 AIX、 IRIX、 Linux、 Tru64 の各 UNIX システム上では、 Data 
Protector のファ イル ・ サイズに制限はあ り ません。 その他の UNIX システム上では、 Data Protector のバッ クアップ ・

ファ イルとディ スク ・ イ メージの 大サイズは 2GB です。

• 異なるファイルシステム間での ACL ( ファ イル ・ パーミシ ョ ン属性 ) の復元はサポート されていません。 たとえば、

VxFS ファ イルシステムからバッ クアップされた ACL を UFS ファ イルシステムに復元するこ とはできません。 逆の

場合も同様です。 ただし、 ACL なしのファイル ・ オブジェク トは異なるファイルシステムに復元できます。

• UNIX の GUI では、 1 つのディ レク ト リに 大 32000 ファイルを表示できます。
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• ファイル名に引用符を使用するこ とはできません。

• UNIX プラ ッ ト フォームでオンライン ・ ヘルプを表示するには、 Web ブラウザをインス トールする必要があ り ます。

また、 GUI で、 [ ファイル ] メニューの [選択値 ] オプシ ョ ンでヘルプ ・ モードをデフォルトの HTML ブラウザに

設定する必要があ り ます。

• UNIX ク ラ イアン トの場合、 ksh シェルがインス トールされている必要があ り ます。 Linux では、 Public Domain Korn 

Shell (pdksh) も使用できます。

• バッ クアップ仕様名に日本語を使用できません。

HP-UX の制限事項

• ディ スク ・ イ メージからの単一ファイルの復元はサポート されていません。

• HP-UX の GUI では、 ユーザー ID とグループ ID の表示に使用されるのは、 数値形式のみです。 

Solaris の制限事項

• cshスク リプ トがpre-またはpost-execに使用されている場合、インタプ リ タ指定行では次のよ うに-bオプシ ョ ンを

指定する必要があ り ます。

#!/bin/csh -b

• Solaris では、 /tmpはスワップ領域にある仮想ファイルシステムです。 /tmpディレク ト リがバッ クアップ仕様に含ま

れている場合は、 空のディ レク ト リ と してバッ クアップされます。 このバッ クアップを復元する場合、 復元する前に

ク ライアン ト上にスワップ領域を設定する必要があ り ます。 スワ ップ領域を設定しないと、 /tmpディ レク ト リは復

元されません。

• Solaris のインス トール CD-ROM は、pkg ス ト リーム形式になっており、これは標準の tar ユーティ リ ティでは認識され

ません。 Solaris ク ライアン トのローカル ・ インス トール / アップグレードに、 Solaris ではなく HP-UX のインス トー

ル CD-ROM を使用しなければならないのはこのためです。 

• Data Protector A.05.50 では、Veritas Cluster File System (CFS) 上でのアクセス制御リ ス ト (ACL) のバッ クアップと復元は

サポート されていません。

• Solaris では、 使用しているブロ ッ ク ・ サイズが異なるため、 Data Protector メディア以外のメディア ・ タイプの検出は

信頼できません。 他の種類のメディアの認識は Data Protector に基づかないでください。

対応策 :Data Protector が正し く認識しないメディアを自動的に初期化しないよ うにするには、 グローバル ・ オプシ ョ

ン ・ ファ イルで INITONLOOSEPOLICY=0 を設定します。 この場合は、 すべてのメディアを手動で初期化する必要が

あ り ます。

• Solaris では DDS ライブラ リにおいてク リーニング ・ テープは認識されません。

Tru64 の制限事項

• raw デバイスのバッ クアップはサポート されていません。

• Tru64 では、 ソケッ トおよび FIFO のバッ クアップと復元はサポート されていません。

Linux の制限事項

• Linuxシステムでファイルシステムを ext2から ext3に移行する と、ジャーナルはファイルシステムのrootディレク ト リ

内の .journal ファイルとな り ます。 ファ イルシステムがマウン ト されていない場合、 ジャーナルは隠され、 ファ イ

ルシステムには現れません。 
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Linux オペーレーティング ・ システムの制限によ り、 この .journal ファイルの削除、 バッ クアップ、 バッ クアップ

からの復元は禁じられています。

SCO の制限事項

• SCO UNIXでは、復元セッシ ョ ンのオプシ ョ ン設定時に選択可能な [疎ファイルの復元]オプシ ョ ンはサポート されて

いません。

3.3.2 Windows の制限事項

• Windows ディ レク ト リの共有情報を復元できるのは、Data Protector A.05.50 以降の Disk Agent を備えた Windows システ

ム (Windows ME を除く ) だけです。 この要件が満たされない場合でも、 ディ レク ト リは復元されますが、 Disk Agent
はディ レク ト リの共有情報を無視します。

• Windows ク ラ イアン ト上で一度に実行できる CONFIGURATION バッ クアップは 1 つだけです。

• Data Protector では、 コンピュータ名と解決されるホス ト名が同じ名前になっている必要があ り ます。

• Data Protector A.05.50 をインス トールするには、 Microsoft Installer (MSI) 2.0 が必要です。 ターゲッ ト ・ システム上の

MSI のバージ ョ ンが古い場合、 Data Protector のセッ ト アップによって MSI がバージ ョ ン 2.0 に自動的にアップグレー

ド されます。 この場合、 Data Protector はアップグレードが終了した時点で、 MSI がアップグレート された旨を表示し

ます。 MSI がアップグレード された場合、 システムを再起動するこ とを強くお勧めします。 これは、 リモート ・ イン

ス トールの場合も同様です。 ( ク ライアン トの MSI がアップグレード されます。 ク ラ イアン トの再起動をお勧めしま

す。 )

• シャ ド ウ ・ コピーの Windows システム・プロバイダーを使用して、Microsoft Volume Shadow Copy Service (VSS) ファ イ

ルシステムまたは VSS 統合のバッ クアップを実行するには、 システムに少なく と も 1 つの NTFS ファ イルシステム

が必要です。

• VSS 機能を使用したネッ ト ワーク共有ボ リ ュームのバッ クアップはサポート されていません。 

• Windows の GUI では、 1 つのディ レク ト リに 大 64000 ファ イルを表示できます。

• Windows 上に Data Protector をインスト ールする場合、setup.exeプログラムの複数のインスタンスは実行できません。

• Windows 上で Data Protector Cluster 統合ソフ ト ウェアをインス トールする と きに使用する <file share> の名前は、

"omniback" にしないでください。 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド』 も

参照して ください。

• バッ クアップ仕様エディ タでブラウズする と、 Windows のユーザー ・ インタフェースでは、 オンラインとオフライン

両方の Informix dbspace の一覧が表示されます。 データベースを確認するには、 onstat -d コマンドを使います。 利

用可能なデータベースには PO フラグが付けられます。 

• NetLimiter が同一システム上にインス トールされている場合、Cell Manager を Windows 2000 にインス トールするこ とは

できません。

• Citrix MetaFrame アプリ ケーシ ョ ン ・ ファ ミ リー製品がシステム上にインス トールされている場合、 Data Protector を

Windows 2000 にインス トールするこ とはできません。 (QXCR1000109889)

32 ビッ ト版 Windows の制限事項

• 通常、 Windows では、 テープ ・ ラ イブラ リ を使用できるよ うに、 ネイティブ ・ ロボティ クス ・ ド ラ イバ ( リ ムーバブル

記憶域マネージャ ) が自動的にロード されます。 このため、 32 ビッ ト版 Windows システム上の Data Protector でライ

ブラ リ ・ ロボティ クスを使用する場合、 Windows メディア ・ チェンジャ ( ロボティ クス ) のド ライバを使用不可にし
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てから、 Data Protector Media Agent を使ってシステムを構成します。

64 ビッ ト版 Windows の制限事項

• 64 ビッ ト版の Windows では、 オンライン ・ ヘルプの用語集が使用できません。

• ASR (Automated System Recovery)でサポート されているのは、ネイティブのMicrosoft Windows インス トールCDのみで

す。 Itanium システムに同梱されている Windows XP 64-bit Edition Recovery DVD は、 ASR に使用できません。

• Data Protector OB2_Snap スナップインを使用して、Data Protector GUI と MMC (Microsoft Management Console) を統合す

るこ とはできません。

• Data Protector A.05.50 では、64 ビッ ト版 Windows XP/Server 2003 上での Web レポートはサポート されていません。これ

は、 Windows 上で JVM が Itanium 2 をサポート していないためです。

3.3.3 Novell NetWare の制限事項

• Novell NetWare ク ラ イアン トは、 Novell NetWare システム上でローカルにインス トールする必要があ り ます。 インス

トール ・ サーバーからのリモート ・ インス トールはサポート されていません。

• 複数のプラ ッ ト フォームにまたがった復元はサポート されていません。

• Novell NetWare 5.1 システム上では、 Novell Storage Management Services (SMS) の制約によ り、 Data Protector がバッ ク

アップできるファイルとディ スク ・ イ メージの 大サイズは 4GB です。 Novell NetWare 6.x システムには、 ファ イ

ル ・ サイズやパーティシ ョ ン ・ サイズの制限はあ り ません。

3.3.4 MPE/iX の制限事項

• MPE/iX ク ラ イアン トは、 MPE/iX システム上でローカルにインス トールする必要があ り ます。 インス トール ・ サー

バーからのリモート ・ インス トールはサポート されていません。

• 同時実行可能な MPE/iX Disk Agent は 大 15 に制限されています。

• MPE/iX の構成ファ イルまたはオペレーティング ・ システムはバッ クアップできません。 MPE/iX の構成ファ イルやオ

ペレーティング ・ システムを復旧させる場合は、 システム ・ ロード ・ テープ (SLT) を作成してください。

• オンライン・バッ クアップと真のオンライン・バッ クアップ ( オプシ ョ ン ONLINEおよび ONLINE = START) を使用す

るには、 TurboStore/iX 7x24 True-Online 製品をインス トールする必要があ り ます。

• ONLINE = END オプシ ョ ンを指定した真のオンライン ・ バッ クアップは実行できません。

• 複数のプラ ッ ト フォームにまたがった復元はサポート されていません。

• Data Protector の -treeおよび -exclude DA オプシ ョ ンで指定できる引き数 ( ツ リーとディ レク ト リ ) のパスは、 大

210 文字です。 1 つのバッ クアップ ・ セッシ ョ ン内では、 ファ イルを個別にバッ クアップするのではなく、 MPE/iX
ファイルシステムのアカウン トおよびグループ全体をバッ クアップするこ とを推奨します。

• -exclude オプシ ョ ンを使ってバッ クアップのプレビューを行う場合は、POSIX ワイルドカード (*、?) を使用します。

-exclude オプシ ョ ンを使ってバッ クアップを行う場合は、 MPE/iX の特定のワイルドカード @ (0 個以上の英数字を

置き換え ) と ? (1 文字の英数字を置き換え ) を使用します。  

• Media Agent の通信バッファの 大サイズは 32KB です。

• MPE/iX ク ラ イアン トでサポート されるコマンドは omnib だけです。
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• 次の TurboStore/iX オプシ ョ ンはサポート されていないため、 使用しないでください。 FCRANGE、 FCRANGE、 FILES、

LOGVOLSET、 MAXTAPEBUF、 NOTIFY、 ONERROR、 PURGE、 RENAME、 SPLITVS、 STOREDIRECTORY、 STORESET
および TRANSPORT

• 次の TurboStore/iX オプシ ョ ンは TurboStore/iX API ではサポート されていません。(Data Protector A.05.50 でバッ クアッ

プと復元に使用します )COMPRESS、 FCRANGE、 FILES、 FULLDB、 INTER、 LOGVOLSET、 MAXTAPEBUF、 NOTIFY、
ONERROR、 ONLINE=END、 PARALLEL、 PARTIALDB、 PURGE、 RENAME、 SPLITVS、 STOREDIRECTORY、
STORESETおよび TRANSPORT

• テープの統計機能は MPE 上で実行される Media Agent ではサポート されていません。

• MPE/iX 6.0 では、 4 GB 以下のファイルのみバッ クアップできます。

3.3.5 OpenVMS の制限事項

• OpenVMS ク ライアン トは、 OpenVMS システム上にローカルでインス トールする必要があ り ます。 インス トール ・

サーバーからのリモート ・ インス トールはサポート されていません。

• この製品は、 SYS$COMMON:[OMNI] にあるシステム ・ ディ スク上にしかインス トールできません。

• CLI に渡されるファイル仕様はすべて、 以下の UNIX 形式の構文で記述されていなければなり ません。

/disk/directory1/directory2/filename.ext.n

— 先頭にスラッ シュを入力し、 ディ スク 、 ディ レク ト リ 、 ファ イル名をそれぞれスラッ シュで区切って入力します。

— ディ スク名の後にコロンを付けてはいけません。

— バージ ョ ン番号の前は、 セ ミ コロンではなく ピ リオドを使用します。

— OpenVMS ファイルのファ イル仕様では大文字と小文字は区別されません。ただし、ODS-5 ディ スク上にあるファ

イルを除きます。

たとえば次のよ うにな り ます。

以下の OpenVMS ファイル仕様の場合

$1$DGA100:[USERS.DOE]LOGIN.COM;1

以下の形式で指定します。

/$1$DGA100/Users/Doe/Login.Com.1

• 暗黙に使用されるバージ ョ ン番号はあ り ません。 バージ ョ ン番号は常に指定する必要があ り ます。 バッ クアップする

よ うに選択されたファイル ・ バージ ョ ンのみがバッ クアップされます。 ファ イルの全バージ ョ ンを含める場合は、

GUI ウ ィ ンド ウですべてを選択するか、 CLI を使用して Only (-only)オプシ ョ ンの下にファイル仕様を追加して、

バージ ョ ン番号にワイルド ・ カードを使用します。 以下のよ うにな り ます。

/DKA1/dir1/filename.txt.*

• バッ クアップ中に[アクセス時間属性を保存しない](-touch)オプシ ョ ンが有効になっている場合、 終アクセス日が

ODS-5 ディ スク上の現在日付と時間に更新されます。 ODS-2 ディ スク上では、 このオプシ ョ ンは効果がなく、 日付

はすべて変更されないままになり ます。

• raw ディ スクのバッ クアップは OpenVMS 上では使用できません。 「BACKUP/IMAGE」 や 「BACKUP/PHYSICAL」 に

相当するものは存在しません。

• [POSIXハード ・ リンクをファイルとしてバックアップ ] (-hlink)オプシ ョ ンは、 OpenVMS では使用できません。
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複数のディ レク ト リ ・ エン ト リの存在するファ イルは、 プライマ リ ・ パス名を使用して 1 度バッ クアップできるだけ

です。 セカンダ リ ・ パス名のエン ト リは、 ソフ ト ・ リ ンク と して保存されます。 復元を行う と、 これらの特別なパ

ス ・ エン ト リ も復元されます。

たとえば、 OpenVMS システム ・ ディ スク上のシステム固有のルートには、 ソフ ト ・ リ ンク と して保存される

SYSCOMMON.DIR;1パスが存在しています。 このパスのデータは、 [VMS$COMMON...]の下に保存されます。

• バッ クアップまたは復元中のファ イルは、 [バックアップ時ファイルをロック ](-lock)オプシ ョ ンが有効であろ う と

無効であろ う と常にロ ッ ク されます。 -lockオプシ ョ ンが有効である場合、 書き込み用にオープンしたファ イルはど

れもバッ クアップされません。 -lockオプシ ョ ンが無効である場合、 オープンしたファ イルはどれも同じよ うにバッ

クアップされます。 オープンしたファイルを保存しても、 メ ッセージは何も表示されません。

• pre-exec および post-exec コマンド ・プロシージャのデフォルトのデバイス とディ レク ト リは、/omni$root/binです。

コマンド ・ プロシージャを別の場所に配置するには、 ファ イル仕様内にデバイス とディ レク ト リのパスが UNIX 形式

で格納されていなければなり ません。 たとえば、 /SYS$MANAGER/DP_SAVE1.COMのよ うになり ます。

• 元の場所以外に復元する と、 ディ スクのデバイス と 初のディ レク ト リだけが変更されます。 元のディ レク ト リ ・ パ

スが復元先のパスに追加され、 新しい復元場所が形成されます。

• バッ クアップ中に[アクセス時刻属性を保存しない]オプシ ョ ンが有効になっている場合、および復元中に[時間属性の

復元 ] (-notouch)オプシ ョ ンが無効になっている場合、 終アクセス日が ODS-5 ディ スク上の現在日付と時間に

更新されます。 ODS-2 ディ スクでは、 ファ イル上には元の日付が設定されます。

• [使用中のファイルを移動] (-move) と [疎ファイルの復元] (-sparse)オプシ ョ ンは、OpenVMS上では使用でき

ません。

• 拡張ファイルシステム名 ( たとえば、大文字と小文字、Unicode 文字など ) を持つ OpenVMS システムの ODS-5 ディ スク

からバッ クアップしたファ イルは、 ODS-2 ディ スクには復元されません。 

• [保護属性の復元 ] (-no_protection)オプシ ョ ンが無効である場合、 ファ イルはデフォルトのオーナー、 保護、 お

よび ACL によって作成されます。

• 複数のディ レク ト リ ・エン ト リ ( ソフ ト ・ リ ンク ) を持つファ イルは、プライマ リ ・パス / ファイル名を使用して 1 度だ

け保存されます。 BACKUP/IMAGE に相当するものはサポート されていません。 OpenVMS システム ・ ディ スクの復

元コピーをブート可能にするには、 OpenVMS WRITEBOOT ユーティ リ ティ を使用して復元ディ スクにブート ・ ブ

ロ ッ クを書き込む必要があ り ます。

• ODS-5 ディ スク・ボ リ ューム上の 16 ビッ ト版 Unicode のファイル名は、セル・サーバー上では 8 ビッ ト形式で表示され

ます。 これは Unicode 文字では "^Uxxyy" という形式になり、 こ こで "xx" と "yy" はこの文字の十六進コードです。

ODS-5 ボ リ ュームにおいてファイルに対して有効なその他の文字は、 拡張ファイル仕様構文用の OpenVMS ガイ ド ラ

インを使用して指定できます。

• OpenVMS ファイルを非 OpenVMS プラ ッ ト フォームに復元する と、OpenVMS 固有のファ イル属性 ( たとえば、レコー

ド形式、 バッ クアップ日付、 ACL) は失われます。 

• 非 OpenVMS プラ ッ ト フォームに保存したファ イルを OpenVMS システムに復元する と、ファ イル属性がいくつか失わ

れます。 この場合、 ACL は復元されません。

• バッ クアップでは [時間属性を保存しない ] を選択し、復元で [時間属性の復元 ]オプシ ョ ン (touchオプシ ョ ン )をオフに

した場合、 ファイルの存在するボ リ ュームは、 access_dates volume_characteristic の設定された ODS-5 ディ スクでなく

てはな り ません。 ボ リ ュームが ODS-2 ボ リ ュームであるか、 この属性が設定されていない場合、 終アクセス、 属

性、 変更日は使用されません。 この特性を持つ ODS-5 ボ リ ュームを作成するには、 次のコマンドを使用します。 
$ SET VOLUME/STRUCTURE_LEVEL=ODS-5 - /VOLUME_CHARACTERISTICS=ACCESS_DATES
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• OpenVMS でサポート されていないテープ ・ ド ライブについては、 認められていません。 テープ ・ ド ライブの完全な

リ ス トについては、 OpenVMS Software Product Description (SPD) を参照して ください。 

• HSJ 接続のテープ ・ ラ イブラ リは自動構成できません。 Data Protector にこれらのデバイスを追加するには、 手動構成

を使用してください。

• テープの 大ブロッ ク ・ サイズは、 すべてのテープ ・ デバイスについて 63.5KB です。

• Media Agent によって初期化されたテープ・ メディアはすべて、ブランクでない Volume Accessibility 文字による ANSI 

VOL1 ラベルで始ま り ます。 こ う したテープ ・ ボ リ ュームを OpenVMS にマウン トするには、

/OVERRIDE=ACCESSIBILITY修飾子を使用します。 ただし、 このテープ ・ ボ リ ュームは ANSI テープ ・ ラベルに準

拠していないので、 DCL-COPY などの OpenVMS ユーティ リ ティでは使用できません。

• 上書き禁止オプシ ョ ンを使用してファイルを元の場所に復元しても、 ファ イルは復元されません。 

• 増分バッ クアッ プはディ レク ト リ ・ レベルでしか機能しません。 これは、 既存のファ イルの変更時に OpenVMS が新し

いバージョ ン番号を使用して新規にファ イルを作成するためです。 OpenVMS 上の Data Protector でファ イル・ レベル

の増分バッ クアッ プが可能になるのは、 ファ イル名 ( バージョ ン番号を含む ) が以前と 完全に一致する場合だけです。

• omnidlc コマンドは、 OpenVMS ク ライアン トからのデバッグ情報の収集は行いません。

3.4 ディスク ・ アレイ統合ソフ トウェアでの制限事項

3.4.1 HP StorageWorks Disk Array XP の制限事項

• 非同期 CA 構成はサポート されていません。

• スプ リ ッ ト ・ ミ ラー復元 ( セカンダ リ ・ボ リ ュームへの復元とプライマ リ ・ボ リ ュームへの同期化 ) は、BC 構成のファ

イルシステムとディ スク ・ イ メージに対してのみサポート されています。 データベース / アプリ ケーシ ョ ンのスプ

リ ッ ト ・ ミ ラー復元はサポート されていません。

• MS Exchange Server 2000/2003 をバッ クアップ ・ システムにもインス トールする場合は、 HP StorageWorks Disk Array 

XP LDEV にもインフォ メーシ ョ ン ・ ス ト ア (MDB) とディ レク ト リ ・ ス ト アをインス トールする必要があ り ます。 こ

の LDEV は、 統合ソフ ト ウェアに使用される ミ ラー化された LDEV とは別のものであるためです。 これらの LDEV
には、 統合ソフ ト ウェアに使用される LDEV に割り当てられている ド ライブ文字とは別のド ライブ文字を割り当て

るこ とが必要です。

• ダイナミ ッ ク ・ ディ スクは Windows 2000 では、 サポート されていません。

• バッ クアップ ・ セッシ ョ ンで使用する メディアにエクスポート または上書きした後で Data Protector GUI を使用して

ZDB のディ スク＋テープ セッシ ョ ンからインスタン ト ・ リ カバリ を実行するこ とはできません。 オブジェク トのコ

ピー ・ セッシ ョ ン後でもバッ クアップ ・ メディアをエクスポート または上書きするこ とは禁止されています。 バッ ク

アップ ・ メディアがエクスポート または上書きされている場合は、 Data Protector CLI を使用してインスタン ト ・ リ カ

バリ を実行します。 詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ 管理者ガイ ド』 を

参照して ください。

• バッ クアップ ・サーバーに、 PHCO_25814、 PHCO_25390、 または PHCO_24809 のいずれかのパッチがインス トールさ

れている場合、 HP-UX 上では Campus Cluster 構成を実行できません。 これらのパッチによって、 規定数のボ リ ュー

ム ・ グループに vgimport を実行する と コア ・ ダンプします。 PHCO_23333 ではこの問題はあ り ません。

• バッ クアップ仕様が保存されていないと、 スプ リ ッ ト ・ ミ ラー ・ バッ クアップ (ZDB のディ スクおよびディ スク＋

テープ ) は起動またはプレビューできません。
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• Data Protector セッシ ョ ンの途中で、 HP StorageWorks AutoPath Shortest Queue Length 負荷バランス ・ ポ リ シーが設定さ

れたと きに、 代替パスに対するフェイルオーバーが発生した場合、 Data Protector はセッシ ョ ンに失敗します。

• バッ クアップ中のディ スク ・ アレイ ・ コン ト ローラ、 FC スイ ッチなどのフ ィールド交換可能なコンポーネン トの

ホッ ト スワ ップ、 および / またはオンライン ・ ファームウェアのアップグレードを含む ( これらに限定されない )
ルーチン ・ メ ンテナンスはサポート されていません。 バッ クアップは大容量の IO アクティビティなので、 ルーチ

ン ・ メ ンテナンス と同時に行うべきではあ り ません。

3.4.2 HP StorageWorks Virtual Array の制限事項

• HP Business Copy VA スナップシ ョ ッ ト構成のみがサポート されています。

• ダイナミ ッ ク ・ ディ スクは Windows 2000 では、 サポート されていません。

• LVM ミ ラーリ ングが使用されている場合、1つのHP StorageWorks Virtual Array LUNには論理ボ リ ュームが1つだけしか

存在できません。

• LUN0 のサイズを 10MB に制限し、データ保存には使用しないよ うにします。LUN0 はコマンド ・デバイス と して使用

され、 ディ スク ・ アレイに接続したすべてのホス トからアクセスされるためです。

• バッ クアップ仕様が保存されていないと、 ZDB のディ スクおよび ZDB のディ スク＋テープ セッシ ョ ンは起動または

プレビューできません。

• バッ クアップ ・ セッシ ョ ンで使用する メディアにエクスポート または上書きした後で Data Protector GUI を使用して

ZDB のディ スク＋テープ セッシ ョ ンからインスタン ト ・ リ カバリ を実行するこ とはできません。 オブジェク トのコ

ピー ・ セッシ ョ ン後でもバッ クアップ ・ メディアをエクスポート または上書きするこ とは禁止されています。 バッ ク

アップ ・ メディアがエクスポート または上書きされている場合は、 Data Protector CLI を使用してインスタン ト ・ リ カ

バリ を実行します。 詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ 管理者ガイ ド』 を

参照して ください。

• ハード ウェア制限によ り、 復元されるものと同じ親 LUN に関連する余分なスナップシ ョ ッ トが HP StorageWorks 

Virtual Array 上に存在する場合、 インスタン ト ・ リ カバリ を実行するこ とはできません。

対応策 : インスタン ト ・ リ カバリ を実行する前に、 これらの余分なスナップシ ョ ッ ト を削除 (omnidbva を使用するか

手動で削除 ) する必要があ り ます。 Data Protector によって作成されたスナップシ ョ ッ トは、 omnidbva -lun コマン

ドを使用する と識別できます。

• インスタン ト ・ リ カバリ を実行する と、 復元が行われる前に、 インスタン ト ・ リ カバリ ・ セッシ ョ ンに含まれている

親 LUN のすべてのスナップシ ョ ッ トが自動的に削除されます。

• バッ クアップ中のルーチン ・ メ ンテナンス （HBA/SCSI コン ト ローラ、 ディ スク ・ アレイ ・ コン ト ローラ、 FC スイ ッ

チのホッ ト スワ ップ、 および / またはオンライン ・ ファームウェアのアップグレード等ですが、 これらに限定されま

せん ) はサポート されていません。 バッ クアップは大容量の IO アクティビティなので、 ルーチン ・ メ ンテナンス と

同時に行うべきではあ り ません。 

3.4.3  HP StorageWorks Enterprise Virtual Array の制限事項

• ダイナミ ッ ク ・ ディ スクは Windows 2000 では、 サポート されていません。

• Virtual Controller Software v2.x では、 インスタン ト ・ リ カバリ、 スナップクローン、 および複製セッ ト ・ ローテーシ ョ

ンはサポート されません。

• Virtual Controller Software v2.x または v3.0 では、ソース・ボ リ ュームごとに 大 7つのスナップシ ョ ッ ト (vsnap または標
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準のスナップシ ョ ッ ト ) を作成できます。

• 複数のス ト レージ管理アプライアンスを使用する場合、 EVA ス ト レージ ・ システムを管理するアプライアンスはサ

ポート されますが、 EVA ス ト レージ ・ システムをモニターするアプライアンスはサポート されません。

• ディ スク ・ アレイ上で同時に使用できるのは、 ソース ・ ボ リ ュームごとに 1 種類のターゲッ ト ・ ボ リ ュームだけです。

たとえば、 同じソース ・ ボ リ ュームの vsnap または標準のスナップシ ョ ッ トが存在している場合、 ソース ・ ボ リ ュー

ムのスナップクローンは作成できません。

• ZDB のディ スクおよび ZDB のディ スク＋テープのセッシ ョ ン ( インスタン ト ・ リ カバリが有効 ) の場合、使用できるの

はスナップクローンだけです。

• 複製およびソース ・ ボ リ ュームが同じディ スク ・ グループ内に存在しない場合、 インスタン ト ・ リ カバリによって

ソース ・ ボ リ ュームの物理的位置が変わり ます。

• バッ クアップ ・ セッシ ョ ンで使用する メディアにエクスポート または上書きした後で Data Protector GUI を使用して

ZDB のディ スク＋テープ セッシ ョ ンからインスタン ト ・ リ カバリ を実行するこ とはできません。 オブジェク トのコ

ピー ・ セッシ ョ ン後でもバッ クアップ ・ メディアをエクスポート または上書きするこ とは禁止されています。 バッ ク

アップ ・ メディアがエクスポート または上書きされている場合は、 Data Protector CLI を使用してインスタン ト ・ リ カ

バリ を実行します。 詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ 管理者ガイ ド』 を

参照して ください。

• サポート対象のプラ ッ ト フォーム (Solaris、HP-UX、Windows 2000) 上で、HP StorageWorks Enterprise Virtual Array が複

数の FC HBA カードを使用したシステムをサポートするのは、 それらが Secure Path で実行されている場合のみです。

• Virtual Controller Software v1.0 はサポート されていません。

• Continuous Access software appliance (DRM) はサポート されていません。

• バッ クアップ中のルーチン ・ メ ンテナンス （HBA/SCSI コン ト ローラ、 ディ スク ・ アレイ ・ コン ト ローラ、 FC スイ ッ

チのホッ ト スワ ップ、 および / またはオンライン ・ ファームウェアのアップグレード等ですが、 これらに限定されま

せん ) はサポート されていません。 バッ クアップは大容量の IO アクティビティなので、 ルーチン ・ メ ンテナンス と

同時に行うべきではあ り ません。 

• HP-UX システムをバッ クアップ ・ ク ラ イアン ト と して使用する場合、 同じバッ クアップ ・ ク ラ イアン ト上で 2 つ以上

の EVA ZDB のテープまたは ZDB のディ スク＋テープのセッシ ョ ンを平行して実行するこ とはできません。

3.5 NDMP の制限事項

• ファイルシステムのバッ クアップと復元のみが可能です。

• NDMP 統合ソフ ト ウェアでは、ディ レク ト リ ・ ツ リー階層の平均が 25、ディ レク ト リ名の長さが平均 25 文字、ファ イ

ル名の長さが平均 10 文字の場合、 大 25,000,000 ファイルのバッ クアップを処理できます。 この場合、 NDMP 統合

ソフ ト ウェアは、 大 2 GB のシステム ・ メモ リ と 3.4 GB のディ スク ・ スペースを割り当てます。

• メディアのコピーおよび検証はサポート されていません。

• デバイス ・ ク リーニングはサポート されていません。

• 負荷調整機能はサポート されていません。

• サポート されるバッ クアップ ・ レベルは、 フル ・ バッ クアップと増分 1 バッ クアップだけです。

• デバイスの同時処理数の 大値は 1 です。

• デバイス選択とファ イルシステムはブラウズできません。
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• デバイスのブロ ッ ク ・ サイズは 64KB に制限されています。

• NDMP デバイスは、 専用のメディア ・ プールを使用する必要があ り ます。

• NetApp 固有のメ ッセージはローカライズできません。

• 復元対象と して選択したツ リーのサブツ リーを選択解除するこ とはできません。

• NDMP バッ クアップでは、 オブジェク トのコピー、 オブジェク トの ミ ラーリ ング、 およびメディアのコピーはサポー

ト されていません。

• NDMP ク ラ イアン ト上では、 テープの健全性チェッ クはサポート されていません。

NetApp Filer

• バージ ョ ン 6.4 よ り前のData ONTABを実行している NetApp Filer では、ディ レク ト リに対して直接アクセス復元(DAR)

はサポート されていません。 代わりに標準の復元が実行されます。 これによって影響を受けるのはパフォーマンスだ

けです。

Celerra

• 直接アクセス復元機能を使用してディ レク ト リ復元を選択した場合、 選択したディ レク ト リだけが空の状態で復元さ

れます。 ディ レク ト リ ・ ツ リー全体を復元するには、 DIRECT=N を設定します。

3.6 ダイレク ト ・ バックアップの制限事項

• ダイレク ト ・バッ クアップ環境では、raw パーティシ ョ ン (raw ディ スクまたは raw 論理ボ リ ューム ) にインス トールさ

れた Oracle データベースのバッ クアップと復元はサポート されていません。

• ダイレク ト ・ バッ クアップ環境でバッ クアップされたデータのインスタン ト ・ リ カバリがサポート されるのは、 次の

場合だけです。 

— 制御ファイルおよびオンライン ・ リ ド ゥ ・ ログがデータ ・ ファ イルと同じ論理ボ リ ューム上に存在しない場合。

—  データベース全体のバッ クアップが実行された場合。 つま り、 バッ クアップ時に Oracle9i Server インスタンスに

属するすべてのデータ ・ ファ イルが選択された場合。

• raw 論理ボ リ ュームのダイレク ト ・バッ クアップに対しては、 バッ クアップ ・オブジェク ト用の [ 実行前 ] オプシ ョ ン

と [ 実行後 ] オプシ ョ ンを使用できません。 これらのオプシ ョ ンは、 Oracle9i ダイレク ト ・ バッ クアップの場合に使

用できます。

• ダイレク ト ・ バッ クアップ環境内のシステムは、 HP-UX 11.11 であるこ とが必要です。

3.7 データベース統合ソフ トウェアの制限事項

3.7.1 Oracle の制限事項

• GUI でサポート されている Oracle RMAN オプシ ョ ンについては、 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレー

シ ョ ン ガイ ド』 を参照して ください。

• Oracle バッ クアッ プ仕様で RMAN スク リ プト を使う 場合、二重引用符 (") は使わずに、単一引用符 (') を使ってく ださい。

• Data Protector では、 復元されるデータベース ・ オブジェク トがバッ クアップされており、 Data Protector 内部のデータ

ベースに存在しているかど うかはチェッ ク しません。 単に復元手順が開始されるだけです。
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• テーブルスペースをポイン ト ・ イン ・ タイムに復元する場合、 RMAN インタフェースを使用する必要があ り ます。

• Oracle のリ カバリ ・ カタログ ・ データベースの回復には、 Oracle 復元 GUI と Oracle RMAN のみが使用できます。

• Data Protector 復元 GUI を使用する場合、 復元操作の実行中に RMAN スク リプ ト を実行してからでないと、 これらの

RMAN スク リプ ト を編集するこ とはできません。

• Oracle 用の Data Protector 復元 GUI を使用して、データベースを 初に存在していたホス ト以外のホス トに復元する場

合、 新しいホス トで選択されるインスタンス名を元のインスタンス名と同じにする必要があ り ます。

• Windows プラ ッ ト フォームでは、 Oracle8i/9i データベースのプロキシ ・ コピーのバッ クアップは、データベースが raw

ディ スク上に存在する場合はできません。 何の問題もレポート されず、 バッ クアップが正常に終了したよ うに見えま

すが、 このセッシ ョ ンからは復元できません。

• Oracle ZDB 統合ソフト ウェアの一部と して Oracle8.0.x が使用されている場合、 インスタント ・ リ カバリ はサポート され

ません。

• RMAN リ カバリ ・ カタログ ・データベースからオブジェク ト を削除しても、 その変更が自動的に IDB に波及するこ と

はあ り ません。 逆に、 IDB からオブジェク ト を削除しても、 その変更が RMAN リ カバリ ・ カタログ ・ データベース

に自動的に波及するこ とはあ り ません。

• データベースが raw ディ スク上にインス トールされている場合、ZDB メ ソ ッ ドが設定された Oracle バッ クアップはサ

ポート されません。

3.7.1.1 Windows の Oracle の制限事項

• Windowsプラ ッ ト フォーム上で 大15のRMANチャンネルがOracleのバッ クアップと復元セッシ ョ ンの実行用に割り

当て可能です。

3.7.2 SAP R/3 の制限事項

• Windows の ZDB 環境で ZDB のテープを使用してテーブルスペースのバッ クアップで ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF 

omnirc変数が 1 に設定されていない場合、 制御ファ イルがバッ クアップされる ミ ラー ・ ディ スクかスナップシ ョ ッ

トに存在しないと、 バッ クアップされません。

3.8 クラスタに関する制限事項

3.8.1 MC/ServiceGuard の制限事項

• MC/ServiceGuard にコンポーネン ト を追加する場合は、 アクティブなノードにコンポーネン ト を追加します。 次に、

他のノードのパッケージを起動して、 そのノードにもコンポーネン ト を追加します。

3.9 その他の制限事項

• Data Protector では、 非 ASCII 文字のホス ト名はサポート されていません。

• STK - Horizon Library manager はサポート されていません。

• 同じフ リープールを共有するプールに対し、 異なる状態要素を選択するこ とはできません。 フ リープールを使用する

すべてのメディア ・ プールには、 そのフ リープールの状態要素が継承されます。

• Data Protector では、 spt ド ラ イバのデバイス ・ ファ イルは自動的には作成されません。 デバイス ・ ファ イルは、 mknod
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コマンドを使用して手動で作成する必要があ り ます。

• マガジンをサポートする メディア ・ プールは、 フ リープールを使用できません。

• データ保護とカタログ保護は、 2037 年までしか設定できません。

対応策 : 保護期限を 2037 年またはそれ以前に設定しておき、 2037 年以降の設定をサポートする今後リ リースされる

Data Protector を使って保護期限を延長します。

• Cell Managerから DA ク ライアン トへのネッ ト ワーク接続では 10秒以内に応答がなくてはな り ません。それを超える と

バッ クアップが中断されます。

• Inetのデフォルト ・ポート (5555) を変更した場合、ポートの変更された Cell ManagerではWeb レポートが動作しません。

「Cell Managerにログインできません。」 とい うエラーが通知されます。

• Data Protector は、 user@domain形式の表記法をサポート していません。 アカウン ト情報の入力に必要な形式は、

domain¥user です。

• バッ クアップ仕様名は 64 文字を超えてはいけません。

• メディアとデバイスのプロパティを識別または記述するテキス ト文字列 ( たとえば、 初期化中にメディアに適用され

る メディアのラベル ) の 大長は 80 文字です。

• オンライン ・ データベース用の統合ソフ ト ウェアではセッシ ョ ン ・ レベルの復元は利用できません。

• Data Protector は、 QIC タイプのデバイスを対象と した追加可能バッ クアップはサポート していません。

• - ( マイナス ) 記号は、 Data Protector のラベルまたは説明の 初の文字と して使用するこ とはできません。

• DEFAULT とい う語は予約語であ り、 デバイス名、 バッ クアップ仕様名、 プール名に使用するこ とはできません。

• CLN とい う接頭辞のバーコード ・ ラベルを持つすべてのメディアは、 ク リーニング ・ テープと して処理されます。 こ

の接頭辞のラベルは、 ク リーニング ・ テープでのみ使用して ください。

• Oracle、 Sybase、 SAP R/3、 Informix、 Microsoft SQL などのオンライン ・ データベースのバッ クアップでは、 ソフ ト

ウェア ・ データ圧縮はサポート されていません。

• Data Protector Manager を使う SNMP ト ラ ップの構成は Cell Manager のプラ ッ ト フォームに依存します。HP-UX 用 Cell 

Manager では、GUI で設定した ト ラ ップの受け取り側のシステムが ト ラ ップを受け取り ます。Windows 用 Cell Manager
では、 GUI の受け取り側フ ィールドの内容は無視されます。 受け取り側システムは、 Cell Manager コンピュータ上の

[ コン ト ロール ・ パネル ] で [ ネッ ト ワーク ] → [ サービス ] → [SMTP サービス ] の順に選択して表示されるウ ィンド

ウで構成しなければなり ません。

• ATL 2640 および ATL 6/176 デバイスでは、高速アクセス・ポート を使用した取り出し / 挿入機能はサポート されていま

せん。

• 以下に示すとおり、 フォーマッ トの種類の異なる メディア間には互換性があ り ません。

— Data Protector (Data Protector MA の直接制御下でデバイスによって書き込まれたもの )

— NDMP NetApp (NetApp Filer に接続されたデバイスによって書き込まれたもの )

— NDMP Celerra

これらの異なるフォーマッ トに属する メディアは同じプールに配置できません。 あるフォーマッ ト ・ カテゴ リのメ

ディアを異なるフォーマッ ト ・ カテゴ リ を使用する別の環境に移動した場合、 このメディアは認識されません。 この

場合、 このメディアは外部にある と表示され、 方針によっては予期せぬ上書きが行われる場合があ り ます。
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• 単一のバッ クアップ ・オブジェク トからは、選択可能なファイルおよび / またはディ レク ト リの数は 1,024 です。それ

以外の場合は、 オブジェク ト全体を選択します。 バッ クアップ ・ オブジェク トの詳細は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector 管理者ガイ ド』 を参照してください。

• (100 階層を超える ) 深いディ レク ト リ構造の構築が可能なファ イルシステムもあ り ます。Data Protector は、深さ 100 階

層までしかバッ クアップできません。

• omnirc ファイルを変更する場合は、システム上で Data Protector のサービス / デーモンを再起動する必要があ り ます。

これは、 UNIX 上の crsデーモンに対しては必須であ り、 Windows 上の Data Protector Inetおよび CRS サー

ビスに対しては推奨される事項です。 Windows 上では、 エン ト リの追加または変更後に再起動は必要あ り ませんが、

エン ト リ を削除したと きだけは再起動が必要です。

• パス名を指定するのに引用符 ("") を使用する場合、バッ クスラ ッシュ と引用符をつなげて (¥") 使用しないでください。

パス名の 後に終了文字と してバッ クスラ ッシュを使用する必要がある場合は、 バッ クスラ ッシュを 2 重 (¥¥) にし

て ください。

• テープ品質の統計機能は、 MPE、 SCO、 NetWare、 Linux、 Sinix、 Aix で実行される Media Agent では現在サポート され

ていません。

• 共有のク リーニング ・ テープによるライブラ リ定義の自動ド ライブ ・ ク リーニングはサポート されていません。 各ラ

イブラ リ定義には、 専用に構成されたク リーニング ・ テープが必要です。

• バッ クアップ時に DR イ メージ・ファ イルが Cell Manager に保存される場合、このファイルのパスは 250 文字以内に制

限されます。

• 自動化された障害復旧のフェーズ 1(EADR または DBDR) においてボ リ ュームを再作成する場合、元のボ リ ューム圧縮

フラグは復元されません ( 常に非圧縮と して保存されます )。

対応策 : 復元後にボ リ ューム圧縮フラグを手動で復元します。 

• Data ProtectorのGUIに表示できるバッ クアップ仕様の数は制限されています。バッ クアップ仕様の数はパラ メータ (名

前、 グループ、 所有者の情報、 バッ クアップ仕様がダイナミ ッ クかど うかという情報 ) のサイズによって異なり ま

す。 このサイズは 80KB を超えてはいけません。

• 64,000 を超えるオブジェク ト をブラウズする と、 GUI のパフォーマンスに影響が出ます。

• Data Protector によってサポート されるパス名は、 長で 1023 文字です。

3.10 推奨事項

3.10.1 セル内のクライアン ト数

通常の環境では、 セル当たり 100 ク ライアン ト とい うのが妥当な数です。 顧客の環境によっては、 以下の要因によって 1
つのセルの中に何百ものク ライアン トが存在する場合もあ り ます。

• IDB ロード : バッ クアップされたオブジェク トのタイプ、 ファ イルシステムのログレベル、 イ メージ、 オンライン ・

データベース、 スプ リ ッ ト ・ ミ ラー ・ バッ クアップ / ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ、 NDMP...

• ネッ ト ワークおよびシステム ・ ロード : ローカル ・ バッ クアップとネッ ト ワーク ・ バッ クアップ、 同時バッ クアップ

処理のレベル。

• 保守タスク : ユーザー管理、 バッ クアップ仕様の構成、 アップグレード、 パッチ。

セル当たりのク ライアン トの 大数が 1000 を超えてはいけません。
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3.10.2 多数の小さいファイル

サイズの小さいファ イルが多数 (>100,000) あるク ライアン トのバッ クアップは、 システム ・ リ ソースへの負荷が高くな り

ます。 このよ う なク ラ イアン トのバッ クアップが必要な場合は、 以下の手順を ( 推奨される順序で ) 実行して負荷を軽減

できます。

1. Media Agent が実行されるシステム上では、 バッ クアップ中は他の処理を行わないよ うにします。

2. 前述のよ うなファイルシステムのロギング ・ レベルのオプシ ョ ンをディ レク ト リに変更します。 これによ り、 個々の

ファイル名およびファイル ・ バージ ョ ンが原因でデータベースのサイズが増加するこ とがなくな り ます。

3. ディ スク ・ イ メージのバッ クアップを考慮します。

4. Media Agent が実行されるシステム、 Cell Manager システムの存在するシステムの順で、 システム ・ リ ソース ( メモ リ、

CPU) を拡張します。

3.10.3 NDMP バックアップ構成

NDMP バッ クアップ仕様当たりのファ イルおよびディ レク ト リの 大数が、 25,000,000 を超えてはいけません。 NDMP
バッ クアップ仕様当たりのファイルおよびディ レク ト リの推奨数は 5,000,000 です。

3.10.4 NIS+ のサポート

Data Protector を使用する場合、 NIS+ をホス トに対するプライマ リ名前解決と して使用するこ とはできません。 しかし、

以下の Data Protector による名前解決の代替案のいずれかを選択すれば、 NIS+ の構成されているホス ト上で Data Protector
を実行できます。

• DNS の使用。 この場合、 /etc/nsswitch.conf ファイル内の hosts で始まる行を次のよ うに変更します。

hosts:dns [NOTFOUND=continue] nisplus

• hosts ファ イルの使用。 この場合、 /etc/nsswitch.conf ファイル内の hosts で始まる行を次のよ うに変更します。

hosts:files [NOTFOUND=continue] nisplus

どちらの場合にも、 Cell Manager には DNS または hosts ファイルに登録された完全修飾名が必要です。

3.10.5 Microsoft Exchange Single Mailbox のバックアップ

Microsoft Exchange Server Single Mailbox バッ クアップは、 Microsoft Exchange 2000/2003 や Microsoft Exchange Server 5.x 全

体のバッ クアップよ り、 容量や CPU のリ ソース面で効率的ではあ り ません。 Microsoft Exchange Single Mailbox 統合ソフ

ト ウェアは、 少数のメールボッ クスのバッ クアップに対してのみ使用するこ とをお勧めします。 多数のメールボッ クスを

バッ クアップする場合は、 Microsoft Exchange Server 2000/2003 統合ソフ ト ウェアまたは Microsoft Exchange Server 5.x 統合

ソフ ト ウェアを使用してください。

3.10.6 UNIX の GUI

GUI を実行する UNIX システム上では、 CDE のロケールに UTF-8 エンコードを設定するこ とをお勧めします。 こ うする

と、 Data Protector GUI の各種エンコード方式を切り替えて、 非 ASCII 文字を含むファイル名やセッシ ョ ン ・ メ ッセージ

を正し く表示するこ とができます。 Windows との混在環境下では、 HP-UX の CDE を  UTF-8 ロケールに設定し GUI を起

動しますと、 Windows の日本語ファ イル名を表示するこ とができます。 また、 Windows と  UNIX の混在環境下では、

Windows 上で GUI を使用するこ とをお勧めします。
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4  既知の問題とその対応策

この章では、 既知の Data Protector の問題とそれ以外の障害およびそれらの対応策について説明します。

4.1 Data Protector に関する既知の問題とその対応策

4.1.1 インス トールとアップグレードに関連する問題

• インス トール先のパーティシ ョ ンに十分なディ スク ・ スペースの空きが存在しない場合、 ユーザー ・ インタフェース

のプッシュ ・ インス トールが失敗し、 以下のよ うにレポート されます。

[警告 ] ユーザー・ インタフェースのインス トールに失敗しました。

Data Protector ソフ ト ウェア ・パッケージのインス トールが失敗しました。

ログ ・ ファイル /var/tmp/cc.pkgadd-log をチェックしてください。

対応策 : リ ンク ・ パーティシ ョ ンにパッケージをインス トールする場合でも、 インス トール先のパーティシ ョ ンには

少なく と も 40MB のディ スク ・ スペースが必要です。

• Solaris システムに Cell Manager をインス トールした後にインス トール CD-ROM を取り出すこ とができません。

対応策 : 以下の Data Protector サービスをいったん停止してから再開して ください。

/opt/omni/sbin/omnisv stop

/opt/omni/sbin/omnisv start

• 複数の仮想名を割り当ててク ラスタ ・ ク ラ イアン ト を構成する と、 Data Protector Cell Manager はク ラスタ仮想ノード

の構成情報しか更新しません。 

対応策 : Data Protector ク ラ イアン トの実際の状態に影響はあ り ません。 構成データが更新されないだけです。 情報を

更新するため、 Cell Manager システムにログオンして、 すべての仮想名 ( ク ラスタ名を除く ) について omnicc 
-update_host <virtual-name> コマンドを実行します。

• EVAA コンポーネン ト をアンインス トールする と、 libexpat.dllファ イルも削除されます。 そのため、omnidbeva コ

マンドが失敗します。 

対応策 : libexpat.dll ファ イルを一時的な保管場所にコピーして、 EVAA コンポーネン トのアンインス トール後に

<Data_Protector_home>/binへ戻します。

• HP-UX 11.23 で Data Protector をアップグレードする場合、HP-UX 11.23 でサポート されていない Data Protector コンポー

ネン トのバイナリ (EMC や DB2 など ) が削除されません。 そのため、 後で Data Protector をアンインス トールしても、

それらのバイナリがシステムに残り ます。 

対応策 : 旧バージ ョ ンの OmniBack II または Data Protector をアンインス トールしてから、 Data Protector A.05.50 をイ

ンス トールして ください。

4.1.2 ユーザー ・ インタフ ェースに関連する問題

• HP-UX 上の Data Protector GUI でデフォルトの roman8エンコードを使用する と、文字が正し く表示されないこ とがあ

り ます。

対応策 : 使用するロケールを iso88591エンコードに設定します。 たとえば、 次のよ う な iso88591対応ロケールを

設定します。 
$ export LANG=C.iso88591
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通常は、 他にも、 iso88591や en_US.iso88591などの de_DE.iso88591 ロケールを設定するこ とができます。 シ

ステムで設定可能なロケールは、 locale -a コマンドを使用して確認するこ とができます。 このコマンドがシステ

ム上で使用できない場合、 以下のディ レク ト リ を参照してサポート対象のロケールを確認して ください。

/usr/lib/nls
/usr/lib/locales
/usr/lib/X11/nls

• UNIX システムで、 セッシ ョ ン ・ メ ッセージ ・ テキス ト を選択してク リ ップボードへコピーするため、 対象のテキス

ト を右ク リ ッ ク して [ ク リ ップボードへコピー ] を選択しても、 テキス ト をク リ ップボードへコピーするこ とができ

ません。 UNIX システムへの対応策は、 セッシ ョ ン ・ メ ッセージ ・ テキス ト を選択して、 それをテキス ト ・ エディ タ

( たとえば vi エディ タなど ) に貼り付けます。 それからテキス ト ・ エディ タの内容を新しいファイルに保存します。

• Windows で Data Protector CLI を使用して他のプラ ッ ト フォームのバッ クアップを管理する場合に、 コード ・ ページ

1252 を使用している と きだけファ イル名が正し く表示されます。 他のコード ・ ページの文字は正し く表示されませ

ん。 CLI でファイル名が正し く表示されなくても、 ファ イルは正常にバッ クアップまたは復元されます。 Data 
Protector CLI では、 そのよ うに正し く表示されないファ イル名を入力パラ メータ と してみなします。 ファ イル名をコ

ピー ・ アンド ・ ペース トすれば、 コード ・ ページ 1252 で表示されている とおりに入力するこ とができます。

オンライン ・ ヘルプの索引キーワード 「国際化」 で国際化に関する制限事項の一覧も参照して ください。

4.1.3 Media Agent と Disk Agent に関連する問題

• 以前のリ リ ースでは、Linux および Solaris システムの場合、devbraコマンド を実行すると 、終了の際にリ ワインド しない

デバイス・ ファイル (Linux システムの場合は /dev/nst*、 Solaris システムの場合は /dev/rmt/*mbn) が、 終了の際に

リ ワインド するデバイス・ ファイル (Linux システムの場合は /dev/st*、 Solaris システムの場合は /dev/rmt/*mb) と し

て構成時に報告されていました。 そのため、 デバイスを終了の際にリ ワインド するデバイスと して構成していました。

したがって、 Data Protector を使用してメ ディ アのヘッダを上書きして、 バッ クアップを使用不能な状態にすること がで

きました。 しかし、 SAN 環境では、 たと えば、 あるデバイス ( 終了の際にリ ワインド するデバイス ) のパスが他のホスト

で使用されている別のデバイスをポイント してる場合などには問題が発生します。 

対応策 : 終了の際にリ ワインドするよ うに構成されているデバイスがないこ とを確認します。 Linux システムおよび

Solaris システムのデバイス構成を確認し、 終了の際にリ ワインドするすべてのデバイスを終了の際にリ ワインド しな

いデバイス と して構成し直してください。

アップグレードを実行した場合、 終了の際にリ ワインドするデバイスは自動的にはアップグレード されずに、 それら

のデバイスを構成し直すよ うに勧める警告メ ッセージが表示されます。 次回バッ クアップを実行する前に、 デバイス

を手動で再構成して ください。

• Cell Manager がク ラスタ外にインス トールされており、 デバイスがク ラスタ ・ ノードに接続されている環境でセルを

セッ ト アップし、 バッ クアップ処理中にフェイルオーバーが発生した場合、 Media Agent がセッシ ョ ンを適切に中止

できず、 メディアが追加不可能になってしま う こ とがあ り ます。 (QXCR1000143515)

• Disk Agent がMedia Agent同時処理数よ り も多くの並行復元を実行しよ う とする と、一部の Disk Agentで障害が発生し、

次のエラー ・ メ ッセージが出力されるこ とがあ り ます。

Media Agent とハンドシェークできません ( 詳細不明 )=> 中止しています。

対応策 : 障害が発生した Disk Agent の復元オブジェク ト をあらためて開始してください。 (QXCR1000108320)

• 復元中、 復元 Disk Agent (VRDA) のモニターにはアプリ ケーショ ン・ ホスト のマウント ・ ポイント が表示されます。 た

と えば、 復元対象のマウント ・ ポイント が /var/opt/omni/tmp/<name.company.com>/BC/fs/LVM/VXFSである場

合、 実際には、 対応するアプリ ケーショ ン・ ソース・ マウント ・ ポイント である /BC/fs/LVM/VXFSが表示されます。
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• ク リーニング ・ テープがライブラ リ ・ スロ ッ ト またはレポジ ト リ ・ スロ ッ トにある場合、 ク リーニング ・ テープ ・ ド

ラ イブ機能は正し く動作します。 ク リーニング ・ テープがない場合、 ク リーニング ・ テープのマウン ト要求は正し く

動作しません。

• テープ範囲を指定してインポートする場合、 Data Protector では通常、 無効なテープ (tar テープやブランク ・ テープな

ど ) をすべてスキップして、 次のスロ ッ トからインポートが続行されます。 NetApp Filer (Celerra) 上でテープ範囲を

指定してインポート を実行している と きに NetApp テープが検出された場合、 Data Protector によって重大なエラーが

レポート され、 処理が中断されます。

• ACSLS ラ イブラ リに対するバッ クアップ /復元中にマウン ト要求が発生した場合( ラ イブラ リの使用可能メディアが不

足している場合など ) は、 そのバッ クアップ / 復元セッシ ョ ンで使用しているテープ ・ デバイスで別のテープを

フォーマッ ト またはスキャンしないでください。 ライブラ リ内の別のテープ ・ デバイスを使用してこの操作を実行

し、 マウン ト要求を確認します。

• UNC 共有を利用してファイルを別のホス トに復元しよ う とする と、 復元が失敗し、 次のメ ッセージがセッシ ョ ン ・ ロ

グに出力されます。

オープンできません : ([112] ディスクに十分なスペースがありません。 ) => 復元されません

[警告 ] 場所 : VRDA@host1.test.com "host2.test.com [/H]"  時間 : 27/09/00  16:58:40
復元されたものはありません。

対応策 : OmniInet ログオン ・ ユーザーには、 UNC パス内に指定されている リモート ・ ホス トにログオンするための

アクセス権が必要です。 また、 UNC 共有を経由して復元したいファ イルのオーナーになるか、 書き込みパーミ ッ

シ ョ ンを持つ必要があ り ます。

• Novell NetWare ク ラ イアン トで Data Protector UNIX の Session Manager が復元用 Media Agent の複数同時起動に失敗し、

「inetに接続できませんでした」 または 「ピアによって接続がリセッ ト されました」 などのエラー ・ メ ッセージが出力

されるこ とがあ り ます。 一部の並行復元セッシ ョ ンはエラー ・ メ ッセージが出力されずに正常終了するのに、 他の復

元セッシ ョ ンは起動すらしないという こ とが発生する場合があ り ます。 

対応策 : Data Protector グローバル ・ オプシ ョ ン ・ ファ イル (/etc/opt/omni/server/options/globalにある ) のグ

ローバル変数 SmMaxAgentStartupRetries を 2以上の値 ( 大値は 50) に設定して ください。 この変数では、 セッ

シ ョ ンを失敗と して終了する前に、 Session Manager が起動に失敗したエージェン トの再起動を 大何回試行するかを

指定します。 Data Protector グローバル ・ オプシ ョ ン ・ ファ イルの詳細は、 オンライン ・ ヘルプの索引キーワード 「グ

ローバル ・ オプシ ョ ン ・ ファ イル」 を参照して ください。

• Data Protector A.05.50 にアップグレード した後に、 以前のリ リースでは別のデバイス と して構成したデバイスは使用

できません。 たとえば、 9840 デバイス と して構成された 9940 デバイスや、 DLT デバイス と して構成された

SuperDLT デバイスは使用できません。 以下のエラー ・ メ ッセージが出力されます。 

[重要 ] 場所 : BMA@ukulele.company.com "SDLT"  時間 : 2/22/2003 5:12:34 PM
[90:43]　/dev/rmt/1m
物理デバイス ・ タイプが無効です => 中止しています

対応策 : mchange コマンドを使用してこれらのデバイスを手動で再構成します。 このコマンドは Cell Manager 上の、

以下のディ レク ト リに存在しています。

— HP-UX の場合 /opt/omni/sbin/utilns/HPUX 

— On Solaris: /opt/omni/sbin/utilns/SOL 

— Windows の場合 : <Data_Protector_home>¥bin¥utilns¥NT 

mchange コマンドの構文は、 mchange -pool PoolName -newtype NewMediaClass です。



Data Protector A.05.50 リ リース ノート

34

こ こで、 
PoolNameは、 現在構成しているデバイスで、 再構成が必要なデバイスのメディア ・ プールの名前です (Default DLT
や Default T9840 など )。
NewMediaClassは、 デバイスに対して新たに指定する メディア ・ タイプです (9940 デバイスの場合は T9940、
SuperDLT デバイスの場合は SuperDLT など )。

このコマンドによって、 定義されたメディア ・ プールを使用するすべてのメディア、 ド ライブ、 およびライブラ リの

メディア ・ タイプが変更されます。 変更した各デバイスに対してこのコマンドを実行した後、 再構成されたデバイス

に関連する メディアを、 現在のメディア ・ プールから これらのメディアに対応する メディア ・ プールに移動します。

たとえば、 再構成された 9940 デバイスに関連する メディアを Default T9940 メディア ・ プールに移動し、 再構成され

た SuperDLT デバイスに関連する メディアを Default SuperDLT メディア ・ プールに移動します。 関連する手順は、 オ

ンライン ・ヘルプを参照して ください。

• Data ProtectorA.05.50 へアップグレードする と、 ファ イル ・デバイス、 ファ イル ・ ラ イブラ リ、 またはジュークボッ ク

ス ・ デバイスのデフォルトのブロ ッ ク ・ サイズが 16kB から 64kB へ変更されます。 メディアがアップグレード前のデ

フォルトのブロ ッ ク ・ サイズに設定されている場合、 これらのデバイス内でそのメディアに対して、 メディアの追加

およびインポート を実行するこ とはできません。 

対応策 :

— メディア上のデータを引き続き使用する場合は、 対象のメディアで使用するデバイスのブロッ ク ・ サイズの設定

を 16kB に変更します。

— メディア上のデータが必要ない場合には、 新しいデフォルトのブロ ッ ク ・ サイズの設定を使用して、 メディアを

リサイ クルまたは再フォーマッ ト して ください。

• [ メディアの内容を リ ス ト ] 機能を使用してデータを復元する と、セッシ ョ ンが失敗して、以下のメ ッセージが出力さ

れるこ とがあ り ます。

[重要 ] 場所 : MSM@vinyl.hermes.com "FUYL" 時間 : 13.8.04 11:29:16
メモリの割当に失敗しました。

[正常 ] 場所 : MMA@vinyl.hermes.com "FUYL"  Time: 13.8.04 11:29:16
中止された Media Agent "FUYL"

[ メディアの内容を リ ス ト ] 機能を使用して多数のファイルをバッ クアップする場合には大量のメモ リが必要になり

ます。

対応策 : メディアをインポートする と メディア上のバッ クアップ ・ データに関する詳細情報が IDB に書き込まれるの

で、 その情報をブラウズして復元を実行します。

• ファイル ・ ラ イブラ リ ・ デバイスへのバッ クアップ ・ セッシ ョ ンでメディアの事前割り当て リ ス トが無視されます。 

• ファイル ・ ラ イブラ リ ・ デバイスのメディアが保護されていない場合、 次回、 そのファ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイス

を使用するバッ クアップ ・ セッシ ョ ンが開始される と きにメディアが削除されます。 ただし、 ファ イル ・ ラ イブラ

リ ・ デバイスの 初のメディアを使用していたバッ クアップ ・ セッシ ョ ンはそのままデータベース内に保存されま

す。 そのセッシ ョ ンを指定して復元を実行しよ う とする と、 復元が失敗し、 「オブジェク トが見つかりません。」 とい

う メ ッセージが出力されます。

• ディ レク ト リの数が 100 (HPUXの場合の許容オープン・ファ イル記述子の 大値 ) を超えるディ レク ト リ構造をバッ ク

アップしよ う とする と、 以下のメ ッセージが 1 回ではなく 2 回表示されます。 

[重度 ] 場所 : VBDA@host.hermes.si "C:" 時間 : 8/31/2004 11:04:52 AM

[81:74] ファイルシステムの階層が多すぎます : (100) レベル

• Windows 2003 ク ラスタ ・データベースを復元しよ う とする と、共有ディ スクがアクセス不可能になってク ラスタが使
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用できない状態になり、 復元セッシ ョ ンがハングします。 

• Windows でマウント ・ ポイント をバッ クアッ プする場合、サブディ レク ト リ の選択を解除 ( バッ クアッ プから除外する )

しても 、 マウント ・ ポイント 全体がバッ クアッ プされるこ と があり ます。 

• ツ リー ・ ビューで空の Windows マウン ト ・ ポイン ト を展開しよ う とする と、 次のエラーが報告されます。 

「ディレク ト リの内容を読み込めません。」 

• Novell NetWare プラ ッ ト フォームで構成を復元しよ う とする と、 TSA.nlmモジュールによって以下のよ うなエラーが

報告されるこ とがあ り ます。

[軽度 ] 場所 : HPVRDA@<host> "CONFIGURATION:"  時間 : xx/xx/xxxx xx:xx:xx

TSA:エラー (TSAFS.NLM 6.50 272) The program was processing a record or sub record and did not 
find the Trailer field.

• オート ローダ ・デバイスを使用している場合、 以下のよ うに、 HPUMA.nlmモジュールからのメ ッセージが正し く表示

されないこ とがあ り ます。 例 :

[正常 ] 場所 : HPBMA@<host> "<device name>"  時間 : xx/xx/xxxx xx:xx:xx 

?T?y??K?

• Windows で、 読み取り専用属性および暗号化属性が設定されているフォルダを復元しよ う とする と、 以下のエラー ・

メ ッセージが表示されます。

[軽度 ] 場所 : VRDA@host.hermes.si "D:" 時間 : 8/31/2004 10:23:47 AM 

¥¥?¥D:¥foldername

モードを設定できません。 

暗号化されているフォルダに読み取り専用属性が設定されていない場合、 復元するこ とができますが、 フォルダを暗

号化したユーザーが復号化するこ とはできません。 そのよ う なフォルダを復号化できるのは管理者または

NT_AUTHORITY ユーザーだけです。

4.1.4 統合に関連する問題

Microsoft Exchange Server

• SP3 にアップグレード した Microsoft Exchange 2000 Server の ZDB で障害が発生し、以下のメ ッセージが出力されます。

[正常 ] 場所 : SNAPA@tuljan.ipr.com <mailto:SNAPA@tuljan.ipr.com> "" 時間 : 7/24/2002 10:26:52 
AM
スプリ ッ ト分割用実行前スク リプト を実行しています。
(omniex2000.exe -dismount -storage_group 'Accept' -appsrv vaexchg.ipr.com)
[重要 ] 場所 : SNAPA@tuljan.ipr.com <mailto:SNAPA@tuljan.ipr.com> "" 時間 : 7/24/2002 10:26:53 
AM
[224:501] リ ンクの分割を行う実行前スク リプトが失敗しました (終了コード -1) 

対応策 : Exchange 2000 Server を SP3 にアップグレードする場合には、 omniex2000.dll をいったん登録解除してか

ら再び登録する必要があ り ます。 そのためには、 Exchange 2000 Server システム上の <Data_Protector_home>/bin
ディ レク ト リから、 regsrv32.exe コマンドを実行します。

登録を解除する場合 :  regsvr32 /u omniex2000.dll

登録する場合 :  regsvr32 omniex2000.dll
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• Data Protector GUI で、バッ クアップで使用したデバイスから Microsoft Exchange Server の復元に使用するテープ・デバ

イスへと、 デバイスの表示が変更されません。

対応策 : 復元に使用するためデバイスの表示を変更するには、 Data Protector GUI で [変更 ]ボタンをク リ ッ ク しま

す。 デフォルトのデバイスを選択解除して対象のデバイスを選択するだけでは、 デバイスの表示を変更するこ とはで

きません。

• リモート管理のため、 Microsoft Exchange 2000/2003 用統合ソフ ト ウェアがインス トールされていない Windows ク ラ イ

アン トから omniex2000SM.bat スク リプ ト を実行できるよ うに、 omniex2000SM.bat をそのよ う なク ラ イアン ト

にコピーする必要があ り ます。

Microsoft SQL Server

• Data Protector GUI で、 バッ クアップで使用したデバイスから Microsoft SQL Server 7.0/2000 の復元に使用するテープ ・

デバイスへと、 デバイスの表示が変更されません。

対応策 : 復元に使用するためデバイスの表示を変更するには、 Data Protector GUI で [変更 ]ボタンをク リ ッ ク しま

す。 デフォルトのデバイスを選択解除して対象のデバイスを選択するだけでは、 デバイスの表示を変更するこ とはで

きません。

SAP R/3

• brbackup コマンドまたは brarchive コマンドを使用する と きにコマンド行で '-u' オプシ ョ ンを指定する と、SAP の

バッ クアップが失敗します。

対応策 : brbackup または brarchiveのコマンド行で '-u' オプシ ョ ンを指定する場合は、 その後に

<username>/<password> を記述する必要があ り ます。

• バッ クアップ ・システムで Data Protector GUI を使用して SAP R/3 統合ソフ ト ウェアのスプリ ッ ト ・ ミ ラー復元を実行

する と、 通常のファ イルシステムの復元と して実行され、 その間、 スプ リ ッ ト ・ ミ ラー ・ エージェン ト (SYMA およ

び SSEA) によってディ スクが /var/opt/omni/tmp ( デフォルト ) にマウン ト されます。 これはアプリ ケーシ ョ ン統

合ソフ ト ウェアの復元なので、 VRDA によって元のマウン ト ・ ポイン トにファイルが復元されます。 したがって、 復

元先は EMC ディ スクではなく、 ルート ・ パーティシ ョ ンにな り ます。

対応策 : バッ クアップ ・ システムの /opt/omniディレク ト リで以下の omnirc変数を設定してください。 EMC 
Symmetrix 用統合ソフ ト ウェアの場合 : 
SYMA_PRESERVE_MOUNPOINTS=1
StorageWorks XP 用統合ソフ ト ウェアの場合 : SSEA_PRESERVE_MOUNTPOINTS=1

Oracle

• Linux における Oracle9i データベースの復元が失敗し、 「バイナリ  util_orarest が失敗しました。」 とい うエラー ・

メ ッセージが出力されます。 

対応策 : util_orarest.exe ファイルを util_orarest9.exe ファイルに置き換えます ( 両方と も Linux 上の

/usr/omni/binディレク ト リにあ り ます )。 そのためには、 util_orarest.exe を util_orarest.exe.origに、 ま

た、 util_orarest9.exe を util_orarest.exeに名前を変更します。

• ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、 ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、 および ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IR omnircの各変数が設定

されていないため、 インスタン ト ・ リ カバリ後のデータベースの復旧が失敗し、 次のエラー ・ メ ッセージが出力され

ます。  

ORA-00338: ログ <name> スレッ ド <num> は制御ファイルよ り新しいものです。 

このエラー ・ メ ッセージは、 インスタン ト ・ リ カバリ中に制御ファ イルが上書きされたこ とを意味します。 そのよ う
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なこ とは、 Oracle の制御ファ イルのインス トール先が、 制御ファ イルのコピーの場所を定義する

<control_file_location>パラ メータに指定された場合に起こ り ます。 

対応策 : 制御ファ イルのバッ クアップを使用して復旧を実行します。 

<control_file_location>が Oracle 制御ファイルのインスト ール先をポイント していないこと を確認してく ださい。

• Oracle8.0 を実行する Solaris 7 (Sun SPARC) におけるスプリ ッ ト ・ ミ ラー ・ バッ クアップ環境では、 各種の構成ファイ

ルがバッ クアップ ・ ホス ト とアプ リ ケーシ ョ ン ・ ホス トの両方に存在し、 構成チェッ クはパスするにもかかわらず実

際のバッ クアップが失敗するこ とがあ り ます。 そのよ う なこ とが起こるのは、 構成のチェッ ク ・ プロセスではバッ ク

アップ ・ ファ イルの構成が読み込まれるのに対して、 バッ クアップ ・ プロセスではアプリ ケーシ ョ ン ・ ホス トの構成

が読み込まれるためです。

対応策 : 構成プロセスおよびバッ クアップ ・ プロセスで同じ構成ファ イルが読み込まれるよ うにするため、 バッ ク

アップ ・ ホス ト上の /opt/omni/lbin/ob2rman.exe ファイルを任意の UNIX Data Protector CD 上の

UNIX-CD:/MISC/Solaris7_Oracle8/ob2rman.exe ファ イルに置き換える必要があ り ます。

注意 : 元のファイルを保存して、 置き換えるファ イルに元のファ イルと同様の権限が設定されているこ とを確認して

ください。

• プロキシー ・ コピーを使用して作成したバッ クアップ ・ データを復元し、 それからデータベースを復旧する場合、

RMAN が、 プロキシー ・ コピーによるバッ クアップを復元するために割り当てられているチャネルを使用してデー

タベースを復旧しよ う とするこ とがあ り ます。 そのため、 復旧は実行されますが、 失敗します。

対応策 : データベース復旧セッシ ョ ンが、 復元コンテキス トからのみ、 または RMAN スク リプ ト を使用するこ とに

よってのみ、 開始されるよ うにして ください。

Informix

• Data Protector GUI を使用して Informix 用統合ソフ ト ウェアを再構成する と きに、 Data Protector で認識されている構成

データが GUI に表示されません。

対応策 : 構成データを手動で入力して ください。

• CLI から omnir コマンドを使用して Informix データベースの復元を開始するこ とができません。

対応策 : そのよ うな場合には、 ob2onbar.exe または Informix コマンドの onbar.exe を使用して復元を開始するこ

とができます。 

• バッ クアップをファ イル ・ デバイス、 ファ イル ・ ラ イブラ リ、 またはジュークボッ クス ・ デバイスを使用して実行

し、 そのよ うなデバイスのメディアについてデフォルトのブロ ッ ク ・ サイズ設定を適用する場合、 Data Protector 
A.05.50 へアップグレードする前に作成したバッ クアップから Informix オブジェク ト を復元しよ う とする とハングし

ます。 この問題は、 Data ProtectorA.05.50 へのアップグレード時に、 ファ イル ・ デバイス、 ファ イル ・ ラ イブラ リ、

およびジュークボッ クス ・ デバイスのデフォルトのブロ ッ ク ・ サイズが 16kB から 64kB へ変更されるこ とが原因で

発生します。 

対応策 : 復元に必要なメディアのために使用するデバイスのブロ ッ ク ・ サイズの設定をデフォルト (64kB) から 16kB
に変更してください。

Sybase

• Data Protector GUI を使用して Sybase 用統合ソフ ト ウェアを再構成する と きに、 Data Protector で認識されている構成

データが GUI に表示されません。

対応策 : 構成データを手動で入力して ください。
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Lotus Notes/Domino

• 2プロセッサ構成のWindowsシステムで、 同時処理数と して16 (OB2SHMIPC変数が0に設定されている場合は23)よ り も

大きい値が設定されているデバイスを使用する と、 Lotus Domino/Notes のバッ クアップがハングします。

対応策 : なし。

ディ スク ・ アレイ用統合ソフ ト ウェア

• 次の場合の Oracle データベースまたは SAP R/3 データベースの ZDB の構成要件が以下の場合には変更されています。

—  Oracle8i/9i を Oracle ZDB 用統合ソフ ト ウェアの一部と して使用し、 インスタン ト ・ リ カバリ ・ セッシ ョ ンを実行

する場合

—  Oracle を SAP R/3 ZDB 用統合ソフ ト ウェアの一部と して使用し、 インスタン ト ・ リ カバリ ・ セッシ ョ ンを実行す

る場合

上記の場合、 Oracle データベースを再構成する必要があ り ます。 構成要件の詳細は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ 管理者ガイ ド』 の 「ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF omnirc変数」 を参照して

ください。

4.1.5 クラスタに関連する問題

• バッ クアップ ・ サーバーがク ラスタ環境にあ り、 実際のホス ト名を使用してバッ クアップを実行した場合、 セカンダ

リ ・ ホス ト を使用してインスタン ト ・ リ カバリ を実行しよ う とする と失敗します。

対応策 : このよ うな問題が発生しないよ うにするため、 仮想ホス ト名を使用してください。

MC/ServiceGuard

• セカンダ リ ・アプ リ ケーシ ョ ン・システム ( アプリ ケーシ ョ ンは MC/ ServiceGuard 内に存在 ) でフェイルオーバーが発

生した後、 [データ構成の整合性チェッ ク ] オプシ ョ ンを選択してインスタン ト ・ リ カバリ を実行する と、 復旧が失

敗し、 以下のメ ッセージが出力されるこ とがあ り ます。

[重要 ] 場所 : SSEA@wartburg.company.com"" 時間 : 11/8/2001 11:43:09 AM

データの整合性チェックに失敗しました。

ボリ ューム ・ グループ /dev/vg_sapの構成が前回のバックアップ ・ セッション以降に変更されています。

以下の 2 つの対応策が考えられます。 

— システム上の vg構成が変更されていないこ とを確認し、[データ構成の整合性チェッ ク ] オプシ ョ ンの選択を解

除してから、 あらためてインスタン ト ・ リ カバリ を開始します。

— ク ラスタをセッ ト アップする場合には、 ioinit コマンドを使用して、 すべてのディ スク ・ デバイス ・ ファ イル

が同じであるこ とを確認します。

• MC/ServiceGuard ク ラスタから物理ノードをエクスポートする と、 cell_server ファ イルが削除されるため、 エクス

ポート した物理ノードを元の場所に戻すこ とができません。 このファイルはク ラスタのすべてのファ イルで共有され

ているものなので、 再作成する必要があ り ます。

対応策 : /opt/omni/sbin/install/omniforsg.ksh -primary -upgrade を実行します。
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4.1.6 その他の既知の問題

• 同一の物理デバイスに対して複数の論理デバイスを割り当て、 毎日異なる論理デバイスを使用してバッ クアップを実

行する場合、 ロ ッ ク名の概念に従い、 同一の物理デバイスに割り当てられている複数の論理デバイス間で競合は発生

しません。

違うバッ クアップ ( フル、 増分 1、 増分 2、 増分 3...) に複数の論理デバイス と 1 つの物理デバイスが使用されていた

場合、 復元の実行時に、 Data Protector はロ ッ ク名をチェッ ク しません。 そのため、 すべてのバッ クアップに同じ物理

デバイスが使用されているこ とが認識されず、 復元セッシ ョ ンの途中で、 次のデバイスの投入を要求するエラー ・

メ ッセージが表示されます。

対応策 : 以下のよう にして、 同一の物理デバイスに割り 当てられているすべての論理デバイスを再マッ ピングします。

1. [ コンテキス ト ] リ ス トで [復元 ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、 適切なデータの種類、 目的のク ライアン ト ・ システム、 復元のオブジェク ト を展開します。

3. [ 復元プロパティ ] ウ ィ ンド ウが開いたら、 復元対象のファ イルを選択します。

4. [ デバイス ] タブで、 元のデバイスを選択し、 [変更 ] をク リ ッ ク します。

5. [ 新しいデバイスを選択 ] ウ ィ ンド ウが表示されたら、 物理デバイス名を選択して [OK] をク リ ッ ク します。

• omnistat -session [session ID] -detail コマンドを実行する と、開始された復元と開始されたバッ クアップが

正し く表示されないこ とがあ り ます。 この場合、 両方のパラ メータに同じものが表示されるこ とにな り ます。

• WebQoS、 CyberSitter 2000、 NEC E-border AUTOSOCKS の各アプリ ケーシ ョ ンを、 Data Protector と同じシステムにイ

ス トールしないこ とをお勧めします。

Data Protector Media Agent と Storage Allocator を共存させる と、 予期しない結果が生じるこ とがあ り ます。 新のパッ

チ情報は、 HP の Web ページ (http://support.openview.hp.com/support.jsp) を参照してください。 

• ファイルシステムがビジー状態の場合、 Data Protector インスタン ト ・ リ カバリが失敗します。

対応策 : fuser コマンドを実行して、 ファ イルシステムを占有しているプロセスの一覧を表示します。 たとえば、

ファ イルシステム /oracle/P01がビジーである場合には、 fuser -kc /oracle/P01 とい う よ うに記述してコマン

ドを実行します。

• ある ノードでバッ クアップを実行してから、 別のノードに対して [データ構成の整合性チェッ ク ] オプシ ョ ンを選択

してインスタン ト ・ リ カバリ を実行しよ う とする と、 「ボ リ ューム ・ グループの構成が変更されました。」 とい うエ

ラー ・ メ ッセージが表示されます。 このメ ッセージは、 一方のク ライアン ト上の LUN の構成が他方のク ライアン ト

とは異なるこ とが vgdisplay コマンドによって検出された場合に表示されます。

対応策 : このメ ッセージは、 ext_bus インスタンスが同じである場合や [データ構成の整合性チェック ]オプシ ョ ン

が有効でない場合には表示されません。

• スナップシ ョ ッ ト ・ バッ クアップの仕様の先頭に無効な rdskオブジェク トが含まれている場合、 バッ クアップが失

敗するこ とがあ り ます。

対応策 : 有効な rdsk オブジェク トが先頭になるよ うに、 rdsk オブジェク トの順序を変更します。

• EADR/OBDR の後に Data Protector サービスが実行されないこ とがあ り ます。

対応策 : [ コン ト ロールパネル ] で、 [ 管理ツール ] から [ サービス ] を開き、 Data Protector サービスのスタート アッ

プの種類を [ 手動 ] から [ 自動 ] に変更します。 [ スタート アップの種類 ] の変更後、 サービスを起動します。

• 複数の omnidbutil -purge セッシ ョ ンが起動している場合、omnidbutil コマンドを実行する と、Cell Manager と通

http://support.openview.hp.com/support.jsp
http://support.openview.hp.com/support.jsp
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信できないという報告が返されます。 これを回避するには、 複数のセッシ ョ ンを起動しないよ うにします。

• OpenVMS 上で、 テープ ・ ド ラ イブのアンロード中の異常遅延によるエラーが報告され、 復元セッシ ョ ンが頻繁に終

了するこ とがあ り ます。 

対応策 : Cell Manager グローバル ・ パラ メータ SmPeerID を 10 に設定し、 Cell Manager 上のすべての Data Protector
サービスを再起動して ください。

4.2 Data Protector 以外における既知の問題とその対応策

4.2.1 Data Protector 以外におけるインストールまたはアップグレードに関連する問題

• Data Protector A.05.50 のインス トール後または Data Protector A.05.50 へのアップグレード後に、 何らかのアプリ ケー

シ ョ ンがインス トールされていない、 または再インス トールが必要である という メ ッセージが Windows によって表

示されるこ とがあ り ます。 この問題は、 Microsoft インス トーラのアップグレード ・ プロシージャのエラーによるも

のです。 この問題の解決方法については、 Microsoft Knowledge Base 文書 ID ： Q324906 を参照して ください。

• ご く まれにですが、NTFS ファイルシステム上のディ レク ト リでマウン ト されている NTFS ボ リ ュームの空き容量が正

し く報告されないこ とがあ り ます (NTFS ボ リ ュームの空き容量ではなく、 NTFS ファ イルシステムの空き容量が報告

されます )。 そのよ うな状況では、 NTFS ファイルシステムの空き容量が、 インス トール要件で指定されている 小

空きディ スク容量よ り も小さい場合、 マウン ト されている NTFS ボ リ ュームに Data Protector をインス トールしよ う

とする と、 Data Protector のセッ ト アップ ・ ウ ィザードが表示されず、 インス トールを開始するこ とができません。

対応策 : 不要なファイルを削除して、 NTFS ファ イルシステム上に十分な空きディ スク容量を確保します。

4.2.2 Data Protector 以外におけるユーザー ・ インタフ ェースに関連する問題

• UNIX プラ ッ ト フォームで Data Protector GUI を使用する場合、 メニュー項目が黒で強調表示され、 メニュー ・ ツ リー

のカラー ・ コードが正し く表示されないこ とがあ り ます。

以下の 2 つの対応策が考えられます。

1. 次の行をホーム ・ ディ レク ト リ内の .Xdefaults ファイルに追加します。

*enableEtchedInMenu: False

変更を反映させるために、 いったんログオフしても う一度ログオンします。

2. -cdeコマンド 行オプショ ンを指定して GUI を起動します。 これにより 、 GUI でシステムカラーが使用されます。

GUI を実行する前に、 以下のコマンド を使って、 システムカラーの設定内容をエクスポート するこ と もできます。

export OMNI_CDE_COLORS=1

• Netscape Navigator を使用して GUI または UNIX システムのオンライン・ヘルプを起動しよ う と しても、Netscape ブラウ

ザしか起動しません。

対応策 : 以下のよ うにして、 Data Protector GUI で Netscape Navigator インス ト レーシ ョ ンへのパス名が正し く指定さ

れているか確認します。

1. [ ファ イル ] -> [選択値］ -> [設定 ] をク リ ッ ク します。 

2. [実行可能スク リプ ト またはバイナリ ・ ファ イル (ディ レク ト リ ) の位置 ] テキス ト ・ ボッ クスに、 Netscape 

Navigator への正しいパス名を入力します。
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• UNIXプラッ ト フォームで Data Protector GUIを使用する場合、次の操作を実行すると GUIがハングするこ と があり ます。

[ データ ド ラ イブ ] ド ロ ップダウン ・ リ ス ト ([デバイスと メディア ] コンテキス トで、 [デバイス ] -> [ ド ライブ ] -> 
drive property ->[ ド ライブ ] タブをク リ ッ ク して表示 ) で下向き矢印を使用して利用可能なデバイスの一覧を表

示し、 一覧の列幅を変更しよ う とする と、 GUI がハングします。

• UNIX で CLI を使用する と、 文字が正し く表示されないこ とがあ り ます。

デスク ト ップ環境と ターミナル ・ エ ミ ュレータで異なるエンコード ・ システム (Latin、 EUC、 SJIS、 UNICODE) を使

用するこ とはできません。 たとえば、 EUC-JP を使用してデスク ト ップ環境を起動し、 ターミナル ・ エ ミ ュレータを

開いてロケールを SJIS に変更する と します。 OS に関する制限事項によ り、 何らかの CLI コマンドを使用する と、 文

字が正し く表示されないこ とがあ り ます。 このよ うな問題が発生しないよ うにするため、 デスク ト ップは必要なロ

ケールを使用して起動して ください。

4.2.3 Data Protector 以外における Media Agent と Disk Agent に関連する問題

• HP-UX に接続された光磁気ド ライブ上で消去操作を行な う と、 以下のエラーを表示して失敗します。

[重度 ] 場所 : MMA@lada.com "MO-lada"  時間 : 5/6/2002 3:52:37 PM
[90:90]　/dev/rdsk/c2t0d1
ディスク表面を消去できません ([22] 引き数が無効です )。 => 中止しています

• Windows 2000 に物理アドレス拡張 (PAE) が指定された場合、Ultrium などのデバイスを使用して Data Protector を正し く

実行できません。 デバイス操作は以下のエラーを表示して失敗します。

エラー 87。 デバイスへ書き込めません。 パラ メータが不適切です。

このエラーは、 物理アドレス拡張 (PAE) オプシ ョ ンが有効になっていない状態で Windows 2000 を実行している と き

に作成されたテープを復元しよ う とする と発生します。 

対応策 : MaximumSGList レジス ト リ ・ キーの値を 17 に設定します。 MaximumSGList キーは

HKEY_LOCAL_MACHINE¥System¥CurrentControlSet¥Services¥<adapter>¥Parametersに格納されています。

こ こで、 <adapter> は、 デバイス制御に使用される SCSI インタフェースの ID を表しています (Adaptec であれば

aic78u2 など )。

• LSI Logic 53C1010-66 カードを HP Server rx2600 Itanium ク ラ イアン トで使用する と、内部エラーが発生して復元が失敗

します。 

• Breece Hill の Saguaro ラ イブラ リではカート リ ッジの挿入および取り出しにスタ ッ ク ・ モードを使用します。 1 つの

メール ・ スロ ッ トには、 挿入操作用と取り出し操作用に 1 つずつ、 合計 2 つの SCSI アドレスがあ り ます。 Data 
Protector がスタ ッ ク ・ モードで動作するよ うにするには、 以下の omnirc コマンド変数を設定する必要があ り ます。

• OB2LIB_STACKEXP にエクスポート ・ スロ ッ トの SCSI アドレスを指定します。 

• OB2LIB_STACKIMP にエクスポート ・ スロ ッ トの SCSI アドレスを指定します。

• Data Protector Media Agent を、同じ Windows ク ラ イアン ト ・システムにインス トールされた CA ArcServe と共存させる

こ とはできません。 共存させた場合、 データが失われるおそれがあ り ます。

• Microsoft Windows 2000 のバグのため、特に、短時間に複数のバッ クアップを実行した場合には、 Active Directory で障

害が発生するこ とがあ り ます。

対応策 : Microsoft Windows 2000 Service Pack 2 をインス トールします。 詳細は、 Microsoft Knowledge Base の記事

(http://support.microsoft.com/support/kb/articles/Q282/5/22.ASP) を参照してください。

• DLT8000 (StorageWorks_E DLT Library) を使用してメディアまたは omnimlist をインポートするこ とができません。以下

http://support.microsoft.com/support/kb/articles/Q282/5/22.ASP
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のエラーが表示されます。

[重度 ] 場所 : MMA@hkgbkup3  "HKGBKUP3_1m"  Time: 10/31/01 19:52:35

[90:182]        セグメン ト を前進させるこ とができません。 ([5] I/O エラー )

[重度 ] 場所 : MMA@hkgbkup3 "HKGBKUP3_1m"  Time: 10/31/01 19:52:35

[90:53]         /dev/rmt/1m   要求された位置へシークできません。 ([5] I/O エラー )

解決方法 :

Quantum によって、 コン ト ローラ ・ ファームウェアに問題があるこ とが確認されています。 テープ関連のタコ メー

ター内で累積ス リ ップが起きています。 この累積ス リ ップと、 BOT マーカーを見に行く こ とが原因で、 ド ラ イブの内

部ディ レク ト リが再構築されます。 これは、 大量のデータが記録されているテープでのみ起こ り ます。

DLT8000 ド ライブ FW を V51 にアップグレードする必要がある場合には、 その前に HP のサポート担当者に問い合わ

せてください。 次に示す FW アップグレードのページにアクセスし、 指示に従って操作してください。

http://www.hp.com/cposupport/swindexes/hpsurestor18551_swen.html

この修正の詳細は、 Service Note A5597A-27 に記載されています。

• UNIX システムにおける復元時に、 復元前のシンボ リ ッ ク ・ リ ンクの作成時のタイムスタンプが保持されません。 タ

イムスタンプは現在のシステム ・ タイムに設定されます。 システム ・ コール utime()に関する制限事項のため、 シ

ンボ リ ッ ク ・ リ ンクを作成した後にそのリ ンクの作成時のタイムスタンプを変更するこ とはできません。
(QXCR1000113319)

対応策 : なし。

• 8.3 形式の短いファ イル名に関連付けられているロング ・ ファ イル名を含むボ リ ュームをバッ クアップして復元を実

行する と、 ロング ・ ファ イル名に対する短いファイル名の関連付けが解除されるこ とがあ り ます。 この問題は、

Windows の制限事項 (Microsoft Knowledge Base の文書番号 「176014」 に記載 ) が原因で発生します。 この問題によ

り、 ある 8.3 形式の短いファ イル名がロング ・ ファ イル名に誤って関連付けられた結果、 特定のアプリ ケーシ ョ ンで

障害が発生するこ とがあ り ます。 Microsoft SQL Server ではデータベースへのパスに 8.3 形式の短いファ イル名表記を

使用するので、 この問題は、 特に Microsoft SQL Server ユーザーに影響します。 

対応策 : 8.3 形式の短いファ イル名に正し く関連付けられていないファイルを含むディ レク ト リ を復元した後に、 そ

れらのファイルをいったん別のディ レク ト リに移動してから、 作成時とまったく同じ順序で元のディ レク ト リに戻し

ます。 そ うすれば、 それらのファ イル名に復元前と同じ 8.3 形式の短いファ イル名が割り当てられます。

• Windows のファ イルシステムに関する制限事項のため、 UNIX 上でバッ クアップされたファ イルおよび名前にバッ ク

スラ ッシュ文字 ("¥") を含むファ イルが、 Windows 上で間違った場所に復元されたり、 間違った名前で復元されるこ

とがあ り ます。 Windows では、 ファ イル名に含まれているバッ クスラ ッシュはディ レク ト リ区切り文字と して認識さ

れます。 たとえば、 back¥slash とい う名前のファイルを UNIX 上でバッ クアップして Windows ク ラ イアン トに復元

した場合、 ファイルは slash とい う名前で backディレク ト リ内に復元されます。

• AIX 5.2上で devbra コマンドを実行しても CAMBEX ド ラ イバを使用して接続されているデバイスのシ リ アル番号を取

得するこ とができず、 そのため、 デバイスの自動構成および変更された SCSI アドレスの自動検出が機能しません。

対応策 : デバイスを手動で構成します。 AIX 5.2 上で CAMBEX ド ライバを使用して接続されているデバイスについて

は、 変更された SCSI アドレスの自動検出を利用しないでください。

• 次のよ うなメ ッセージが出力され、 ファ イルシステムのバッ クアップが終了するこ とがあ り ます。

属性ディレク ト リ  /BC/fs/VxVM/UFS/Test6.doc: 読み取り専用のファイルシステムです ! 
拡張属性はバックアップされません。

http://www.hp.com/cposupport/swindexes/hpsurestor18551_swen.html
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対応策 : omnirc変数である OB2SOL9EXTATTR を 0に設定し、 Solaris 9 上での拡張属性のバッ クアップが無効になる

よ うにします。

4.2.4 Data Protector 以外における統合に関連する問題

Microsoft Exchange Server

• Microsoft Exchange のバッ クアップが失敗し、 「同期イベン ト との待ち合わせができません」 という よ う なエラー ・

メ ッセージが出力された場合は、 バッ クアップと同時にデフラグメンテーシ ョ ン ・ プロセスが実行されている可能性

があ り ます。

Microsoft Knowledge Base の文書番号 「183675」 を参照してください。

• MAPIの動作のため、バッ クアップしたメ ッセージの表題行が 4つの連続する文字 ( スペースを含まない ) と スペースで

始ま り、 それらの連続する文字にコロン (":") が含まれている場合、 そのメ ッセージを復元する と、 表題行が正し く

復元されません。 たとえば、 メ ッセージの元の表題行が ABC:halaである場合、 復元後にはその表題行が

ABC:ABC:hala とい う よ うにな り ます。

以上のこ とは、 通常の電子メールの表題に含まれる Re:や Fwd:などについては、 それらが電子メール ・ ク ラ イアン

トによって自動的に生成されたもの ( たとえば、 Microsoft Outlook で [ 返信 ] ボタンをク リ ッ クするなどして ) である

限り、 当てはま り ません。

Microsoft SQL Server

• VDIでサポート しているク ラスタに関する Microsoft SQL Server 7.0のバグ53787のため、IClientVirtualDeviceSet::Create()

を起動する前に、 omnirc ファイルの _VIRTUAL_SERVER_NAME_ 環境変数を設定する必要があ り ます。 

• Microsoft SQL Server 7.0 をク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ンと してインス トールする場合には、 Microsoft SQL Server 7.0 

Service Pack 1 が必要です。

• Microsoft SQL のポイン ト ・ イン ・ タイム復元を実行する と、 「Invalid value specified for STOPAT 

parameter」 とい う警告メ ッセージが表示されます。 この問題は、 ト ランザクシ ョ ン ・ ログの復元時に発生します。

データベースは、 [データベースを稼働状態にしておく ]オプシ ョ ンを設定して RESTORE LOG 処理を実行した場合

と同じ く、 復旧不可能な状態に維持されます。 

対応策 : 以下の方法でデータベースを 新の状態に復旧するこ とができます。 

— Microsoft SQL Query Analyzer を使用します。 データベースを復旧するため、T-SQL コマンド、RESTORE DATABASE 

<database_name> WITH RECOVERY を実行します。  

または

— [ ポイン ト ・ イン ・ タイム ] オプシ ョ ンを指定せずに、 復旧セッシ ョ ンを再び開始します。

SAP R/3

• SAP R/3 brtools バージ ョ ン 4.6C を使用して、 Solaris プラ ッ ト フォーム上でデータファイルをバッ クアップする と問題

が発生します。 ただし、 データベースのバッ クアップとテーブルスペースのバッ クアップは正常に動作します。

• ゼロ ・ダウンタイム ・バッ クアップ機能と Oracle8 Recovery Manager を一緒に使用して SAP R/3 データベースのバッ ク

アップを実行する と、 失敗します。

SAP R/3 (Oracle8i/9i) 用統合ソフ ト ウェア ・ バッ クアップで以下のエラーが発生するこ とがあ り ます。

BR002I BRARCHIVE 4.6D (17) 
BR252E Function fopen() failed
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for '/oracle/YP1/817_64/saparch/adhjhzoc.cpd' at location main-4
BR253E errno 2: No such file or directory 
BR121E Processing log file /oracle/YP1/817_64/saparch/adhjhzoc.cpd failed
sh: 12312 Memory fault 
[Warning] From: OB2BAR@sv005 "OMNISAP" Time: 02/20/02 10:54:03
BRARCHIVE /usr/sap/YP1/SYS/exe/run/brarchive -d util_file
-scd -c returned 35584 

対応策 : Oracle8 NLS_LANG環境変数を SAP R/3 構成ファ イルに追加します。

NLS_LANG=AMERICAN_AMERICA.WE8DEC
SAPDATA_HOME=/oracle/YP1 

SAP DB

• ファイル名にスペースが含まれている とバッ クアップが失敗します。 

対応策 : 

— Windows の場合 : RUNDIRECTOY パラ メータを短いパス名 (8+3 文字 ) に変更し、

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥SAP¥SAP DBTech¥IndepData レジス ト リ ・ キーのファイル名を編集してか

ら、 データベースを再起動します。

— HP-UX システムおよび Linux システムの場合 : ディレク ト リへのシンボ リ ッ ク・ リ ンクを作成してスペースを含む

名前を付け、 そのシンボ リ ッ ク ・ リ ンクを使用するよ うにデータベースの RUNDIRECTORY パラ メータの値を

調整します。 ini ファイル (Linux の場合は /usr/spool/sql/ini/SAP_DBTech.ini、 HP-UX の場合は

/var/spool/sql/ini/SAP_DBTech.ini) 内の IndepDataパラ メータの値を調整します。

Oracle

• Oracle のスプリ ッ ト ・ ミ ラー ・ バッ クアップを実行し、 テーブルスペースをバッ クアップ ・ モードへ移行するこ と

も、 バッ クアップ ・ モードから他のモードに移行するこ と もできない場合、 Data Protector が以下のエラー ・ メ ッセー

ジを出力してバッ クアップを終了します。

ORA-12532: TNS: 引き数が無効です。

alter tablespace IDX end backup

ORA-03114: not connected to ORACLE

対応策 : 新の 'ksh' パッチがシステムにインス トールされているこ とを確認します。

• Windows プラ ッ ト フォーム対応 Oracle 用統合ソフ ト ウェアでは、テーブルスペース名に RMAN 予約名を使用しないで

ください。 使用した場合、 Oracle8 RMAN によるコマンド ・ スク リプ トの解析時に、 バッ クアップが失敗します。 ま

た、 Oracle8 内部エラーの原因となるので、 LEVEL とい う名前のテーブルスペースを作成するこ とはできません。

• Windows プラ ッ ト フォーム上の Oracle バッ クアップ・セッシ ョ ンが完了する前に 20 秒の待機時間が発生します。この

よ うな待機時間が発生するのは、 API セッシ ョ ンが完了したこ とが Oracle によって通知されないために設けられてい

るものです。 RMAN からバッ クアップを開始し、 Data Protector ライブラ リ (orasbt.dll) を使用してそのタスクを

実行する場合、 同じバッ クアップ仕様名のバッ クアップを連続して実行する際には 20 秒以上の間隔が必要とな り ま

す。 これにあてはまらない場合は、 すべてのバッ クアップ ・ オブジェク トが 1 回のバッ クアップ ・ セッシ ョ ンで実行

されます。

• バッ クアップ・システムに十分な リ ソース (CPU、 メモ リーなど ) がない場合、Oracle Server Manager によって、Oracle 

HP StorageWorks  XP 統合ソフ ト ウェアの Data Protector のモニターコンテキス トの中で、 「ORA-12532: TNS: 引き
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数が無効です。」 とい うエラーが表示されます。

対応策 : Oracle インスタンス と同時にバッ クアップを実行するのに十分な リ ソースを使用できるよ うにバッ クアッ

プ ・ システムを構成します。

• バッ クアップ ・ セッ ト ZDB の実行中に、 データベースのデータファ イルごとに次の警告メ ッセージが表示されます。 

RMAN-06554: WARNING: file n is in backup mode

メ ッセージを 1 つ処理するのに 20 秒かかり ます。 そのため、 データファ イルが多数 (200 以上 ) ある場合には、 デー

タベースのバッ クアップの処理速度が大幅に低下します。 

Informix

• Informix Dynamic Server 7.30 で Informix Logical Log のバッ クアップが中断または失敗し、 Onbar がハングします。

対応策 : 適用可能なパッチがあるかど うか Informix 社のサポート担当に問い合わせてください。 (PTS 102449)

• Informix のバグが原因で、 Windows 2000 上で Informix 7.31 TC8 のポイント ・ イン・ タイム復元を実行すること ができませ

ん。

対応策 : 適用可能なパッチがあるかど うか Informix 社のサポート担当に問い合わせてください。

• Informix 7.3x (64 ビッ ト ) で、 $INFORMIXDIR/bin/onbarバイナリが正常に動作しません。

対応策 :32 ビッ ト版の Informix 7.3x から $INFORMIXDIR/bin/onbarシェル ・ スク リプ ト をコピーします。 このスク

リプ トがない場合は、 Informix 社のサポート担当に問い合わせてください。

• Windows 2000上で Informix Dynamic Serverバージ ョ ン 9.21.TC1の復元セッシ ョ ンを複数起動する と、セッシ ョ ンがハン

グするこ とがあ り ます。

対応策 : Windows 2000 システムを再ブート して、 復元セッシ ョ ンを再起動します。

• リ カバリ後に Informixで復元を実行する場合、Data Protectorによって常にON-Barプロセスの終了が戻り コード 0 とな り

ます。

対応策 : Informix のログ ・ ファ イル /tmp/bar_act.log で実際のリ ターン ・ コードの値を確認します。

• HP-UX 上の Informix 9.20 FC1(64 ビッ ト ) でバッ クアップ ・ チェーン全体の復元を実行するこ とができません。

対応策 : この問題を解決できる Informix パッチがあるかど うか確認して ください。

• Informix Enterprise Decision Server 8.3 でバッ クアップを実行する と、論理ログが自動的にバッ クアップされません。 こ

れは、 Informix PTS バグ 147170 による問題です。

対応策 : Informix パッチ 8.30.FC3D9 をインス トールしてください。

• Windows 2000 で Informix 7.31.TC2 を使用している場合は、Informix にバグがあるため、論理ログ番号による  Informix 復

元を実行できません。

• Informix 8.3x よ り も前のバージ ョ ンを使用している場合、 Informix のログ・ファ イルをバッ クアップできないこ とがあ

り ます。 

対応策 :/opt/omni/lbin/ob2onbar.exeスク リ プト を編集して、 すべての "-b -l" オプショ ンを "-l" に置き換えます。

• GUIの[復元]コンテキス トでInformix統合ソフ ト ウェアに対して [データベース全体を復元]オプシ ョ ンを選択したと き

に、 一部のデータベースのみが復元対象と して選択されているものと して表示されますが、 データベース全体が復元

されます。 この問題は、 ReflectionX を使用している場合に発生します。

対応策 : このよ うな問題が発生しないよ うにするため、 ReflectionX 9.0 を使用して ください。
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Sybase

• Solaris で Sybase バッ クアップ ・ セッシ ョ ンが中断する と、 Windows 2000 システムがハングします。

対応策 : Sybase バッ クアップ ・ セッシ ョ ンが中断しないよ うにするため、 コマンド行インタフェースから

$SYBASE_HOME_DIR/bin/sybmultbufプロセスの抹消を実行します。 

ディ スク ・ アレイ用統合ソフ ト ウェア

• HP OpenView Storage Data Protector と HP StorageWorks EVA を統合する と、スナップクローンを使用してインスタン ト ・

リ カバリ を実行できるよ うになり ます。 スナップクローンの作成には時間がかかり、 ディ スク ・ アレイの リ ソースを

消費します。 パフォーマンスへの影響は、 ディ スク管理、 構成、 I/O 負荷、 およびディ スクの使用状況といった要素

によって異なり ます。 そのため、 この機能を使用する前に、 パフォーマンスに依存する環境で何らかのベンチマーキ

ングを実行するこ とを強くお勧めします。 

また、 Data Protector には、 パフォーマンスを向上させるための以下のよ うな機能が組み込まれています。

— スナップクローンを元の仮想ディ スクで使用しているディ スク ・ グループとは異なるディ スク ・ グループに割り

当てるこ とができるので、 複製に対する読み書きを元のディ スク ・ グループから複製ディ スク ・ グループへリダ

イレク トするこ とや、 パフォーマンスが低いディ スクへ複製を割り当てるこ とが可能です。

— ディ スクおよびテープへの ZDB 中またはテープへの ZDB 中に、スナップクローンの作成が完了するまでテープへ

のバッ クアップを遅らせるこ とができます。 そのため、 テープへのバッ クアップ ・ フェーズでアプリ ケーシ ョ

ン ・ データへのアクセス速度が低下するのを防ぐこ とができます。

— まだ作成していないスナップクローンの 「インスタン ト ・ リ カバリ 」 データを作成するこ とができます。

補足情報については、 HP の営業担当に問い合わせてください。

• Windows で ZDB を実行する場合、 レジス ト リの devnode がク リーンアップされないため、バッ クアップ ・ システムを

ブートできな くな り ます。 この問題は、 スナップシ ョ ッ ト ・ ディ スク ・ アレイ (HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA) で発生します。

対応策 : "Scrubber" ユーティ リ ティ をインス トールし、 実行します。 その結果、 廃止されたス ト レージ ・ ノードがレ

ジス ト リから削除されます。 バッ クアップ ・ システムを後で再起動する必要があ り ます。 "Scrubber" ユーティ リティ

の詳細は、 Microsoft サポート を参照してください。

• HP StorageWorks EVA (Windows システム ) でスナップシ ョ ッ ト ・バッ クアップを実行する と、以下のメ ッセージが出力

されるこ とがあ り ます。

[正常 ]

デバイス検出ルーチンを起動。

[重度 ]

ファイルシステム <fsname> の解決に失敗 詳細不明

対応策 : Secure Path 4.0B とパッチ v4.0B-3 をインス トールします。 このパッチは、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html から入手できます。

さ らに、 問題の発生を 小限に抑えるため、 以下の omnirc変数を設定します。

EVA_EMAPI_MAX_RETRY

EVA_EMAPI_RETRY_DELAY

これらの変数のあらかじめ定義された値は、 ほとんどの構成に適合するはずです。 ただし、 指定した設定によって問

題が解決されない場合、 必要に応じて値を大き くする必要があ り ます。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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• SecurePath 4.0C ド ラ イバを使用する と、 バッ クアップ ・ システムがク ラ ッシュするこ とがあ り ます。 

• スナップクローンは VSS HP StorageWorks EVA Provider v0.0.0.24 では使用できません。

• HP StorageWorks EVA を VSS ハード ウェア・ プロバイダと して使用すると 、[ スナップショ ッ ト種類 ] オプショ ンが無視さ

れます。 

対応策 : EVA 構成ツールを使用して必要なシャ ド ウ ・ コピーの種類 ( スナップシ ョ ッ ト 、 vsnap、 またはスナップク

ローン ) を選択します。

• HP StorageWorks EVA またはHP StorageWorks VA VSS ハード ウェア・プロバイダを VSSハード ウェア・プロバイダと し

て使用する と、 管理アプライアンスのユーザー名およびパスワードがプレーン ・ テキス ト形式でレジス ト リに保存さ

れます。 

• VSS ト ランスポータブル ・ バッ クアップ中にバッ クアップ ・ サーバーで 「インポートに失敗しました。」 とい うエ

ラー ・ メ ッセージが VSSBAR によって表示されます。 

セッシ ョ ンが失敗した後にバッ クアップ ・ サーバーを調べる と、 "Disk Manager" と同様、 Device Manager で、 スナッ

プシ ョ ッ ト を実際に新しいディ スク と して表示するこ とができます。 [Disk Manager] ウ ィ ンド ウではボ リ ュームも (
ボ リ ューム ・ ラベルと共に ) 表示されるこ とがあ り ますが、 Windows の "volmount" CLI ツールではそれらが検出、 表

示されず、 以降のバッ クアップ ・ セッシ ョ ンがすべて失敗します。

対応策 : バッ クアップ ・ サーバー上の VSS スナップシ ョ ッ ト ・ データベースを削除して、 サーバーを再ブート しま

す。 VSS スナップシ ョ ッ ト ・ データベースのファイルの保存場所は、 レジス ト リ ・ エディ タで以下のレジス ト リ ・

キーの値を参照して確認するこ とができます。 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥BackupRestore¥FilesNotToBackup¥VSS 
Service DB
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥BackupRestore¥FilesNotToBackup¥VSS 
Service Alternate DB

• HP StorageWorks EVA を VSS ハード ウェア・プロバイダと して使用する と、シャ ド ウ・コピーの作成が開始されたこ と

が VSSBAR によって報告され、 EVA プロバイダによる CPU の使用率が 99% になり、 ハングするこ とがあ り ます。 
セッシ ョ ンは中断されません。 

対応策 : なし。 CPU の消費およびバッ クアップ ・ セッシ ョ ンの進行を止めるには、 以下の手順を実行します。 

1. Service Manager を使用してプロバイダ ・ サービスを停止します。

2. プロバイダ ・ サービスを停止できない場合には、 Task Manager を使用してプロセスを強制終了します。

3. VSS サービスおよび VDS サービスを停止します。 VSS スナップシ ョ ッ ト ・ データベースを削除します。 VSS ス

ナップシ ョ ッ ト ・ データベースのファイルの保存場所は、 レジス ト リ ・ エディ タで以下のレジス ト リ ・ キーの値

を参照して確認するこ とができます。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥BackupRestore¥FilesNotToBackup¥VSS 
Service DB
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥BackupRestore¥FilesNotToBackup¥VSS 
Service Alternate DB.

4. 管理アプライアンスに接続し、 シャ ド ウ ・ コピーが存在する場合にはそれらを見つけて削除します。

5. バッ クアップを再び実行します。 エラーが解消されない場合は、 上記の手順を繰り返してからシステムを再ブー

ト します。

• ソース・ボ リ ューム ( 元の仮想ディ スク ) が 5 つ以上ある場合、バッ クアップ・セッシ ョ ンが失敗するこ とがあ り ます。

(QXCR1000101055)
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対応策 : なし。 バッ クアップ仕様でソース ・ ボ リ ュームの数が 4 以下に設定されているこ と、 および、 前回のスナッ

プシ ョ ッ トが削除されてから 30 分以上経過してから次のスナップシ ョ ッ トが開始されるこ とを確認して ください。

• ハード ウェア・ シャド ウ・ コピー・ プロバイダで障害が発生し、 以下のよう なメ ッセージが出力されること があり ます。

INFO: HardwareProvider::LocateLuns() - Failed.

INFO: HSV_ElementMgr::enableAccess() - FAILED

errorMsg = '¥Hosts¥VSSQA¥levstik:Api The presented unit already exists. Command ignored'

cellName = 'EVA-4 (Kolosej)'

unitID = '1f200710b4080560ff4e0100001001000000e54e'

unitName = ¥Virtual Disks¥VSSQA¥Levstik¥LevstikExch7¥CPQHWP-3f38d17d

LUN ID = '21'

対応策 : なし。 システムをク リーンアップするため、 プロバイダを再起動し、 バッ クアップ ・ サーバー上の VSS ス
ナップシ ョ ッ ト ・ データベースからプロバイダ情報を削除してから、 EVA 上のスナップシ ョ ッ ト を削除します。 

プロバイダ ID を取得するため、 vssadmin list providers コマンドを使用します。 VSS スナップシ ョ ッ ト ・ デー

タベースのファイルの保存場所は、 レジス ト リ ・ エディ タで以下のレジス ト リ ・ キーの値を参照して確認するこ とが

できます。 
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥BackupRestore¥FilesNotToBackup¥VSS 
Service DB
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Control¥BackupRestore¥FilesNotToBackup¥VSS 
Service Alternate DB

• SolarisシステムでGUI の[バックアップ・システムを使用可能にしておく ]オプシ ョ ンまたはCLIのleave_enabled_bs

オプシ ョ ンを選択して HP StorageWorks Disk Array XP スプリ ッ ト ・ ミ ラー ・ バッ クアップ ・ セッシ ョ ンを開始し、

セッシ ョ ンの完了後に .omnirc ファイルの SSEA_MOUNT_PATH変数を変更した場合、 次回、 同じマウン ト ・ ポイン

トに対してスプリ ッ ト ・ ミ ラー ・ バッ クアップ ・ セッシ ョ ンまたはスプ リ ッ ト ・ ミ ラー復元セッシ ョ ンを実行する と

失敗します。

対応策 : セッシ ョ ンが失敗しないよ うにするため、 古いバッ クアップ ・ システム ・ マウン ト ・ ポイン ト を手動でアン

マウン ト してからセッシ ョ ンを ( 再 ) 起動します。

Volume Shadow Copy サービス

• SQLサーバーのオンライン時に master、modelおよびmsdb の各MSDE ラ イター・コンポーネン ト を復元するこ とができ

ません。 

• SQL サーバーのオフライン時に MSDE ライターを復元すると 、 以下のよう なメ ッ セージが出力されて復元が終了しま

す。

[重度 ] 場所 : OB2BAR@concord.ipr2.hermes.si "MSVSSW" 時間 : 8/7/2003 1:49:49 PM

Component 'master' reported: 'CSqlRestor::PrepareToRestore failed with HRESULT = 0x8000ffff'.

対応策 : なし。 この問題は、 今後提供される Microsoft Windows Server 2003 Service Pack で解消される予定です。

4.2.5 Data Protector 以外におけるレポート作成に関連する問題

• Outlook XP に 新のセキュ リ ティ ・ パッチをインス トールした場合、 送信方法と して電子メールを選択してレポート

をレポート ・ グループに追加してからレポート ・ グループを開始する と、 GUI がハングする という問題が発生します

(HSLco35048)。 この問題は、 通知を構成して送信方法に電子メールを選択した場合にも発生します。 また、 Outlook 
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2000 または Outlook 98 の 新のセキュ リ ティ ・ アップデート をインス トールした場合も同様です (Microsoft 
Knowledge Base の文書番号 「262617」、 「267319」、 「262700」 を参照 )。 このよ うな問題が発生するのは、 Outlook で

は電子メールによる通知を送信する前にユーザーとの対話が必要であるためです。 この機能は、 Outlook のセキュ リ

ティ ・ ポ リ シーの一部なので、 無効にするこ とはできません。 

対応策 : CLI からレポート を起動します。 警告メ ッセージが表示されたら、 [はい ] をク リ ッ ク して通知を受け取り

ます。 

セキュ リ ティの設定をカスタマイズする方法は、 「Outlook 電子メール ・ セキュ リ ティ ・ アップデートの管理者向け情

報」 (Microsoft Knowledge Base の文書番号 「263296」 ) を参照してください。

• オペレーティング ・ システムに関する制約事項のため、 ローカライズされた電子メールを使用してロケールが異なる

システム間で通知およびレポート作成を実行する と、 UNIX システムではそれらに含まれている国際文字が正し く表

示されません。

• Netscape Navigator で Web レポート を表示する場合に、ブラウザのウ ィンド ウのサイズを変更する と、新しい表示サイ

ズ内におさまるよ うにアプレッ トのサイズが調整されなくな り ます。

対応策 : Netscape Navigator を手動で起動して、 ウ ィンド ウを必要なサイズに変更してから WebReporting.html ファ イ

ルを開きます。

• HP-UX 11.00上でNetscape 7.0 と一緒にWeb レポート を使用した場合 (日本語のみ )、Scoping ペイン内でツ リーが正し く

表示されません。

• Data Protector レポート用に構成されていない Data Protector ク ラ イアン ト をバッ クアップする と、 レポートに、指定さ

れたネッ ト ワーク範囲のすべてのク ライアン トが表示されます。 他のサブネッ ト内の C ク ラス ・ ネッ ト ワークを指定

する と、 レポートの作成に大変な時間がかかるよ うになるこ とがあ り ます。

• Data Protector レポート を使用し、その出力形式が HTML の場合、UNICODE ファ イルが作成されます。旧いバージ ョ ン

のブラウザの中には (Internet Explorer 3.x など )、 ローカルで UNICODE ファイルを表示できないものがあ り ます。 た

だし、 同じファイルを同じブラウザで Web サーバーから表示した場合、 正し く表示されます。

4.2.6 その他の Data Protector 以外の問題

• UNIX システムに CIFS 共有をマウン トする と、 ディ レク ト リ ・ サイズが正し く認識されず、 その結果、 Data Protector

バッ クアップ統計情報でバッ クアップ ・ セッシ ョ ン終了時のバッ クアップ ・ サイズが正し く報告されなくな り ます。

Windows プラ ッ ト フォームと UNIX プラ ッ ト フォームの相互運用性の問題が原因です。

• 共有メモリ不足のため UNIX システムでバッ クアップが失敗し、 以下のエラー ・ メ ッセージが出力されるこ とがあ り

ます。

共有メモリ ・ プールを割り当てできません。 (IPC は共有メモリ ・ セグメン ト を作成できません。

システム ・エラー : [22] 引き数が無効です。

) => 中止しています

対応策 : 対応策はオペレーティング ・ システムによって異なり ます。 変更の適用後に、 システムを再起動する必要が

あ り ます。

HP-UX の場合

グローバル ・ オプシ ョ ン ・ ファ イル /opt/omni/.omnircで OB2SHMEM_IPCGLOBAL変数を 1 に設定します。

Solaris の場合

/etc/system ファ イルでカーネル ・ パラ メータを以下のよ うに設定します。
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set shmsys:shminfo_shmmax=4294967295
set shmsys:shminfo_shmmin=1
set shmsys:shminfo_shmmni=100
set shmsys:shminfo_shmseg=10
set semsys:seminfo_semmni=100
set semsys:seminfo_semmsl=100
set semsys:seminfo_semmns=256
set semsys:seminfo_semopm=100
set semsys:seminfo_semvmx=32767

問題が解決しない場合は、 パラ メータを増やすこ とができます。

SCO UnixWare の場合

scoadmin コマンドを使用して、 SHMMAX カーネル変数にもっと大きな値を設定します。 Data Protector における必要

小値は次の式を使用して算出するこ とができます。

SHMMAX の 小値 = (Disk Agent のバッファ数 * ブロ ッ ク ・ サイズ (KB) * 1024) + 16

Disk Agent のバッファ数やブロ ッ ク ・ サイズといった値は、 ターゲッ トのバッ クアップ ・ デバイスの [ 拡張オプシ ョ

ン ] ダイアログ ・ ボッ クスで入手できます。 SHMMAXには大き目の値を設定するこ とをお勧めします。

• IRIX 6.5 ディ スクを 2 番目の SCSI コン ト ローラに接続している場合、ディ スクのマウン ト検出時に問題が生じるこ と

があ り ます。

対応策 : ディ スク ・ イ メージ (raw ディ スク ) の復元を実行する前に、 ディ スクがマウン ト されていないこ とを確認し

て ください。

• Data Protector では、 ホス ト間の通信にホス ト名の解決を使用しています。 ホス ト名の解決は、 DNS サーバーを介して

または /etc/hosts や /etc/lmhosts ファ イルを介して行われます。 Windows ク ラ イアン トで DNS サービスが使

用できない場合または DNS サービスが正し く構成されていない場合には、

<%SystemRoot%>¥System32¥drivers¥etcディ レク ト リ内にある hosts (lmhosts) ファ イルを編集します。 IP
アドレスをホス ト名にマッピングする場合は hosts ファ イルを、 IP アドレスをコンピュータ (NetBIOS) 名にマッピ

ングする場合には lmhosts ファイルを使用します。 編集方法の詳細は、 この 2 つのファ イルの冒頭に記載されてい

ます。 編集し終わったら、 Data Protector GUI を終了し、 変更内容を適用するために再起動します。 Data Protector セル

の中では名称解決の整合性が取れているこ とを確認して ください。

• Windows 2000 GUI ク ライアン ト を Cell Manager に接続する と、次のエラー・ メ ッセージが出力されるこ とがあ り ます。

「Data Protector管理者によって、 ユーザー権限が Data Protector の機能にアクセスできないよ うに設定されてい

ます。 詳細は Data Protector管理者に問い合わせてください。」

原因と して、 システム名 ( ド メ インのサフ ィ ッ クスを含む ) が Windows 2000 システム上の 2 つの場所で設定される

こ と が考えら れます。 Windows 2000 GUI ク ラ イ アント の設定 ([システムのプロパティ ]->[ネッ ト ワーク ] タブ

->[プロパティ ]->[詳細 ]->[ このコンピュータのプライマリ DNSサフィ ックス ]および [ ローカル エリア接続プロパ

ティ ]->[TCP/IP]->[詳細 ]->[DNS] タブ ->[ この接続 DNSサフィ ックス ]) のホス ト名 ( 完全修飾名 ) が、 Data 
Protectorの[ユーザー]コンテキス トで定義されている名前とまった く同じもの (DNSサフ ィ ッ クスを含む )であるこ と

を確認してください。

• HP-UX 上の Secure Path の外部デバイスファイル名が、 再起動後に変更されているこ とがあ り ます。 この変更によっ

て、 ボ リ ューム ・ マネージャへのマッピングが変更されます。 バッ クアップ仕様内で指定されたデバイス ・ ファ イル

との相違によって、 raw デバイス ・ バッ クアップが失敗する可能性があ り ます。
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5  インストールの要件

この章では、 Cell Manager、 インス トール ・ サーバー、 ク ラ イアン トのインス トール要件について説明します。 また、

アップグレード要件についても説明します。

一般的なインス トール要件は、 以下のとおりです。

• 空き TCP/IP ポート : デフォルトでは 5555

• TCP/IP プロ ト コルがインス トールされ実行されているこ と。 このプロ ト コルによって、 Data Protector Cell におけるす

べてのホス ト名が解決できるこ と。 

5.1 Cell Manager の要件

Data Protector Cell Manager は、 NFS と してマウン ト されているファイルシステム上の IDB をサポート しません。

5.1.1 HP-UX 11.0/11.11/11.23

Cell Manager の 小要件は以下のとおりです。

• Cell Manager での 1 プロセス当たりのソフ ト ファ イルの上限が少なく と も 1024 に設定されているこ と。

• 256MB の RAM (512MB 推奨 )

並行バッ クアップを行うセッシ ョ ンに対して 40MB の RAM と 5 ～ 8MB のデータ ・ セグメン トが必要です。 つま り、

たとえば、 60 の並行バッ クアップ ・ セッシ ョ ンを実行する場合、 3GB の RAM と 512MB のデータ ・ セグメン トが必

要になり ます。

• 240MB のディ スク ・ スペース と、 バッ クアップするデータの約 2% のディ スク ・ スペース (IDB 用 )

• カーネル ・ パラ メータを以下のよ うに変更するこ と ( 推奨 )。

— maxdsiz( 大データ ・ セグメン ト ・ サイズ ) を 134,217,728 バイ ト (128MB) 以上に設定

— semmnu( セマフォ ・ アンド ゥ構造の数 ) を 256 以上に設定

上記の変更が完了したら、 カーネルを再コンパイルしてマシンを再ブート します。

5.1.2 Solaris 7/8/9

Cell Manager の 小要件は以下のとおりです。

• 256MB の RAM (512MB 推奨 )

並行バッ クアップを行うセッシ ョ ンに対して 40MB の RAM と 5 ～ 8MB のデータ ・ セグメン トが必要です。 つま り、

たとえば、 60 の並行バッ クアップ ・ セッシ ョ ンを実行する場合、 3GB の RAM と 512MB のデータ ・ セグメン トが必

要になり ます。

• 240MB のディ スク ・ スペース と、 バッ クアップするデータの約 2% のディ スク ・ スペース (IDB 用 )

• カーネル ・ パラ メータを以下の値に設定するこ と ( 推奨 ) 

SEMMNI ( システム全体におけるセマフォ ・ セッ トの 大数 ) = 100
SEMMNS ( システム上のセマフォの 大値 ) = 256

カーネルの変更を反映させるには、 システムを再起動する必要があ り ます。  
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5.1.3 Windows 2000/XP を実行するシステムの場合

Cell Manager の 小要件は以下のとおりです。

• 256MB の RAM (512MB 推奨 )。並行バッ クアップ・セッシ ョ ンごとに 40MB の RAM が必要です。つま り、たとえば、60

の並行バッ クアップ ・ セッシ ョ ンを実行する場合、 3GB の RAM が必要になり ます。

• Windows 2000 Service Pack 3 以降

• Windows XP Professional Service Pack 1、 Service Pack 2

• 190MB のディ スク ・ スペース と、 バッ クアップするデータの約 2% のディ スク ・ スペース (IDB 用 )

• システム ・ ド ラ イブ上の必要ディ スク ・ スペース : 2 × < インス トールする 大パッケージのサイズ > + 5MB

• Microsoft Internet Explorer 5.x 以降

5.1.4 Windows Server 2003 (32 ビッ ト )

Cell Manager の 小要件は以下のとおりです。

• 256MB の RAM (512MB 推奨 )。並行バッ クアップ・セッシ ョ ンごとに 40MB の RAM が必要です。つま り、たとえば、60

の並行バッ クアップ ・ セッシ ョ ンを実行する場合、 3GB の RAM が必要になり ます。

• 190MB のディ スク ・ スペース と、 バッ クアップするデータの約 2% のディ スク ・ スペース (IDB 用 )

• システム ・ ド ラ イブ上の必要ディ スク ・ スペース :2 × < インス トールする 大パッケージのサイズ > + 5MB

• Microsoft Internet Explorer 5.x 以降

5.2 インストール ・サーバーの要件

5.2.1 HP-UX システム

インス トール ・ サーバーの 小要件は以下のとおりです。

• 64MB の RAM

• 512MB のディ スク ・ スペース

5.2.2 Solaris 7/8/9

インス トール ・ サーバーの 小要件は以下のとおりです。

• 64MB の RAM

• 512MB のディ スク ・ スペース

5.2.3 Windows 2000/XP

インス トール ・ サーバーの 小要件は以下のとおりです。

• 64MB の RAM (Windows 2000 Professional)

• 250MB のディ スク ・ スペース
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• Microsoft Windows 2000 Service Pack 3 以降

• Windows XP Professional Service Pack 1、 Service Pack 2

• Microsoft Internet Explorer 5.x 以降

5.2.4 Windows Server 2003 (32 ビッ ト )

インス トール ・ サーバーの 小要件は以下のとおりです。

• 64MB の RAM

• 250MB のディ スク ・ スペース

• Microsoft Internet Explorer 5.x 以降

5.3 クライアン ト ・ システムに対する要件

5.3.1 UNIX システム

UNIX ユーザー ・ インタフェースのインス トールと ク ラ イアン ト上でのリモート ・ インス トールに関する要件は、 以下の

とおりです。

• Netscape Navigator 4.7.x、Netscape Navigator 7.0、または Mozilla 1.4(UNIX 上で Data Protector オンライン ・ヘルプの表示

用 )

• inetdデーモンが稼動しているこ と

Web ブラウザは、 Data Protector と同じアカウン トで実行できなければなり ません。

Data Protector UNIX ク ラ イアン トに関するディ スク ・ スペースおよび RAM の要件

各種の Data Protector ク ラ イアン トにおけるディ スク ・ スペースおよび RAM の 小要件は、 以下の表のとおりです。

ク ライアン ト ・ システム RAM (MB) ディ スク ・ スペース (MB)

ユーザー ・ インタフェースa

a. マニュアル (.pdf ファ イル、 55MB) を含みます。

256b

b. GUI システムのメモ リ要件は、 同時に表示する必要がある要素の数によって大幅に異なり ます。 この考慮事項に

ついては、 実際に表示する際の 低限の状況 ( たとえば、 1 つのディ レク ト リ を展開するなど ) を想定します。

すべてのディ レク ト リ を展開した状態で表示したいのでなければ、 ク ラ イアン ト上のディ レク ト リおよびファイ

ルの名前の合計数について考慮する必要はあ り ません。 2MB のメモ リがあれば 1000 の要素 ( ディレク ト リ また

はファ イルの名前 ) を表示するこ とができ、 基本メモ リ と しては約 50MB が必要であるこ とが確認されていま

す。 したがって、 大数のファイル名を表示するためには 256MB の RAM があれば十分です。

150c

c. このディ スク ・ スペースに関しては、 ページ ・ ファ イルだけは物理メモ リの約 3 倍のサイズまで増加できるよ う

にしなければならないこ とを留意しておいてください。

Disk Agent 64(128 推奨 ) 10

Media Agent 64(128 推奨 ) 20

統合ソフ ト ウェア ・ モジュール 64(128 推奨 ) 20
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表中の数値はエージェン ト側のみに関する要件です。 たとえば、 「ディ スク ・ スペース」 欄の数値には、 OS、 ページ ・

ファ イル、 またはその他のアプリ ケーシ ョ ンに割り当てるディ スク ・ スペースのサイズは含まれていません。

Data Protector A.05.50 HP-UX および Solaris GUI は Windows エミ ュレーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアに基づく ものであるため、

高度なグラフ ィ ッ ク処理能力を必要と します。 強力なグラフ ィ クス機能を備えた ミ ッ ドレンジ ( またはそれ以上の ) ワー

クステーシ ョ ンを使用するよ うにお勧めします。 ダイヤルアップ回線でのご使用には適していません。

HP-UX システム

リモートからインス トールまたはアップグレードする場合、 /tmp フォルダにはインス トールするパッケージの 大サイ

ズよ り も大きな空きディ スク ・ スペースがなければなり ません。

Solaris システム

Media Agent をインス トールする際には、 /etc/system ファイルに次のエン ト リーがあるこ とを確認して ください。

set semsys:seminfo semmni=100

リモートからインス トールまたはアップグレードする場合、 /tmp フォルダおよび /var/tmp フォルダにはインス トール

するパッケージの 大サイズよ り も大きな空きディ スク ・ スペースがなければなり ません。

Solar のインス トール CD-ROM は pkg ス ト リーム形式です。 標準の tar ユーティ リティでは認識されません。 Solaris ク ラ

イアン トのローカル ・ インス トール / アップグレードに、 Solaris ではなく HP-UX のインス トール CD-ROM を使用しなけ

ればならないのはこのためです。

5.3.2 Windows システム

ク ライアン トにおける Windows ユーザー ・ インタフェースのインス トールおよびリモート ・ インス トールに関する要件

は以下のとおりです。

• Microsoft Windows 2000 Service Pack 2 以降

• Windows XP Professional Service Pack 1、 Service Pack 2

• Microsoft Internet Explorer 5.0 以降がシステムにインス トールされているこ と

Data Protector Windows ク ライアン トにおけるディ スク ・ スペースおよび RAM の要件は、 以下の表のとおりです。 

ク ライアン ト ・ システム RAM (MB) ディ スク ・ スペース (MB)

ユーザー ・ インタフェースa

a. マニュアル (.pdf ファ イル、 55MB) を含みます。

256b

b. GUI システムのメモ リ要件は、 同時に表示する必要がある要素の数によって大幅に異なり ます。 この考慮事項に

ついては、 実際に表示する際の 低限の状況 ( たとえば、 1 つのディ レク ト リ を展開するなど ) を想定します。

すべてのディ レク ト リ を展開した状態で表示したいのでなければ、 ク ラ イアン ト上のディ レク ト リおよびファイ
ルの名前の合計数について考慮する必要はあ り ません。 2MB のメモ リがあれば 1000 の要素 ( ディレク ト リ また

はファ イルの名前 ) を表示するこ とができ、 基本メモ リ と しては約 50MB が必要であるこ とが確認されていま

す。 したがって、 大数のファイル名を表示するためには 256MB の RAM があれば十分です。

100c

c. このディ スク ・ スペースに関しては、 ページ ・ ファ イルだけは物理メモ リの約 3 倍のサイズまで増加できるよ う

にしなければならないこ とを留意しておいてください。

Disk Agent 64(128 推奨 ) 10

Media Agent 64(128 推奨 ) 20

統合ソフ ト ウェア ・ モジュール 64(128 推奨 ) 20
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表中の数値はエージェン ト側のみに関する要件です。 たとえば、 「ディ スク ・ スペース」 欄の数値には、 OS、 ページ ・

ファ イル、 またはその他のアプリ ケーシ ョ ンに割り当てるディ スク ・ スペースのサイズは含まれていません。

5.4 Java Web レポート

Java VM 1.1 以降をシステムにインス トールし、 Web ブラウザで有効にする必要があ り ます。 サポート されているブラウ

ザは、 Netscape Navigator 4.7.x、 Netscape 7.x、 および Microsoft Internet Explorer 5.0 Service Pack 1 以降です。 

Internet Explorer ブラウザおよび Netscape Navigator ブラウザ用の Java VM プラグインは http://java.sun.com/products/plugin/
からダウンロードするこ とができます。

5.5 Novell NetWare

• Data Protector セルの一部となる Novel システムには TCP/IP バージ ョ ン 3.1 以降をインス トールする必要があ り ます。

• Novell NetWare 5.1 には Support Pack 5 以降、Novell NetWare 6.0 には Support Pack 4 以降、Novell Netware 6.5 には Support 

Pack 1 以降をインス トールする必要があ り ます。

5.6 ローカル ・ クライアン ト ・ インストール

UNIX ク ラ イアン トは、 インス トール ・ スク リプ ト omnisetup.sh を使用してローカルにインス トールします。 UNIX ク

ラ イアン トは、 HP-UX インス トール ・ サーバー インス トール CD-ROM からローカルでインス トールし、 自動化された

手順で Cell Manager にインポートするこ とができます。

インス トールの手順については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド  』 を参照

してください。

MPE/iX、 Novell NetWare、 および OpenVMS ク ライアン トは、 ローカルでのみインス トールするこ とができます。 リモー

ト ・ インス トールはサポート されていません。

5.7 アップグレード

前身である OmniBack II リ リース A.04.10 から、 また、 Data Protector A.05.00 および A.05.10 から Data Protector A.05.50 へ

アップグレードする場合の手順については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ

ド  』 を参照してください。 上記以前のバージ ョ ンからアップグレードするには、 OmniBack II A.04.10 にアップグレード

してから、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド  』 に記載されている手順に従っ

て Data Protector A.05.50 にアップグレードする必要があ り ます。

Solaris システムの場合、 Data Protector A.05.00 および Data Protector A.05.10 から Data Protector A.05.50 へワンステップで

アップグレードを実行するこ とができます。 

HP-UX を 10.20 から 11.x へアップグレードする と同時に OmniBack II から Data Protector へアップグレードする場合には、

OmniBack II を削除してからオペレーティング ・ システムをアップグレード して、 Data Protector A.05.50 をインス トールし

ます。

5.8 Windows Server 2003 の Data Protector サービスに関する要件

Data Protector では、 OmniInet - Client バッ クアップ ・ サービス、 CRS - Cell Server サービス、 および RDS - Cell Server 
Database サービス という 3 つのサービスを使用します。 デフォルトでは、 OmniInet および RDS サービスはローカル ・ シ

ステム ・ アカウン ト下で実行され、 CRS サービスは管理者のアカウン ト下で実行されます。

http://java.sun.com/products/plugin/
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いずれのサービスのアカウン ト情報も変更可能です。 ただし、 新しいアカウン トは以下の 低条件を満たしている必要が

あ り ます。

5.9 %systemroot%¥system32 フォルダにインストールされるファイル

以下のファイルは、 Windows システムの system32 フォルダに格納されます ( 選択したコンポーネン トによって異なります )。

BrandChgUni.dll  これは、 リ ソース ・ ラ イブラ リです。 このライブラ リは内部使用されるだけですが、 レジス ト リ

設定へのパスを含んでいるので、 統合ソフ ト ウェアのライブラ リからアクセスできる既定の場所

に格納する必要があ り ます。

libarm32.dll  これは、 ARM インス トルメン ト用の NULL の共有ライブラ リです。 代わりにサードパーティ製の

モニタ リ ング ・ ソフ ト ウェアを使用するこ と もできます。

ob2informix.dll  このライブラ リは、 Informix データベースとの統合に使用されます。

orasbt.dll  このライブラ リは、 Oracle データベースとの統合に使用されます。

snmpOB2.dll  このライブラ リは、 システム SNMP ト ラ ップの実装に使用されます。

サービス リ ソース サービスによって必要と

される 低限のリ ソー

ス ・ パーミ ッシ ョ ン

RDS <Data_Protector_home>¥db40
HKLM¥SOFTWARE¥Hewlett-Packard¥OpenView¥OmnibackII

フル ・ アクセス

読み取り

CRS <Data_Protector_home>

HKLM¥SOFTWARE¥Hewlett-Packard¥OpenView¥OmnibackII
フル ・ アクセス

フル ・ アクセス

OmniInet バッ クアップおよび復元

所有権の取得

-
-
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6  必要なパッチ

Data Protector のパッ チに関する 新情報は、 http://support.openview.hp.com/support.jsp を参照してく ださい。 Windows を実行

しているシステムに関しては、 新の Microsoft Windows Service Pack については Microsoft 社までお問い合わせく ださい。 

HP-UX オペレーティ ング・ システムを実行しているシステムに関しては、

http://www.software.hp.com/SUPPORT_PLUS/qpk.html で 新のパッ チに関する情報を確認するか、 レスポンス・ センタに

新のパッ チ番号をお問い合わせく ださい。 サポート へのお問い合わせの前に、 新のパッ チをインスト ールしてく ださい。

記載されているパッチは、 新しいパッチに更新されている場合があ り ます。

HP-UX 用と して配布される Extension Software Package を定期的にインス トールするこ とをお勧めします。 これは推奨さ

れるパッチを集めたものであ り、 その一部を以下に列挙します。 HP-UX Extension Software Package の現行バージ ョ ンにつ

いては当社のサポート担当にお問い合わせください。

6.1 Data Protector で必要とされる HP-UX 11.00 のシステム ・パッチ

Data Protector では以下の HP-UX 11.00 パッチ ・ バンドルが必要です。

上の表のパッチ ・ バンドルに加えて、 Data Protector では以下にあげる HP-UX 11.00 の個別のパッチをお勧めします。

サービス ・ パッ ク バンドル名 説明

SP58-11.00( 以降 ) QPK1100 HP-UX 11.00 の現在のパッチ ・ バンドル

パッチ名 ハード ウェア ・ プラ ッ ト フォーム 説明

PHCO_25707 s700_800 libc 累積パッチ

PHKL_22170 s700_800 JFS 3.3 mount(2), umount & fs_size の修正パッチ

PHKL_25613 s700_800 IDS/9000; ファ イル / ソケッ ト関連のシステムコール

PHNE_26551 s700_800 HyperFabric B.11.00.0[0-12] 累積パッチ

PHSS_14982 s700_800 PDCINFO パッチ ・ バージ ョ ン A.02.24

PHSS_17496 s700_800 C.11.0[0,a-m] 予防累積パッチ

PHSS_26262 s700_800 ld(1) およびリ ンカー ・ ツール累積パッチ

PHSS_26270 s700_800 MC/SG & SG-OPS 版 A.11.12

PHSS_26338 s700_800 MC/SG & SG-OPS 版 A.11.09

http://support.openview.hp.com/support.jsp
http://www.software.hp.com/SUPPORT_PLUS/qpk.html
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6.2 Data Protector で必要とされる HP-UX 11.11 のシステム ・パッチ

Data Protector では以下の HP-UX 11.11 パッチ ・ バンドルが必要です。

以下にあげる HP-UX 11.11 の個別のパッチを Data Protector システムにインス トールするよ うお勧めします。

6.3 HP-UX 上の Data Protector GUI に対するシステム ・パッチ

Data Protector GUI ク ライアン トに対しては、 以下にあげる HP-UX の個別のパッチを強くお勧めします。

サービス ・ パッ ク バンドル名 説明

SP0206-11.11( 以降 ) GOLDQPK11i HP-UX 11.11 の現在のパッチ ・ バンドル

SP0206-11.11( 以降 ) HWEnable11i 必要と されるハード ウェア有効化のためのパッチ

パッチ名 ハード ウェア ・ プラ ッ ト フォーム 説明

PHCO_27408 s700_800 LVM コマンド累積パッチ

PHKL_26785 s700_800 SCSI テープ (stape) 累積パッチ

新を使用 s700_800 使用バージ ョ ンに対する MC/Service Guard のパッチ

パッチ名 ハード ウェア ・

プラ ッ ト フォーム

オペレーティング ・

システム

説明

PHCO_25707 s700_800 11.00 libc 累積パッチ

PHKL_27351 s700_800 11.00 creat(2) ENOENT, syscall, signal, umask

PHKL_27364 s700_800 11.00 Probe,IDDS,PM,VM,PA-8700,asyncio,T600,Hang

PHNE_26387 s700_800 11.00 ONC/NFS 一般リ リース / 性能向上パッチ

PHSS_26262 s700_800 11.00 ld(1) およびリ ンカー ・ ツール累積パッチ
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6.4 MPE/iX システムで必要なシステム ・パッチ

6.5 Data Protector で必要な Solaris システムのパッチ

Solaris 上の Data Protector GUI では、 Solaris 7 で推奨されるパッチ ・ ク ラスタが必要です。

オペレーティング ・ システムのパッチ : Sun Microsystems の提供する 新のカーネル ・ パッチをご使用ください。 Sun に
よるパッチ情報は、 http://sunsolve.sun.com で提供されています。

Data Protector の GUI を使用する場合は、 次のパッチが必要です。

6.6 Data Protector で必要な Novell NetWare のパッチ

Novell NetWare ク ラ イアン ト上では推奨される 新のパッチをご使用ください。

• 新のファイルシステム ・ パッチ (NSS)

• TSAx.NLM のパッチ

• 新の Support Pack

Novell NetWare の Web ページ (http://support.novell.com) でパッチ情報をご確認ください。

オペレーティング ・ システム 説明

MPE/iX 6.0 システム PowerPatch II、 TurboStore/iX 用パッチ MPELXC2C (C.60.23)

MPE/iX 6.5 システム PowerPatch I、 TurboStore/iX 用パッチ MPELXG2A (C.65.13)

MPE/iX 7.0 システム PowerPatch I

OS バージ ョ ン パッチ 説明

Solaris 7 106327-20 SunOS 7 の C++ 用 32 ビッ ト共有ライブラ リ ・ パッチ

Solaris 8 108434-13 SunOS 8 の C++ 用 32 ビッ ト共有ライブラ リ ・ パッチ

Solaris 8 108773-18 SunOS 8 用 IIIM および X 入出力メ ソ ッ ド ・ パッチ

http://sunsolve.sun.com
http://support.novell.com
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7  Data Protector A.05.50 で廃止されたプラッ ト フォーム、 統合
ソフ トウェア、 およびメディア ・ サポート
サポート 対象のプラッ ト フォームの関連バージョ ン情報については、 サポート 一覧 ( 付録 B を参照 ) に記載してあり ます。

この章で提供される情報は、 利便性を目的と したものであ り、 必ずしもすべての事項が記載されているわけではないので

ご注意ください。

7.1 廃止されたクライアン ト

Data Protector A.05.50 では、 以下のク ライアン トがサポート対象から除外されました。

• HP-UX 11.22

• Red Hat Linux 6.x、 7.0、 7.x

• SuSE Linux 6.x、 7.x

• Windows NT 4.0

• Windows 98

• Novell NetWare 4.2

7.2 廃止された統合ソフ トウェア

Data Protector A.05.50 では、 以下の統合ソフ ト ウェアがサポート対象から除外されました。

• Informix IDS、 バージ ョ ン 7.24、 7.30、 9.20 

• Informix XPS、 バージ ョ ン 8.30、 8.32

• IBM DB2 7.2

7.3 カート リ ッジ ・ メモリ ・ サポートの廃止

Data Protector A.05.50 では、 カート リ ッジ ・ メモ リがサポート対象から除外されました。
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8  Data Protector のドキュメン ト

8.1 ドキュ メン トの保存場所

Data Protector のマニュアルは、 印刷形式と PDF 形式で提供されています。 PDF ファイルは、 Data Protector のセッ ト アッ

プ手順の途中で、 User Interface コンポーネン ト (Windows の場合 ) または OB2-DOCS コンポーネン ト (UNIX の場合 )
を選択してインス トールします。 インス トールされたマニュアルは、 <Data_Protector_home>¥docsディ レク ト リ

(Windows の場合 ) または /opt/omni/doc/ja/ディ レク ト リ (UNIX の場合 ) に存在します。 Data Protector のサポート対

象は、 上記保存場所のサブディ レク ト リ support_matricesに保存されています。 PDF 形式のマニュアルは、

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ ( 英語版 )、 http://www.hp.com/jp/manual/ ( 日本語版 ) でも見るこ とができます。

さ らに、 以下の情報が提供されています。

• IDB のサイズ予測用のスプレッ ドシート (IDB_capacity_planning.xls)。

Acrobat Reader ソフ ト ウェアの 新版は、 http://www.adobe.com から入手できます。

8.2 印刷版ドキュメン ト

Data Protector の印刷版ドキュ メン トは、 以下のマニュアルで構成されています。

HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド

このマニュアルでは、 デバイスの構成、 メディア管理、 バッ クアップの構成、 データの復元など、 バッ クアップ管理者が

行う一般的な構成および管理作業を説明しています。

HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド

このマニュアルでは、 Data Protector ソフ ト ウェアのインス トール方法をオペレーティング ・ システムおよび環境のアー

キテクチャごとに説明しています。 また、 Data Protector のアップグレード方法や、 環境に適したライセンスの取得方法

についても説明しています。

HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド

このマニュアルでは、 Data Protector を使用してさまざまなデータベースやアプリ ケーシ ョ ンをバッ クアップおよび復元

する方法を説明しています。 このマニュアルには、 以下の 4 つのバージ ョ ンがあ り ます。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Microsoft アプリ ケーシ ョ ン : SQL Server 7/2000、

Exchange Server 5.x、 Exchange Server 2000/2003、 Volume Shadow Copy Service』

このマニュアルでは、 Microsoft アプリ ケーシ ョ ン (Microsoft SQL Server 7/2000、 Microsoft Exchange Server 5.x、
Microsoft Exchange Server 2000/2003、 および Volume Shadow Copy Service など ) との統合について説明しています。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Oracle、 SAP』

このマニュアルでは、 Oracle、 SAP R3、 および SAP DB 用の統合ソフ ト ウェアについて説明しています。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - IBM アプリ ケーシ ョ ン : Informix、 DB2、 Lotus 

Notes/Domino』

このマニュアルでは、 IBM DB2 および Lotus Notes/Domino などの IBM アプリ ケーシ ョ ンとの統合について説明して

います。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/
http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/
http://www.adobe.com
http://www.hp.com/jp/manual/
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• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Sybase、 Network Node Manager、 Network Data 

Management Protocol』

このマニュアルでは、 Sybase、 Network Node Manager、 および Network Data Management Protocol の統合について説明

しています。

『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト ・ ガイ ド』

このマニュアルでは、 Data Protector の概念および背景情報について説明しています。 このマニュアルは、 個々の作業に

ついて説明している 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 と併せて使用します。

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ コンセプ ト  ガイ ド』

このマニュアルでは、 Data Protector のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップと インスタン ト ・ リ カバリの概念、 および

Data Protector がゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ環境で動作する仕組みについて説明しています。 このマニュアルは、

個々の作業について説明している 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ 管理者ガイ ド』 お

よび 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ インテグレーシ ョ ン ガイ ド』 と併せて使用し

ます。

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ 管理者ガイ ド』

このマニュアルでは、HP StorageWorks Virtual Array、HP StorageWorks Enterprise Virtual Array、EMC Symmetrix Remote Data 
Facility と TimeFinder、 および HP StorageWorks Disk Array XP で Data Protector の統合ソフ ト ウェアを構成および使用する

方法について説明しています。

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ インテグレーシ ョ ン ガイ ド』

このマニュアルでは、 Data Protector を構成および使用して、 Oracle、 SAP R/3、 Microsoft Exchange、 および Microsoft SQL
データベースのゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ、 インスタン ト ・ リ カバリ、 および標準の復元を行う方法について説

明しています。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView』

このマニュアルでは、 Data Protector と HP OpenView Service Information Portal、 HP OpenView Service Desk、 および HP 
OpenView Reporter との統合ソフ ト ウェアのインス トール、 構成、 および使用方法について説明しています。 これはバッ

クアップ管理者用です。 こ こでは、 OpenView アプリ ケーシ ョ ンを使用して Data Protector サービスを管理する方法につい

て説明しています。

『HP OpenView Storage Data Protector MPE/iX System User Guide』

このマニュアルでは、 MPE/iX ク ライアン トのインス トールおよび構成方法と、 MPE/iX データのバッ クアップおよび復

元方法について説明しています。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView Operations』

このマニュアルでは、 HP OpenView Operations (OVO)、 HP OpenView Service Navigator、 HP OpenView Performance (OVP) に
よる Data Protector 環境の安定性とパフォーマンスの監視および管理方法について説明しています。

『HP OpenView Storage Data Protector ソフ ト ウェア リ リース  ノート 』

このマニュアルでは、 HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 の新機能を説明しています。 また、 サポート対象の構成

( デバイス、 プラ ッ ト フォーム、 オンライン ・ データベースの統合、 SAN、 ZDB)、 必要なパッチ、 制限事項、 既知の問題

と対応策についても説明しています。 サポート対象の構成の 新情報については、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照してください。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html


Data Protector A.05.50 リ リース ノート

63

8.3 オンライン ・ ヘルプ

Data Protector では、 Windows および UNIX プラ ッ ト フォームに対して、 さまざまな状況に即応できるヘルプ (F1) と、 ヘ

ルプ ・ ト ピッ クが提供されています。

8.4 日本語化

Data Protector は日本語およびフランス語にローカライズされています。 

以下のマニュアルが日本語化されています。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガイ ド』

• 『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト ・ ガイ ド』

• 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Microsoft アプリ ケーシ ョ ン : SQL Server 7/2000、

Exchange Server 5.x、 Exchange Server 2000/2003、 Volume Shadow Copy Service』

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Oracle、 SAP』

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - IBM アプリ ケーシ ョ ン : Informix、 DB2、 Lotus 

Notes/Domino』

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Sybase、 Network Node Manager、 Network Data 

Management Protocol』

• 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ コンセプ ト  ガイ ド』

• 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ 管理者ガイ ド』

• 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ インテグレーシ ョ ン ガイ ド』

• 『HP OpenView Storage Data Protector ソフ ト ウェア リ リース  ノート 』

以下のマニュアルがフランス語化されています。

• 『HP OpenView Storage Data Protector Installation and Licensing Guide』

• 『HP OpenView Storage Data Protector Concept Guide』
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付録 A: Data Protector A.05.50 の拡張機能および解決済み不具合のリ

スト

A.1 実装済みの拡張機能一覧

CR ID タイ トル

QXCR1000110730 SQL データベース復元内の新しい場所に対応する論理ファ イルを追加。

QXCR1000112891 メディアの自動コピーのコピーを異なる メディア ・ プールに格納。

QXCR1000100878 brarchive -b によるバッ クアップが失敗。

QXCR1000112123 BMA から BSM に送信されるカタログ ・ データの送信前圧縮。

QXCR1000100786 DRTape 対応デバイスの検出。

QXCR1000101817 Netware 用の Groupwise サポート。

QXCR1000112440 GUI リ フレッシュ間隔 / アルゴ リズムの変更。

QXCR1000100392 NDMP/ACSLS MA 実装。

QXCR1000111710 Omniback で、 ク リーニング ・ テープ以外をク リーニング ・ スロ ッ トに挿入許可。

QXCR1000111709 Omniback で、 テープをブランク と してマーク。

QXCR1000101451 Linux への DB2 のポーティング。

QXCR1000101450 Windows への DB2 のポーティング。

QXCR1000101291 Linux-IA64 上の DP 5.1 Oracle 用統合ソフ ト ウェアのポーティング。

QXCR1000101293 HP-UX IA-64 上の DP 5.1 SAP 用統合ソフ ト ウェアのポーティング。

QXCR1000101292 Linux-IA64 上の DP 5.1 SAP 用統合ソフ ト ウェアのポーティング。

QXCR1000102169 HP-UX 11.23 への Informix 用統合ソフ ト ウェアのポーティング。

QXCR1000112896 セッシ ョ ンベースのコピー機能に対する要求。

QXCR1000111774 「デバイス B3L1T3 に復元する メディアはこれ以上あ り ません」 で復元が失敗。

QXCR1000112197 SSEA、 手動負荷調整 FC が XP にリ ンク。

QXCR1000100745 Volsafe メディア用のサポート。

QXCR1000101480 2 つの新しいメディアの種類。 3592 および SuperAIT。
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A.2 解決済みの不具合一覧

QXCR1000112905 UDC: CRC パフォーマンス改善要求。

QXCR1000111794 復元用の SAP アーカイブ ・ ログの一括選択ができない。

QXCR1000112892 raw ディ スクの論理デバイス対応要求。

CR ID タイ トル

QXCR1000111422 [12:8302] Oracle8 データベース ・ サーバーへ接続できない。

QXCR1000100859 アップグレード後、 "Archive Python" DDS ド ライブが機能しない。

QXCR1000102220 パッケージ名を使ってのバッ クアップ時の 「コマンド ・ デバイスが見つかり ません」。

QXCR1000098733 ラ イブラ リの割当失敗の内部エラー。 内部エラー dba xx

QXCR1000113275 "logger & find" コマンド使用時の 「見つかり ません」。

QXCR1000100599 .util HOSTNAME が /etc/hosts env を適切に処理しない - ク ローズ済み。

QXCR1000101324 /sbin/init.d/omni スク リプ トが /etc/rc.config.d/omni の設定を無視する。

QXCR1000102296 [12:10900] 詳細カタログ ・ データベースの内部エラー - ク ローズ済み。

QXCR1000102040 [12:5] 内部エラー ("ma/xma/mma.c /main/dp51/16":822)

QXCR1000111295 [61:3003]"noname" という名前のモニターへの接続が切断された。

QXCR1000102404 [ 重要 ] 場所 : SSEA...[225:1012] すべての LDEV に対するペアを取得できない。

QXCR1000100998 [ 重度 ] 場所 : BSM@ ...OB2BAR バッ クアップ DA から予期しないクローズの受け取り 。

QXCR1000100731 [ 重度 ] 場所 : OB2BAR@<r2> .. ディ スク ・ レベルの解決に失敗 ( エラー =-14)。

QXCR1000110666 [ 重度 ] 場所 : SSEA@phxito02 .../ オブジェク トのファイルシステムがマウン ト されない。

QXCR1000101019 [ 重度 ] 場所 : SYMA@<r2host>... ボリ ューム・ グループをアクティ ブ化できない。

QXCR1000099418 [SseXPairVolStat] pairvolstat が失敗 !RAID 内にそのよう な LDEV は存在しない。

QXCR1000103335 200108915 - リ カバリ ・ カタログ ・ データベースのインポートに失敗。

QXCR1000102482 200109376 - 不明なデバイス。 サポート されるデバイスの一覧表のチェッ ク。

QXCR1000103387 200111017 - SAP 構成ファイルの読み込み時に GUI がク ラ ッシュする。

CR ID タイ トル
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QXCR1000103674 200112026 - -version を指定しても util_orarest セグメンテーシ ョ ンに失敗。

QXCR1000094841 3100380617 envode -r -p および -r -l の方法。

QXCR1000102241 3203789727 - ob2rman.exe インポート カタログ grep のミ スコーディング

QXCR1000101634 32 ビッ ト UID/GID が復元で 16 ビッ トに切り捨てられる。

QXCR1000103296 4000049621 - SSH の構成後、 ク ラ インアン ト を追加できない。

QXCR1000100602 4000050470 - 復元用のテープをインポートできない。

QXCR1000100458 4000052020 - ob2rman.exe に問題がある。

QXCR1000101034 4000052026 - VxFS ファ イルシステムのオプシ ョ ンを取得できない ([25] タイプライター

ではない )。

QXCR1000100411 4000053791 - omnidb が常に終了コード 3 を返す。

QXCR1000100598 4000055556 - writedb が完了できない。

QXCR1000101328 4000057202 - bsm がと きどき停止する。

QXCR1000100710 4000058143 - ob2rman.exe が誤った ORACLE_SID をバッ クアップする。

QXCR1000101117 4000058398 - 時間列のオプシ ョ ンがスケジュール ・ オプシ ョ ンで使用できない。

QXCR1000100680 4000059542 - omnidbutil に CS API はすでに初期化済みを受け取る。

QXCR1000101400 4000061087 - DB バッ クアップは完了するが、 omnidbcheck によ り破損が報告される。

QXCR1000100837 4000061276 - Mount.sh スク リプ ト を使わずに復元する。

QXCR1000100987 4000061733 - [ スケジュール ] タブの週の文字が正し くない。

QXCR1000101239 4000062021 - 実行後スク リプ トが動作しない。

QXCR1000101257 4000062781 - NT 用の NSMbb52064 が必要。

QXCR1000100989 4000062957 - GUI Oracle 復元でいくつかのテーブルスペース内のデータファ イルが表示さ

れる。

QXCR1000101027 4000062970 - 中止した復元が停止しない。

QXCR1000101112 4000063057 - DB2/DP 用統合ソフ ト ウェアに関するパフォーマンスが低い。

QXCR1000101071 4000064437 - syb_tool が頻繁にコア ・ ダンプする。

CR ID タイ トル
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QXCR1000101304 4000064972 - GUI を使った場合に MSSQL barlist のパラレル ・ ス ト リームが誤って設定さ

れる。

QXCR1000101130 4000065063 - omniamo がすべてのデータベース用統合ソフ ト ウェアに対して機能しない。

QXCR1000101194 4000065493 - NSMbb53440 からの syb_tool に 2 つの問題がある。

QXCR1000101369 4000065536 - Linux MA が UX ライセンスを要求した。

QXCR1000101353 4000065737 - NT 上の bma は、 テープ ・ ド ライブのク リーニングが必要である と常に認識

する。

QXCR1000101170 4000065972 - vbda のパフォーマンスが低く、 サイズが不正である。

QXCR1000101384 4000066280 - OB2_ConnectCsa: CsaInit(x.y.z) が失敗した。 エラー : [12:1602]

QXCR1000101478 4000066324 - [90:180] メディアを リ ワインドできない ( 詳細は不明 )。

QXCR1000101433 4000066727 - バッ クアップ中のエラー 61:4039

QXCR1000101354 4000067624 - A.05.10 に 32 ビッ ト liboracle8.a ライブラ リがない。

QXCR1000102137 4000068819 - コマンド ・ デバイスが見つからない。

QXCR1000102281 4000069381 - 仮想ではなく、 物理ホス トの Oracle8 config ファイルが参照される。

QXCR1000103175 4000070200 - omnidb -sess -cat で表示されるエン ト リが多すぎる。

QXCR1000101951 4000070305 - Sybase データベースのバッ クアップが失敗しても、 セッシ ョ ンはエラーな

しで完了する。

QXCR1000102878 4000070647 - DR 復元後、 ロング ・ ネームとシ ョートネームが一致しない。

QXCR1000102059 4000070675 - util_oracle8.exe スク リプ トが Oracle プログラムでハングする。

QXCR1000101871 4000070953 - スペースが含まれるレポート を作成する と、 ポップアップで警告メ ッセー

ジが表示される。

QXCR1000102247 4000071210 - 復元中、 ディ レク ト リが不適切にスキップされる。

QXCR1000102354 4000071809 - [61:1005] jptyms04 の BMA から予期しないクローズを受け取る。

QXCR1000102014 4000072164 - オブジェク トのデータ形式が長い形式。

QXCR1000102035 4000072741 - omnidbrestore: -autorecover オプシ ョ ンで不正なオプシ ョ ンが生成される。

QXCR1000102217 4000073285 - "-" ( ダッシュ ) で始まるユーザー ID によって問題が発生する。

QXCR1000099091 スケジュールを変更して保存する機能。

CR ID タイ トル
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QXCR1000111477 統合ソフ ト ウェア ・ ク ライアン ト と接続する Omniback にタイムアウ ト を追加。

QXCR1000100727 ADIC ラ イブラ リが、 コピー後またはバッ クアップ後にテープをアンロード しない。

QXCR1000101274 『管理者ガイ ド  5.0』 でファ イアウォールの例 4 の内容に矛盾がある。

QXCR1000112637 『管理者ガイ ド』 を完全にする必要がある。

QXCR1000101305 SQL SP3 適用後、 デフォルト ・ インスタンスが表示されなくなる。

QXCR1000100681 OmniBack NDMP テープを OB DB に 1 つずつインポート した後、 復元が失敗する。

QXCR1000101172 バッ クアップ仕様内のすべてのデバイスがロ ッ ク される。

QXCR1000100872 conn 文字列で Oracle SID が渡された場合、 チャネルの割り当てが失敗する  - ク ローズ済

み。

QXCR1000101347 DriveScan 拡張機能を SNAPA エージェン トにも適用する。

QXCR1000112106 同じラベルが付いた 100 以上のオブジェク トの Autodescription が失敗する。

QXCR1000111042 SQL バッ クアップ作業時にエラー ・ メ ッセージを回避する。

QXCR1000101485 手動負荷調整で backint がコア ・ ダンプする  - ク ローズ済み。

QXCR1000112959 backint が stat() の失敗を効率よ く処理しない。

QXCR1000101360 バッ クアップ ・ セッシ ョ ン中にファ イルが削除される と、 バッ クアップは失敗する。

QXCR1000101821 バッ クアップが開始したが、 スケジューリ ングされていない。

QXCR1000103277 セッ ト 154 のメ ッセージ #20790 に対する不正なカタログ ・ アクセス。

QXCR1000101484 4000 スロ ッ トのバーコード ・ スキャンが失敗する。

QXCR1000101090 MSL6000 シ リーズのライブラ リでテープからバーコードを読み取れない。

QXCR1000101980 スケジューリ ングされたコピーの後、 バーコード ・ ラベルが失われる。

QXCR1000111751 復元セッシ ョ ン用の BDACC 環境変数。

QXCR1000101072 FM 障害 ( 不良 ) 時に BMA がテープ管理に失敗する。

QXCR1000101025 BMA がメディアの 「書き込み禁止です」 メ ッセージを表示する。

QXCR1000101901 bma が AIX システムでページアクセス違反となる。

QXCR1000112812 障害が発生したデバイスに対して BMA が無限ループでアクセスを試行する。

QXCR1000101687 Lotus バッ クアップに関して、 管理者 GUI で復元バージ ョ ンのブラウズが失敗する。

CR ID タイ トル
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QXCR1000101055 BSM デバッグは 2 GB までしか大き くできない。

QXCR1000100692 小デバイス数が使用可能なと き、 BSM が VBDA を起動しない  - ク ローズ済み。

QXCR1000097788 ScriptOutputTimeout が発生したと き、 BSM が無限にループ ( ハング ) する。

QXCR1000101199 BSM が次のよ うにレポートする。 IpcFindEmptyIpcHandle: IpcHandleTable がいっぱい

(500)。

QXCR1000098002 エクスチェンジャ ・ メディアをアンロードできない ( 記憶装置のスロ ッ トは使用中 )。

QXCR1000111242 Win2k 上のネス ト されたマウン トポイン ト を復元 GUI でブラウズできない。

QXCR1000099109 ACL リ ス トが見つからない : ([2] そのよ うなファ イルやディ レク ト リはない )。

QXCR1000101979 Cell Manager から構成を取得できない。

QXCR1000099960 オフセッ ト 0(:1) で 35104 バイ ト を読み込めない : [1450] 不十分

QXCR1000100513 ACL リ ス ト を読み込めない : ([2] そのよ うなファ イルやディ レク ト リはない )

QXCR1000100520 ACL リ ス ト を読み込めない : ([2] そのよ うなファ イルやディ レク ト リはない )

QXCR1000101988 2 つのテープにまたがるファイルを復元できない - 特殊なバイナリが必要。

QXCR1000101670 Lotus Notes データベースを復元できない。

QXCR1000101064 DHCPServer サービスを開始できない ([1056] サービスのインスタンスが～ )

QXCR1000102225 DHCP データベースのバッ クアップ時に統計が取得できない。

QXCR1000100630 エクスチェンジャ ・ メディアをアンロードできない。

QXCR1000103016 グループのエレ メン トの名前に不正な文字があ り ます。

QXCR1000100467 カート リ ッジ ・ メモ リのサポートについての誤解を招く情報がマニュアル内にある。

QXCR1000101392 Netware 6.5 DA の認証。

QXCR1000101372 CFT: diff バーコード ・ リーダーは MSL5000 および 6000 に対してデフォルトの自動設定

をサポートする。

QXCR1000101136 リ モート ・ ク ライアント 上の実行前スク リ プト および実行後スク リ プト の変更可能なパス。

QXCR1000111803 インス トールサーバーにアクセスできないと きに表示されるエラー ・ メ ッセージの変更。

QXCR1000111565 CIFS がマウン ト されたボ リ ュームが正しいディ レク ト リサイズを表示しない。

QXCR1000101449 ク リーニングフラグがゼロでク リ アされる。
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QXCR1000101822 ク リーニング ・ テープが検出されたが、 そのテープはク リーニング ・ テープではない。

QXCR1000101928 ク リーニング ・ テープのロード / アンロードが STK 上で正し く管理されない。

QXCR1000111735 グローバル ・ ファ イル内の ClnTapeBCPrefix パラ メータを削除する必要がある。

QXCR1000101539 ク ラスタの問題。

QXCR1000101580 圧縮された Netware ファ イルが 0 バイ トのファイルと して復元される。

QXCR1000102626 CONFIGURATION バッ クアップがハングする。

QXCR1000100288 レポート実行時にコア ・ ダンプが発生する。

QXCR1000112365 LTO および FC で使うブロ ッ ク ・ サイズを修正する。

QXCR1000102216 ローカルコンピュータ上で DP Inet を起動できなかった。 エラー :0xfffffff:0xffffff

QXCR1000112491 omnib コマンドに "full" または "incremental" を指定する と、 CPU 使用量が 100% になる。

QXCR1000101007 accept() 中に CRS がエラー番号 233 で停止する。

QXCR1000102334 accept() 中に CRS がエラー番号 233 で停止する。

QXCR1000101015 CRS がハングする。

QXCR1000102661 LkInit() での起動時に CRS がハングする  - インス トルメンテーシ ョ ンが必要。

QXCR1000111945 crs -redebug コマンドで使用状況サマ リーが表示される。

QXCR1000110634 単一セッシ ョ ン内でデータを復元できない。

QXCR1000101334 DP 5.10 用の SSPNW500_003 が必要。

QXCR1000103648 DP 5.10 EMC 用統合ソフ ト ウェアの修正 NSMex06015 の要求。

QXCR1000113340 NDMP Media Agent でメモ リーが不足している。

QXCR1000101312 スタンドアロンの Wake On Lan プログラムが必要。

QXCR1000112279 devidefile 名に含まれている 「-」 記号を DataProtector が受け入れない。

QXCR1000111238 DATA-PROTECTOR.OMNI-CS - Data Protector ソフ ト ウェアがインス トールされていない

というエラー。

QXCR1000101488 devbra が SDLT320 からの圧縮情報の取得にと きどき失敗する。

QXCR1000129324 デバイスの自動構成ドキュ メン ト ...

QXCR1000111496 デバイス ・ フロー ・ レポートが正し く動作していない。
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QXCR1000100726 ク ラスタ環境の DHCP バッ クアップ方針。

QXCR1000101370 DHCP.PAT ファ イルおよび WINS.PAT ファイルがバッ クアップされない。

QXCR1000100820 VBDA および VRDA の 「ファ イルシステム統計情報 :」 における違い - ク ローズ済み。

QXCR1000101519 ssi デーモンのダウン時にダイレク ト ・ ラ イブラ リ ・ アクセスが機能しない。

QXCR1000100625 Dirs.dat が 2GB の限度に達している。

QXCR1000111764 データ リ ス トが変更されない限り、 [ 適用 ] ボタンを使用不可にする。

QXCR1000101394 ディ スクのデリバリーによる障害復旧で、 復旧中に軽度エラーがレポート される。

QXCR1000100460 DCBF ディ レク ト リのディ スク使用状況が GUI で正し く表示されない。

QXCR1000101924 月が変わる と、 表示されるスケジュールがスケジュール ・ ファ イルと異なる。

QXCR1000101466 dns チェッ ク ・ ツールが障害のあったシステムを リ ス ト しない。

QXCR1000112842 別の DP セッシ ョ ンで使用中のテープに対するマウン ト要求を発行しない。

QXCR1000111098 『管理者ガイ ド』 の SNMP 構成についてのドキュ メン トが不完全。

QXCR1000113788 Oracle の他の UX との統合に関する ドキュ メン ト誤り  - libob2oracle8_64bit.so

QXCR1000113789 Oracle の他の UX との統合に関する ドキュ メン ト誤り  - mv libobk.so

QXCR1000111617 MS SQL 7.0 統合ソフ ト ウェア構成時のドキュ メン トが不明確。

QXCR1000112623 ダブルスラ ッシュ、 DATA-PROTECTOR 5.0 によって作成される inetd /opt/omni//lbin/inet。

QXCR1000112865 SG セッ ト アップで DP 5.0 inet.log が誤ったメ ッセージで満杯になる。

QXCR1000113297 DP 5.1 が Oracle9i 用の正しい接続ツールを誤って検出する。

QXCR1000113061 DP 5.1: 'MERGE' 引き数が 'OMNIR' で正し く機能していない。

QXCR1000102090 CLI ではすべての nsf ファ イルがリ ス ト されるが、 DP GUI ではすべてはリ ス ト されない。

QXCR1000100802 DP がインス トールされた先と異なるフォルダにアップグレード される。

QXCR1000112715 Lotus の archivelog が削除されている場合、 DP および Lotus でポイン ト ・ イン ・ タイム復

元ができない。

QXCR1000100640 EADR - レジス ト リ ・ キーが見つからないためにバッ クアップが失敗する。

QXCR1000100377 debug.log 内の EIPCALREADYINIT メ ッセージ。

QXCR1000100541 debug.log 内の IpcCloseConnection メ ッセージに EIPCNOTINIT が NULL を返す。
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QXCR1000100791 5.0 のマウン ト要求に関して取り出しおよび挿入のルーチンが失敗する。

QXCR1000111323 EMC 用統合ソフ ト ウェアがアプリ ケーシ ョ ン ・ ホス ト上でアンマウン ト を要求する。

QXCR1000113777 スナップシ ョ ッ ト ・ バッ クアップ後、 ¥tmp にある空のフォルダが削除されない。

QXCR1000113320 -2,147,,483,647 ～ 2,147,483,647 のデータ範囲を保存する ER。

QXCR1000111532 ド ラ イブ障害の場合のテープ ・ メディア管理用の ER。

QXCR1000100774 バッ クアップ終了時のエラー :61:3003 スプリ ッ ト ・ ミ ラー ・ エージェン トへの接続が切

断される。

QXCR1000100596 SQL 文の実行中にエラー発生。

QXCR1000113916 大セッシ ョ ン数に達したと きのエラー ・ メ ッセージが不明確。 ドキュ メン ト も同様。

QXCR1000109889 Citrix Metaframe および Omniback に関するエラーによ り メディアが初期化される。

QXCR1000100770 エラー : オブジェク ト <filesystem> を開けない ([30] 読み取り専用ファイル )。

QXCR1000102489 Oracle 復元領域でのエラー。

QXCR1000100709 HrBackupRead() で Exchange 2000 バッ クアップがループする。

QXCR1000103421 Exchange のレフ トオーバー。

QXCR1000101287 Exchange Single Mailbox の増分バッ クアップ

QXCR1000101337 ド ラ イバーがロード される と きのエクスチェンジャ処理。

QXCR1000102990 エクスクルードが年固有でない。

QXCR1000102851 分割実行前スク リプ トの場合、 終了コード 1 が無視される。

QXCR1000101017 リ カバリ ・ カタログ ・ データベースのエクスポートに失敗する  - ク ローズ済み。

QXCR1000101680 LDEV の T-VOL/R-Vol の検索に失敗。

QXCR1000101806 サービス特権と してのログオン設定に失敗。

QXCR1000101490 ク リーニング ・ ト リ ガ ・ メ ソ ッ ド 9 CAP_DIRTY_DRV_RS_7 が誤っている。

QXCR1000113129 誤ったク リーニング ・ ト リ ガによ りバッ クアップが中止される。

QXCR1000113130 DLT テープおよび SDLT テープの IPR フラグが誤っている。

QXCR1000113726 『UNIX のインテグレーシ ョ ン ガイ ド』 で、 filesperset は 1 でなければならないと記載さ

れたままである。
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QXCR1000129039 EMC でファ イルシステム ・ バッ クアップが機能しない。

QXCR1000102121 ファイルシステムが読み取り専用と してマウン ト => ロ ッ クは無効 - ク ローズ済み。

QXCR1000102392 SSPNT410_067 の不具合。 メ ッセージを繰り返す。

QXCR1000103450 ツ リー XXXX がデータベースで見つからなかった。

QXCR1000110953 exp コマンド実行時に oracle9i から統計エラーを受け取る。

QXCR1000100759 VBDA から予期しないクローズを受け取る。

QXCR1000100804 GUI で Cell Server に接続できない。

QXCR1000100512 ク ラスタ ・ フェイルオーバー後、 GUI がコア ・ ダンプ (Dr. Watson) する。

QXCR1000103224 CC パッチ ... をインス トール後、 GUI がク ラ ッシュする。

QXCR1000101127 Lotus DB を復元しよ う とする と、 GUI がク ラ ッシュする。

QXCR1000113769 Oracle オブジェク トが選択解除されている と、 GUI がデバイスを選択解除する。

QXCR1000101314 デバイス構成中に GUI がハングする。

QXCR1000113408 GUI の更新が正し く機能しない。

QXCR1000112658 Windows GUI ク ライアン トで、 GUI のレポートセクシ ョ ンが正し く機能しない。

QXCR1000103585 GUI: オブジェク トの選択に関する問題。

QXCR1000102909 Windows ク ラスタ上の HA 構成ロボティ クス ・ アーム。

QXCR1000102432 健全性チェッ クによ り、 次のバッ クアップがハングする。

QXCR1000113286 ヘルプで 56K のブロ ッ ク ・ サイズが参照されたままである。

QXCR1000101458 パッ チのインスト ール後の Cell Server のアッ プグレード 方法 - 選択内容が淡色表示される。

QXCR1000101457 hpdevbra -dev -tty が QLA2300 (FCA2210) に関して 2GB の RAM を リークする。

QXCR1000101330 インス トール ドキュ メン トの HPUX/Solaris MANPATH 環境変数パスが正し くない。

QXCR1000101623 IBM Ultrium 2 がク リーニングをループするこ とがある。

QXCR1000101124 "holidays" ファ イルに構文エラーがある場合、 omnitrig が中止され、 バッ クアップは開始

されない。

QXCR1000111884 BackupDeviceIdle タイムアウト の場合、 セッショ ン・ レポート に「 重度」 が記録される。

QXCR1000103097 ビジー ・ ド ライブのアンマウン トが失敗した場合、 アンロードを試行する必要がある。
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QXCR1000102915 ADIC Pathlight VX ライブラ リ用のサポート を含める。

QXCR1000102937 Certance LTO2 LDRCLL3200 オート ローダ用のサポート を含める。

QXCR1000102921 DEC TL894 ラ イブラ リ用のサポート を含める。

QXCR1000102922 Tru64 上の DEC TZ89 テープ ・ デバイス用のサポート を含める。

QXCR1000102913 Exabyte 430 ラ イブラ リ用のサポート を含める。

QXCR1000102938 HP DAT72X6 オート ローダ用のサポート を含める。

QXCR1000102939 HP SDLT600 スタンドアロン ・ デバイス用のサポート を含める。

QXCR1000103030 Sony Petasite SuperAIT ライブラ リ用のサポート を含める。

QXCR1000103310 Sony Petasite SuperAIT ライブラ リ (CSM-100、 CSM-60) 用のサポート を含める。

QXCR1000103151 Sony SuperAIT SDZ-100 テープ ・ ド ライブ用のサポート を含める。

QXCR1000111790 OB II 4.10 インス トール マニュアル内の不完全な記述。

QXCR1000100595 silo_query コマンドの出力内容の不整合。

QXCR1000113973 『Data Protector コンセプ ト ・ ガイ ド』 のマニュアルに誤った記載がある。

QXCR1000111175 Data Protector GUI で表示される誤ったステータス メ ッセージ。

QXCR1000101520 ク ラ イアン トのプッシュ時に omnidbeva の誤ったバージ ョ ンがインス トールされる。

QXCR1000101289 [ 増分 1] バッ クアップ - OB2BAR からの予期しないクローズ。

QXCR1000100825 IO 負荷がある場合、 ク ラスタがディ スクを共有する と、 Inet BDF が原因で FS 破損が起

こる可能性がある。

QXCR1000103543 ps 出力内の情報 - ク ローズ済み。

QXCR1000111784 Informix Agent のインス トールによ り、 /usr/omni が削除される。

QXCR1000101030 Informix のフル ・ バッ クアップが OB2DB に増分と して記録される。

QXCR1000103616 NSMbb55747 用の修正に対する問い合わせ。

QXCR1000113653 inetd umask が 000 以外の場合、 Solaris ク ラ イアン トのインス トール / アップグレードが

失敗する。

QXCR1000100877 HP-UX 11.23 上のインス トールで誤ったバイナリが追加される。

QXCR1000102218 INET がと きどき 「プログラムを起動できない」 と報告する  - ク ローズ済み。
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QXCR1000100323 OMNISAP がと きどき 「実行できない :(0)」 と報告する  - ク ローズ済み。

QXCR1000103006 指定された物理デバイスの種類が無効 => 中止

QXCR1000100700 ioctl (fd=5, SCTL_io_linux, cmd) が失敗。 cdb_length=6, {status=458752}。

QXCR1000100456 'omnisv.sh -start_mon -timeout N' が 5.0 で使用可能かど うか。

QXCR1000100920 RMA 動作についての問題と疑問。 複数のオブジェク トの復元。

QXCR1000100886 スケジュール追加時、 DP 上の日本語 GUI がク ラ ッシュする。

QXCR1000102348 ラ イセンス 「ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ EMC Symmetrix 使用権」 が使用不可

能。

QXCR1000101084 負荷調整、 ド ラ イブが使用可能にならず、 セッシ ョ ンが中止される。

QXCR1000102644 ローカルの実行前スク リプ トが リモートの実行可能スク リプ ト と して実行される  - ク
ローズ済み。

QXCR1000100407 仮想名が使用されている場合、 ローカルのスク リプ トが リモート と して実行される  - ク
ローズ済み。

QXCR1000102557 ＭＡ 間の接続が切断されたこ とで、 テープのアンロードが失敗する。

QXCR1000102467 "ERROR" とい う名前の OB2BAR バッ クアップ DA に対する接続の切断。

QXCR1000101905 "noname" とい う名前のスプリ ッ ト ・ ミ ラー ・ エージェン トに対する接続の切断。

QXCR1000101208 xxx:[/CONFIGURATION] という名前の VBDA に対する接続の切断。

QXCR1000102074 Lotus バッ クアップが ipc 読み込みエラーで失敗する  - 非常に頻発する問題。

QXCR1000101595 Lotus Notes / レポート ・ レベルが正し く機能しない。

QXCR1000103676 Lotus Notes のバッ クアップによ り、 サーバーがク ラ ッシュする。

QXCR1000100749 コンテナ名に含まれるスペースが原因で Lotus Notes の復元が失敗する。

QXCR1000099052 -drvcmabort が有効になっている と き、 LTO ド ラ イブからの取り出しが失敗する。

QXCR1000112323 omnir のマン ・ ページの例 # 4 が正し くない。

QXCR1000101327 SRD ファ イルを使った手動による障害復旧で異なるテープ ・ ド ラ イブが使用されている。

QXCR1000101681 マニュアルでは 8.x に言及しているが、 8.0 の場合にのみ有効である。

QXCR1000102436 MC/SG フェイルオーバーで "crs" サービスを起動できない。 システム ・ エラー : [502]

QXCR1000112158 Media Agent の失敗が原因で、 バッ クアップで上限を超える数のデバイスが使われる。
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QXCR1000102276 media.log 内のメディア情報に整合性がない。

QXCR1000111391 メディアの選択ルール。

QXCR1000101036 追加可能なバッ クアップ後、 メディアが破損。

QXCR1000101543 コピーする前にメディア XXX を初期化する必要がある  - ク ローズ済み。

QXCR1000108653 Novell Client 上の実行前スク リプ トおよび実行後スク リプ トに関する間違えやすいフ ィー

ルド。

QXCR1000111905 統合ソフ ト ウェアのマニュアルとサポート一覧との不一致。

QXCR1000101685 復元を試行し、 バッ クアップが正常に行われたと きに見つからない LUN。

QXCR1000100245 MKE DDS オート ローダが、 ド ライブのク リーニングが必要である と通知しつづける。

QXCR1000101491 MMA が Linux 上で snmp ト ラ ップを 2 回送信する。

QXCR1000101707 mmd ロ ッ クが正常でない : ロ ッ ク  サブシステム用の十分な空き領域がない。

QXCR1000100853 MMD がデータベースとの接続を切断され、 再接続できない。

QXCR1000100352 モニターメ ッセージが正し く表示されない。

QXCR1000101346 テープのク リーニング後、 マウン ト要求が発行される  - ク ローズ済み。

QXCR1000100378 マウン ト : ファイルシステム テーブルが破損している可能性がある。

QXCR1000100755 マウン ト : ファイルシステム テーブルが破損している可能性がある。

QXCR1000102684 MS ク ラスタ  - 構成バッ クアップ中に Active Directory が保存されない。

QXCR1000102109 MSA は廃止。

QXCR1000100760 データ リ ス ト内の NDMP およびエクスクルード。

QXCR1000100439 NDMP バッ クアップがハングしているよ うに見える  - ク ローズ済み。

QXCR1000101428 報告される NDMP バッ クアップ ・ サイズが正し くない。

QXCR1000102410 NDMP フル ・ バッ クアップが 「BMA への接続が切断」 で失敗する。

QXCR1000100581 NT GUI での NDMP インポートで、 cell_info にパスワードを保存できない。

QXCR1000102706 NSMbb53812 で提供される修正でバイナリが必要 - ク ローズ済み。

QXCR1000101447 OB2NWARCHIVEBIT=1 機能でバイナリが必要 - ク ローズ済み。

QXCR1000102335 負荷調整についての明確なヘルプドキュ メン トが必要。
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QXCR1000101648 修正済み rest_common.sh が必要 - ク ローズ済み。

QXCR1000103324 5.10 用の H555008670 修正が必要。

QXCR1000112310 [61:17112] メ ッセージの説明をよ り詳細にしてド ラ イブとテープを含める必要がある。

QXCR1000111491 以前のバージ ョ ンと同様に、 4.10 で omnidb が特殊文字を処理する必要がある。

QXCR1000111896 util_oracle8.exe 内の環境変数をエクスポートする必要がある。

QXCR1000100676 NETIO スレッ ドが接続しない - ク ローズ済み。

QXCR1000100716 Linux 上の unname バイナリ を新し くする と、 インス トールエラーが発生する。

QXCR1000100904 saparch および sapreorg の NFS マウン ト。

QXCR1000101679 セッシ ョ ン内の WinFS lifeson.cup.hp.com:/G 'G:' で使用可能なカタログがない。

QXCR1000102932 デバイスに復元する メディアはこれ以上なし  - ク ローズ済み。

QXCR1000113336 デバイス "xxxxx" に復元する メディアはこれ以上なし。

QXCR1000102662 NO RCE CASE - DbgInit() についての問題。

QXCR1000108810 コマンドが失敗した場合、 omnimm のリ ターン ・ コードが使用されない。

QXCR1000100919 データ リ ス トの う ち、 GUI に表示されないものがある。

QXCR1000102563 Lotus 復元に対して表示されないバージ ョ ンもある。

QXCR1000103375 NSMbb63353 と同様に、 ク ラスタディ スクがしばら く表示されない。

QXCR1000113087 NT GUI で、 本年中の繰り返しでないスケジュール済み項目のみが表示される。

QXCR1000099277 OB が public 以外のコ ミ ュニティ名用の ト ラ ップを作成できない。

QXCR1000112116 OB unix ク ラ イアン トのアップグレードによる問題 (xinetd config が置き換えられる )

QXCR1000101042 OB2BAR は共有メモリ を割り当て / 関連付けできない ( コマンド行から )。

QXCR1000112954 OB2INCRDIFFTIME および OB2CHECKCHANGETIME の記述に間違いがある

(atime-->ctime)。

QXCR1000101542 DAT72 ド ラ イブ付きの OBDR。

QXCR1000110731 STK のサイロ照会を実行する と、 OBII メディア ・ プールが分裂する。

QXCR1000110685 OBII は、 テープの初期化を決定する際によ り多くの要因を評価する必要がある。

QXCR1000100867 ServiceGuard ク ライアン トからのオブジェク トが仮想名で保存されない - ク ローズ済み。
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QXCR1000103430 リ カバリ ・ カタログのエクスポート直後、 obkbackup がコア ・ ダンプする。

QXCR1000109803 ODBR が DAS Agent と連動しない。

QXCR1000111743 omni_rinst.sh スク リプ トの使用状況出力に <PORT> エン ト リがない。

QXCR1000109016 Omniback が権限のないユーザーに Cell の管理を許可する。

QXCR1000109738 SAN 上の Omniback および Ultrium LTO ド ラ イブによ り、 パフォーマンスが遅延する。

QXCR1000110100 LTO テープの OmniBack コピーが非常に遅い。

QXCR1000111595 mc/sg 用統合ソフ ト ウェアの omniback ドキュ メン トが不完全である。

QXCR1000111659 Omniback II / Informix ドキュ メン トでの言及が必要。

QXCR1000112827 Omniback リ カバリ ・ カタログのエクスポート ・ レポートは、 OBII 3.50 から変更されてい

る。

QXCR1000101001 omnicc -update_mom_server: このセルは MOM ク ライアン ト ・ モードではない。

QXCR1000102226 omnidb オプシ ョ ン -listdir の不具合。

QXCR1000112870 omnidb -type オプシ ョ ンが OB II/DP 日本語バージ ョ ンで正し く機能しない。

QXCR1000102349 omnidbcheck -keybuild が DP 5.10 上で失敗する。

QXCR1000111913 'omnidbutil -change_cell_name' コマンドのドキュ メン トが不明確。

QXCR1000102181 omnidbutil -show_locked_devs がロ ッ クのソースを報告しない。

QXCR1000113067 メディアの説明を表示する omnidbutil。

QXCR1000132428 omniforsg.ksh が、 再ブート時のスタート アップで DP を停止しない。

QXCR1000101074 omniiso ツール証明書。

QXCR1000111839 OMNIBACK_00069 内の OmniJpn.dll に正し くない日本語メ ッセージがある。

QXCR1000112338 OMNIMCOPY cli コマンドに GUI コピーとの整合性がない。

QXCR1000112340 omnimcopy マン ・ ページに、 保護についての誤った情報がある。

QXCR1000110172 omnimcopy がエラー ・ コードを示さない。

QXCR1000101375 宛先テープがいっぱいのと き、 メ ッセージなしで Omnimcopy が中止される。

QXCR1000100557 omnimm -disable_device が正し く動作しない。

QXCR1000103113 omnimm 出力が正し く配置されない。
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QXCR1000103577 Omnir CLI コマンドで 「復元されたセクシ ョ ンの リ ス ト 」 なし。

QXCR1000112771 omnir コマンドのマン ・ ページを修正する必要がある。

QXCR1000125341 omnir が -into オプシ ョ ンを無視する。

QXCR1000100373 omnirpt -report session_devices がデバイス名を 12 文字までに省略する。

QXCR1000103156 OMNIRPT -report session_objects が出力内容を省略する。

QXCR1000101368 omnisap.exe が起動後、 エラー 10038 で失敗する  - ク ローズ済み。

QXCR1000100484 omnisap.exe が、 brarchive は -1 で終了したと報告する  - ク ローズ済み。

QXCR1000100551 omnisap.exe によ り ORA-01017 : ユーザー名異常が発生する  - ク ローズ済み。

QXCR1000113609 Holidays ファ イルにう る う日がある場合、 omnitrig が debug.log にメ ッセージを記録する。

QXCR1000102621 omnitrig -start が中断中のスケジューラを再起動しない - ク ローズ済み。

QXCR1000113151 HP-UX IA64  - DP 5.1 Oracle 用統合ソフ ト ウェア - ~.sl ではなく ~.so にリ ンク

QXCR1000112304 ワンボタン障害復旧は、 ローカル GUI からのみ構成可能。

QXCR1000102843 同時に開始できるセッシ ョ ン数が制限されている。

QXCR1000101479 オプシ ョ ン -disk_only が認識されない。

QXCR1000100931 ORA-03114: ORACLE に接続しない - ク ローズ済み。

QXCR1000111707 Oracle 制御ファイルが SMB バッ クアップ中に破損。

QXCR1000101060 Oracle IR cleanup-online ログ、 制御ファイルの問題

QXCR1000100554 メディアのアンロード後、 Oracle8 復元がループ状態になる。

QXCR1000101609 omnimm コマンドからの出力に一部の情報が示されない。

QXCR1000109450 オブジェク ト名ファイルとオブジェク ト ・ タ イプ ファ イルの内容の出力が逆になる。

QXCR1000101303 pairsplit が [EL_CMDIOE] 制御コマンドの I/O エラーで失敗するか、 拒否される。

QXCR1000102525 並行スキャンが失敗する  : ピッカーがアンロードおよびロードを処理できない。

QXCR1000111456 MS ク ラスタの 2 番目のノードでパッチのインス トールが失敗する。

QXCR1000100679 パターンマッチングが期待どおりではない - ク ローズ済み。

QXCR1000103146 パフォーマンス問題、 W2000 の場合と比較した W2003 上の DP。
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QXCR1000101224 PHSS_29406 が原因で util_file_online バッ クアップがハングする  - ク ローズ済み。

QXCR1000112773 失敗したセッシ ョ ンに対する実行後スク リプ トが実行されたままである。

QXCR1000103147 BSM がデバイスでブロ ッ ク された後、 実行前スク リプ トが実行されない - ク ローズ済み。

QXCR1000101950 バッ クアップ ・ ホス トの準備に失敗した ( エラー =-14)。

QXCR1000100874 Linux 上での oratab のブラウズに関する問題。

QXCR1000103184 GUI の [ 別名で復元 ] に関する問題。

QXCR1000112484 /sbin/init.d/omni の OMNI 設定に関する問題。

QXCR1000100780 DP GUI によるマウスポインターに関する問題。

QXCR1000109472 夏時間調整の変更後に報告される時間に関する問題。

QXCR1000101608 ポイン ト ・ イン ・ タイム復元に関する問題。

QXCR1000103028 GRAU ラ イブラ リが誤って再スキャンされないよ うにする保護。

QXCR1000101522 削除レポートに削除セッシ ョ ンが表示されない。

QXCR1000101632 LTO メディアのデフォルトのセグメン ト ・ サイズについての照会。

QXCR1000103036 NDMP バッ クアップに関する問題 - ク ローズ済み。

QXCR1000113440 Raid Manager ラ イブラ リ、 ドキュ メン トが正し くない / 矛盾している。

QXCR1000101023 raw ディ スク ・ バッ クアップがハングする  - 再発現性あ り。

QXCR1000101091 データベースへのアクセス中、 RDS が頻繁に停止する。

QXCR1000101263 Oracle DB バッ クアップ後、 RDS サービスが停止する。

QXCR1000111294 unix システムの再ブート。

QXCR1000100956 フ ィルターセッ ト外の snmp ト ラ ップを受信する。

QXCR1000101515 Redhat Linux AS2.1 では、 SAN 上に 10 個のテープ ・ ド ライブのみを構成できる。

QXCR1000099112 新の情報に更新 (F5) がすべての GUI 画面で機能しない。

QXCR1000101348 『管理者ガイ ド』 から注記を削除。

QXCR1000101358 dataprotector の古い用語の削除。

QXCR1000112855 バッ クアップ ・ グループが使用されている と き、 レポートが正し く機能しない。
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QXCR1000100665 レポート作成 : メ ッセージ 65:80 がサーバーから送信されない。

QXCR1000112228 『OBII/U 4.1 Admin Guide』 の説明を強化するよ うにとの要望。

QXCR1000101267 vxdisk が 1 番目の列の cXtYdZ をレポート しないため、 名前解決が失敗する。

QXCR1000101443 復元で、 ディ レク ト リ ・ パーミ ッシ ョ ンが期待どおりに設定されない - ク ローズ済み。

QXCR1000100969 復元で、 暗号化ファイルの時間属性が保存されない。

QXCR1000101435 復元が失敗する、 テープ内容の破損、 Celerra バグ用のパッ チ適用済み NDMP MA が必要。

QXCR1000112846 宛先が存在しない場合、 Exchange2000 の復元は失敗する。

QXCR1000100901 複数オブジェク トの復元がハングしているよ うに見える  - ク ローズ済み。

QXCR1000102511 RMA がオブジェク ト間の逐次検索を実行する  - ク ローズ済み。

QXCR1000103007 RMA が 8400 秒のタイムアウ トに達する  - ク ローズ済み。

QXCR1000101563 RMAN メ タデータ と omniback データベースの同期化。

QXCR1000112368 RMAN_${OB2BARLIST}_input.rman に、 データベースに対する ASCII 接続文字列がある。

QXCR1000101864 Oracle 制御ファイル復元時の RMAN-20005。

QXCR1000100767 RSM が raw 復元用の DA でタイムアウ ト を報告する  - ク ローズ済み。

QXCR1000099812 sanconf は /dev/rmt/*mn ファ イルがないデバイスを認識しない。

QXCR1000101056 sanconf は明確な理由なしで -configure からホス ト を除外する。

QXCR1000101048 ド ラ イブが STK 9840B の場合、 sanconf は名前解決に失敗する。

QXCR1000101331 sanconf は、 複雑な san の特定のホス トの名前解決に失敗する。

QXCR1000101079 ライブラリ ・ テンプレート で BUSYDRIVETOSLOT が指定されていると 、 sanconf は失敗す

る。

QXCR1000101004 cron または at と して端末の外部で実行する と、 sanconf は失敗する。

QXCR1000101361 デバイスの SANCONF/GUI 構成が正し く機能しない。

QXCR1000101061 SAP IR cleanup-online ログ、 制御ファイルの問題

QXCR1000100650 vgimport 中に SYMA の停止で、 SAP/EMC バッ クアップは失敗する。

QXCR1000102727 semop() で sapback がハングする  - ク ローズ済み。

QXCR1000102555 SCALAR 24 が 1A コマンドで失敗する。
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QXCR1000113200 本年中に限定して特定の日付でバッ クアップをスケジュールする。

QXCR1000101835 スケジューリ ング済みバッ クアップが開始されない - ク ローズ済み。

QXCR1000100295 スケジューラが 15 分以内に omnitrig を 2 度呼び出す - ク ローズ済み。

QXCR1000113708 スケジューラが期待どおりに機能しない。

QXCR1000102356 スケジューリ ングが正し く機能しない。

QXCR1000110097 週 1 回の頻度で 1 年以降のスケジューリ ングをするこ とはできない。

QXCR1000101075 SCO 復元でファ イル ・ サイズ ・ エラーが発生するが、 正常に復元される。

QXCR1000100810 ScriptOutputTimeout は Windows で機能しない。

QXCR1000100880 ADIC scalar 1000 アップデート用の Scsitab。

QXCR1000112993 S-DLT 対 DLT の互換性。

QXCR1000102531 復元 GUI をオープンしたと きに検索インターバルが選択されていない。

QXCR1000100410 GUI ( インスタン ト ・ リ カバリ ) にセッシ ョ ンが表示されない。

QXCR1000103274 セッシ ョ ンがハングし、 中止できない。

QXCR1000100719 セッシ ョ ンの リモート実行可能スク リプ トが失敗 ... 終了コード  = 1076312584。

QXCR1000102450 セッシ ョ ンがデバイス / ラ イセンスでブロ ッ ク されたよ うに見える  - ク ローズ済み。

QXCR1000103458 セッ ト名が重複している。

QXCR1000101108 Single Mail Box のバッ クアップが 「OB2BAR から予期しないクローズの受け取り」 で失

敗する。

QXCR1000103078 Single Mailbox バッ クアップ データ リ ス ト解析の問題。

QXCR1000102867 Single Mailbox バッ クアップの失敗。

QXCR1000101926 復元されたファ イルのサイズが一致しない - ク ローズ済み

QXCR1000101427 MA がまだ実行されている間に、 SM が MA タイムアウ ト を報告する。

QXCR1000100621 バッ クアップが中止されたと き、 SMB_FUN_RESUME が呼び出されない。

QXCR1000100444 セッシ ョ ン実行前スク リプ トが失敗したと き、 SMEXIT=12 かど うか。

QXCR1000125187 SNMP ト ラ ップは ト ラ ップ送信先と しての "localhost"、 "127.0.0.1" で動作しない。

QXCR1000113874 特定の負荷調整構成によ り、 中止処理がデッ ド ロ ッ ク される。
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QXCR1000101320 オンライン ・ ヘルプのスペルミ ス。

QXCR1000103079 SQL のポイン ト ・ イン ・ タイム復元の GUI 表示でタイム ・ セッ トが保持されていない。

QXCR1000101468 ローカル ・ デバイスにバッ クアップを試行する と きの SSE ライセンスの問題。

QXCR1000111967 SSEA が R2 ホス トで適切にク リーンアップしない。

QXCR1000101393 SSEA がバッ クアップ ・ ファ イル ・ システムを適切にマウン ト しない。

QXCR1000101676 アプリ ケーシ ョ ン ・ ホス ト上の SSEA が CPU を 100% 消費する - ク ローズ済み。

QXCR1000100816 xpdb データベースのブラウズ時、 SSEA-R1 がコア ・ ダンプする。

QXCR1000101899 STK L80 はサポート されているが、 scsitab に登録されていない。

QXCR1000100573 Oracle 復元 GUI 用の、 異なる db 名およびインスタンス名のサポート。

QXCR1000101323 サポータビ リ ティ強化、 NSSO は omnicopy レポートのメ ッセージを要求

QXCR1000100829 サポータビ リ ティ強化 : devbra のド ライブ ・ インデッ クス消滅。

QXCR1000103241 サポータビ リ ティ強化 : 完全な要求センス  データ。

QXCR1000101081 サポータビ リ ティ強化 : MAM テス トおよび操作なしの選択解除。

QXCR1000100910 サポータビ リ ティ強化 : パッチおよびバージ ョ ンが示される SCSITAB ヘッダ。

QXCR1000100884 サポータビ リ ティ修正 : NULL ファ イル ジュークボッ クスの失敗。

QXCR1000101629 シンボ リ ッ ク ・ リ ンクが正し く復元されない。

QXCR1000113319 シンボ リ ッ ク ・ リ ンクが不適切に復元される。

QXCR1000100799 DPWIN_13 の TapeAlert でテープのク リーニングが ト リガされない。

QXCR1000096745 テープ ・ デバイスのオープンエラーによ り、 Galactica 6/60 ライブラ リでテープ ロスが発

生する。

QXCR1000100344 GUI (omnimm -media_info) で要求されるテープの完全なステータス。

QXCR1000101907 NW MA のバッ クアップ時およびスキャン時にテープのアンロードが失敗する。

QXCR1000100751 Tapestatistics が ACS MA と連動しない。

QXCR1000103427 Tapestatistics がコピーについてのフェーズの不一致を報告した。

QXCR1000094456 test_sybase_integration が SUN 上でコア ・ ダンプする。
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QXCR1000112554 VBDA および VRDA によってレポート されるバッ クアップ ・ サイズと復元サイズが一致

しない。

QXCR1000113346 マニュアルには、 ASR 復元に DHCP が必要である と記載されていない。

QXCR1000103092 AD 復元用の複製オプシ ョ ンが表示されない。

QXCR1000102625 SAP バッ クアップ後、 amcs リ ス トのある時間枠 AMO が失敗する。

QXCR1000112863 acsls ライブラ リの説明で参照されている uma -pol オプシ ョ ンがない。

QXCR1000103454 Microsoft ク ラスタで追加 LAN ( 仮想ホス ト ) をブラウズできない。

QXCR1000100789 AIX ク ライアン ト上のテープを初期化できない - 読み取りがエラー 12 で失敗。

QXCR1000112693 特定の条件下でタイムアウ トが実行されない。

QXCR1000113598 デフォルトの GUI 設定による意図しないデータ損失。

QXCR1000101255 不明なデバイス。 サポート されるデバイスの一覧表をチェッ ク。

QXCR1000110702 ファイアウォール付きの UNIX ク ラ イアン トのアップグレードが処理されない。

QXCR1000100672 ACL_R_O_USERS を持つユーザーはプライベート ・ オブジェク ト を復元できない。

QXCR1000102582 復元パーミ ッシ ョ ンを持つユーザーが管理者と して復元する  - ク ローズ済み。

QXCR1000110229 ユーザーが Omniback に存在しない場合に、 util_oracle8.exe は svrmgrl の使用を試行した。

QXCR1000102219 util_orarest がコア ・ ダンプする  - ク ローズ済み

QXCR1000126888 VAexclude リ ス トに正し くない例がある。

QXCR1000100943 vgimport コマンドが 1K を超過し、 SSEA が失敗する。

QXCR1000101077 vrda は選択されたファイルを復元しない。 「 復元されたものはなし」 と 報告する。

QXCR1000101163 CONFIGURATION 用の VRDA が 「ファ イルはこれ以上なし」 と報告する - ク ローズ済

み。

QXCR1000101717 CONFIGURATION 用の VRDA が 「ファ イルはこれ以上なし」 と報告する - ク ローズ済

み。

QXCR1000099817 VRDA: ACL リ ス トが見つからない : ([2] そのよ うなファ イルやディ レク ト リはない )

QXCR1000110186 W2k ク ラスタ  フェイルオーバーに動的なデバイス定義が必要。

QXCR1000101357 アップデートする必要がある情報。

QXCR1000100828 バッ クアップが開始する と、 CRS がハングする。
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QXCR1000102253 CMA が失敗したと き、 セッシ ョ ンは成功と してレポート され、 記録される。

QXCR1000129202 Data Protector Inet がデバッグ ・ モードで実行されている と き、 VSS 復元が中止される。

QXCR1000100673 復元実行時、 ディ スクのルートに対する権限が設定されない。

QXCR1000113272 スケジューリ ング時 - : [ 開始日で指定 ] の日付オプシ ョ ンが GUI に表示されない。

QXCR1000112750 実行前スク リプ トが SIGSEGV を受け取る と、 実行前スク リプ トがハングする。

QXCR1000111807 omnidbutil -change_cell_name がロング ・ ネームを優先するのはなぜか。

QXCR1000112716 Win GUI で、 選択したファイル ・ バージ ョ ンよ り古いものが表示される。

QXCR1000101732 DP がインス トールされている場合、 Windows のアップグレードが失敗する。

QXCR1000101086 OmniInet が通常ユーザーと して実行されている場合、 Windows2000 マシンが再ブート する。

QXCR1000101889 PHSS_29866 で再起動が失敗した状態では、 オブジェク トは動作しない。

QXCR1000103423 STK/ACS ラ イブラ リの MR メディアのあとに誤ったテープがロード される。

QXCR1000101502 誤ったボ リ ューム ・ グループが非アクティブ化される  - ク ローズ済み。

QXCR1000112834 ラ イセンス以上の数のスロ ッ ト を持つド ライブを構成した場合、 xomni GUI がコア ・ ダ

ンプする。

QXCR1000101322 XP ミ ラー ・ ディ スクのロ ッ ク ・ メカニズム - どのよ うに実装するのか。
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付録 B: サポート一覧

サポート一覧は、 任意の Data Protector CD の ¥DOCSディ レク ト リ内にもあ り ます。 次に示すサポート一覧は、 Adobe 
Acrobat 形式で利用可能です。

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Supported Platforms and Integrations

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Supported Devices

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Split-mirror Backup for HP StorageWorks Disk Array XP

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Zero Downtime Backup for HP StorageWorks Virtual Array

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Zero Downtime Backup for HP StorageWorks Enterprise Virtual Array

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 EMC Split-mirror Backup Integration

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Disaster Recovery Support Matrix

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Supported Devices and SAN Solutions

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Fibre Channel SAN Support Matrix

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 VSS Support Matrix

HP OpenView Storage Data Protector A.05.50 Network Attached Storage (NAS) Support Matrix

新のサポート一覧は、 Web の以下の URL を参照してください。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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